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絶対不燃で、 ｾＱＡ 科 ーの美しい

パ ターンのヲミ11:1以白板

3、?￥・守、1 '1λ

凡ゆる 材質 にも 随行可能な

l次付方式のロ ッグウ - 1レ新 製 品

ｄｾｾＺ［Ｍｉ ｊ，＠ 13; t X9/ i シ 民

ｩ 栄 ｾ ｬｩｬｴ .  ｦｾｾＨ 令 ・ ｬ 吸 音にすばらしい |  全ゆるタイフ。のジョイントに

性 ilEの断然 ・l吸音付 |  完全 |りIj IJCJ 長き‘ 口 封 紙 付

日 社東 紡 績 株 式

大阪支 l山 大阪市東区高麗陥 5 ー l

東 京 名 古

A

令

官

興 銀 ピル T  E  L  (202)  1301  

屋 稲 岡

す ま い を カ ラ ー 設 計 す る 美 し い 床 材

- 程 よい弾力性

・ 美 し い 色 彩

・工事が 簡 単

・価 格 が 手 頃

ヒ= ヲート哩明

各 種 製 品 リノリユーム・リ ノ タイル・ N タ イ ル ・ ス ポ ン ジ シ ー ト

美し い ｉ ぷ材を つく っ て ｾｮｱ
東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

大 阪 ・大阪市南区}I 附1J¥: III D .uり 4 丁目 ( 三和ピル ) T E L  271 - 5051  ( 代)

東 京 ・東京庁1; 中 央 区 銀 座 4 丁 目 ( 三和ビル) T E L 561ー 1701. 2564 



近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る

2 ・トピ7EII

"、 .

上枠 ・上扉 下枠 ・下扉

( ピポッ ト・ヒンヂ持出し吊り豆! )

( カタログ御入用の節11御申込下さ い)

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

大 阪 府 布 路 市 陥 沼 町 l の 4 6  電話布胞 (721) 7 7 . 1 3 - 4  

東京GI 千代田区神田三前町 2 のお 電話東京 ( 332) 5310 (301)刷 ω

あ な た の 会 社 の 合 理 化 は

平 ｉｉｉｾｍｐ ボずヲ で

製品のコス トダウン 直ちに O K /

あなた の工場でのAEGL単価はいくらですか ?

M P ボ イラでは560f1J/ T 0  N を保証飲 します。

本来 式 社 卒 川 鍛 工 所

本社 ・工場

東京営業所

九州 出張所

滋 賀 工 場

大 阪 市 大 淀 区 大 仁 西 2 の 1

東 京 都 中 央 区 八 重 f;fH 6 の 7

小 倉 市 宮 野 5 4 5

滋 賀 県 野 洲 郡 野 洲 町 て 上

T E L  (458)  ＳＶＳ Ｑ ｾＵ＠

T  E  L  (272)  2  7  2  1  (代)

T E L ( 52)  4 8 6 2  
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. あ な た の 忠 実 な … J

ド ア ー ボ ー イ /

米紫綬寝3 i t に輝〈米

= 園 理 由 宇

1ii 7 ・苧Z噌"

g 本 宮 具 製 作 所

創造元タマノ〈ヲz. 様式曾ffd:
型 状 優 笑

故 障 絡 調 時

アルミl 刊しタイル ト ｬ ・ ｾｉｉｉｉｉｉｉ 木毛セ〆〉ト板

ヤハスラ スにコ l川 力ラーぺス トス

ポード庄司え日 ＭＯｾ

ビニー ル加工板

メラ ミシ加工板

ピ二床タ イル

プリント合板

30メー力一代理自

大 阪 ・ 四 ツ 橋

雲表 di 1衣3主税総

TF L  (541) 1861-5 ・2131 ・2233 ・7060 ・7161



強 い ・ 美 し い

使 い や す い !

。竺竺型形鋼管

住 友 金 属

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

本 社 / 大 阪 市 東 区 北 浜 5 の 15 ( 新 住 友 ピ ル )

支 社 / 東 京 / 営 築 所 / 福 岡 広 島 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌

燃えない都市づくりのため

角形鋼管が 注目をあびてきまし

たL 欧米諸国では 角形鋼管の

シャープなもち味が早くから買わ

れ 学校やビルを初め住宅などに

もどしどし使われています 。

・すぐれた断菌性能 ・パイプの

強さに角形の使いやすさをプラス

. 両端を閉鎖すれば 内面からの

寝食度はゼ口 。耐久力は抜群 0

・仕上材とよく調和し加工・組立

も簡単 o

H 強く 美しく 使いやすく "

現代感覚を生かすのに最適です 。
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. WHを自由に変えられるハーフメイ ドサッシ

・無理のない合理的な設計

・設計から取付まで一貫したサービス

・安 直 廉価

、‘

2てビシドルの

1¥-71句干守、、，シ

スチール 、ステンレス サッシド ア各 式
- オーダーメ イ ド : アルミ 、

日本スピンドル製造株式会社 金属成型事業部

iUノミ!日記 (202)  7991 ( 代)

屯茨木 (07262)4741C代)

U 茨木 (07262)5065・5066

1U大阪 (401) 5551 ( 代)

屯東京 (201) 0875 ・3@05

大 阪 I/ i ［［ｪｾ灰 ｻｉｬｩｩ 後日 ＧｔＨ 料 法［会館 内Ｉ

大 阪 I{ I' i;;( 本 di 大 川 :rfr Dl 6  0  

大 阪 J t :f 伏 木 di 太 1J 1 上 野

兵 ｗｾ［Ｑ 尼崎 ､ｩｩ Ｇￏｊｉ 江Ｈ同鉄 尼崎駅北 Ｉ

京 京 布if ) 千代川区 ( ) L ビ、ノレ403号)

大 阪 営 業 所

茨木第一工場

茨木第二工場

本 社

東 京 事 務 所
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驚異的健三価格

性能も乗心地もトップレベル

中高層建築に最も理想的な

規格型乗客用昇降機

E ミ: 7" 1ペー雫

定 只 6 人 汀] .  8 人 間

運 転 条 件 交 流 可 変 速 度 4 5 m / mi n

J草作方 式 セ レ ク チ ブ 、 コ レ ク チ ブ

( 運 転 手 な し 乗 合 全 自 動 式 )

位 置 表 示 7 ラ' / : / ュライト式

m 来 場 、 カ コ 共 1 校 片 引 自 動 厩

( 勺 フティ- . l ' . . . .. ，ヂ付)

来 場 寸 法 760叫 x 2050市

規 格 化 ヒ 量 産

然も総てに画期的な

特 許

ｾマ ＹＷ ＱＭ
J - 3 0  

SZZご7 -

* :11: ' 暫 高 層 向

。1¥. tI1f n 1 0 0 V / 2 0 0 V X I I P  

同 組問自 2  5  k厚 相 分 I!!!.J !r 2 0 m 

のコ S鴎" イi 9h 5  0  0  x  5  0  0  x  6  0  0  ... 匂

押 釦 式 全 自 動 週 配 各 階よ 下 引 骨 肩 付

出 入 口 三 方 向 自 由

全 慣 帽 の・置 付 の た め 通 路 エ ・ 簡 易

M - 5 0  

* 宜 ・開 聞 両

ー 判I ｾ Ｎ ｴｴ＠ 200  v  ｾ＠ 11 P  

m 岨 荷量 50k "  制 骨，" " を 30 ，"  

Ｂコ ｓ 闘 Ｂ ィ ￯ ｾ ｽｊ 600 x 600 x 750 "'lら

押 釦 式 全 自 動 司l t i 各 階上 下 引 骨

肩 付 出 入 口 三 方 南 自 由

M- l 0 0  

料 理 屈 ・ホ テ ル ー軍 暗 暗 食 ・廟 唐

. ヱ 喝 向

三! U 定 il. r. 2 0 0 V l 11 P  

川 柑 m. IOOkg  111 升 ，i!. 1.Q.: 30 m

1'， ;: f j 羽写ゼ イ了 :VJ750 x 750 x 900 "'lら

押 相 式 会 自 動 置 t i . 各 階上 下 引 骨

層 付 出 入 口 三 方 向 a 由

M - 2 0 0  

ニL 打1主

情 岨 杭 2 0  0  kg  1u 汁d ! '立 3 0 m

〆， " 抽 出 9 0 Q x 9 0 0 "' I 0 5 0 古

押 釦式 会 自 動 軍 配 ・各 階周 付

M - 3 0 0  
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む ず 日本 エ レベータ 腕

タマ 13' : ( 工業株式窒誕

大 阪 市 西 区 京 IIJy 痢 二 丁 目 三 十 番 地

電 話 441- 4748 ・0209 ・7788 381- 0822 ・2686 ・4527

東 京 支 庖

名古屋支庖

京総営業所

東 京 都 北 区 岸 町 1 - 9  T E  L 東京 (911) 4253 ・( 919) 3062 

名 古 屋 市 中 区 東 陽 町 7 - 2 T E L 名古屋 (24)  0  3  7  2  

京都市中京区二条通凶洞院内入 T E L  京 都 (23)  9  5  3  2  



アスヲアルト防水ほ年限保鐙す3

日本アスフアルト防水エ業会の仕様による

経験ど技術のエ業会員ヘ
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②345犯8.4“42お6  

|③@ 7作79ω0 ②凶

( 541) 1974- 5  

( 871) 5311( 841) 5729 

( 551) 2676・4382

( 361) 5947・( 371) 1337

( 251) 0161- 3・1301- 2

( 541) 6945・7834

( 921) 0448・0647

( 891) 1144- 6・7155- 7

( 841) 8501・( 871) 2851

( 941) 0271 ・2582

( 251) 8867・7517

⑬7846・8476ー7

| @ 0496 2附 U
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0 3567 
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| 札 幌 枇三線 4 - 1

1 イ111台TI1二 日III T 1 ー 2

東京都中央区銀路東 2 - 13

東京都台東区汐平凶島 IIIT77

Jti 京初中央区候 IIIJ 3 ー 7

東京初新宿区柏木 5 - l J 72

東京都千代庇i区仲間小}I IIIIJ 1 - 8  

東京都中央区銀時東 3 - 11

東京都文京区新諏訪町 6

東京都荒川区附下位 G- 42

束京都台東区新坂本町61

東京都文京区林 IIIJ 94

東京都千代田区神田問問 III J 3  

横 浜市I l l i 区 ，:':j ，C，' jI Il T 1 ー l

話
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名古屋市中区南久屋 II IT 3 ー 12

名古屋市凶区柄拘i 切IIIJ 5  - 12  

大阪市西区新IIIT北通 1 - 17

大阪市福島区 |二福島問 1 ー 152

大阪i iJ it4区Jt，(II IJ .iill 2 - 13  

大阪i iJ北区../3必II IJ 2 ー 19
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マ ル エ ス 工 業 K K

K  K 新 光 商 庖

高 山 工 業 K K 大阪営業所

清 水 興 業 K K  
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N O . K 2 0 0 型

本 邦 最 初

(8 4 5 モリブデン

ステンレス製)

最高性能・経済的・安全な

(暖 房 ・給 湯)

営 業 品 目

オ イ ル バ ー ナ ー

瓦斯熱風暖房機

軽 油 ポ イ ラ ( 銅 水 管 製 )

重油全自動ポイラ

( 水管Z;73え製)

都 市

プロパン瓦斯ボイラ

( 銅水管製)

( 型録贈呈)

斗
ム

リ

会

治
山

式

正
酢

株

松
引

業

笠
叩

「
L

区

一

一

長

野

公

開

ご

4

品

取

大

会
、
一

場
本

、，

最大の規模最高の品質グ

三 菱

五 膏 ボ ー ド

五膏ヲヌボード

五膏畷音ボード

ヨ ｅ 玉 Ｇｙ ＧＮｬｾボード

三ｾ -:x..I-I-- ｾ＠
11ヨ- E」Lat - E4

Ｗ 王 ｾｏｪ ホＭｆＭ

555 サンエス石膏株式会社

制 先 ⑧ 日 東 石 膏 株 式 会 社

終 日本耐火ボード株式会社
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鯵 日本電池株式書紅

照 明 事 業 部

本 社 京 都 市 南 区 吉 祥 院 凶 ノ 庄 猪 之 馬 場 IlI J 三 ノ
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日 源 化 学 工 業 株 式 会 結

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲1- 3

T  E  L  (271)  7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久田J 6ー 101

T  E  L  (807 ) 代表 0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大 阪 市 東 淀 川 区郷土通 り3- 39

T  E  L  (391)  0924- 5・2045・2079
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新 形 洗 面 器 の ト リ オ

ア ポ ロ

タ ナ 付 洗 面 器

.陶 器、 金 具 セ ッ ト
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並 級 ￥ 12. 700  

11し ω

L  1223 

意 匠 登 録

第214819号

ヴ 4 す ス

L  1305 

意 匠 登 録

第214821号

ジ ュ ピ タ ー

タナ、ソデイ寸洗面器

陶 器 、 金 具 セ ッ ト

l 級 ￥ 15. 400，

並級 ￥ 13. 900 

商 I i 丸 洗 面 器

陶告号 、金 具 七 y ト

l 級 ￥ 15. 000

並 級 ￥ 13. 560  
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! 乗浮陶器株式盆 11

本 社 / 小 倉 工 編 f 小 倉 、 茅 ケ 崎 、 滋 賀

大阪営業所 / 大阪市東区高関橋 T el (231) 4518- 9  
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強さを!

フラス・

床が一段と強〈 美しくな

りました 技術の川口ゴム

が完成した く口ンタイルH) !

O傷 がつきにくい …・

0 すぐれた耐摩耗性…・ ・

0 規準12色のソフトな色彩

O施工が簡単です・. . .

川口ゴムの〈ロンタイル H )

は 安心して使える一番新

しい床材です"

寸法ー30，3x 30.  3樋 x 2纏 : 色ー12色

川 口 コ ム

工業株式会社

本社 東 軍 縮 葛 飾 区 本 国 四 ツ 木 町 M

電 話 。東 京 (697) 代 理問6 1  4  1  

東京営襲所 . 東 京 S 千 代 図 区 神 図松永町 1.

電 略 。東 京 (291) 代喪4941 ( 川 口ピル〉

大阪官襲所 大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 31

I 隠 e 大 阪 (2711 4258 + 42 5 1  
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開 催 通 実日

本年度通常総会を下記のlffi り開催致します。ご多忙のと乙ろ，ま乙と

に恐縮ながら 何 ｾど出席下さいますようお願い申し 上 げます。

以上会告申し上げます。

11討和3811，2 月 1 日

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

会 長 尾 崎 久 助

、，

記

と き 1I(l和38il ・ 2月28日( 木 j 午後 4 1侍

と こ ろ 近畿建築会館 4 階集会室( 東区北浜 3 )

選 挙 1 監']J 1  ｾ，選挙

1. 監事竹内成夫君逝去に伴う監事 1 名補選

1. 本部所属評議員54名選挙

1. 評議員唐住備君降任による本部所属評議員 1 ｾ名補選

追 記 1. 選挙は添付の投票用ハガキを乙使用下さい。

2  監事の選挙は准会員を除く会員全員の投票によって

行ないます。

3.  本部所属評議員の選挙は本部及び支部に所属しない

地方の会員( 地j j 会員) の投票 [ζ よって行ないま

す。ただし准会日は役京できません。

4. 当日出席できない方は，投票用紙をなるべく 23 日ま

でに到着するようご送付下さい。

5.  取扱なと、倣薦委員にど一任の| 旬はお手数乍ら同日ま

でに投薬用紙をそのままど送付下さし、。( 印をつけ

ない乙と)

6.  各支部所属の会員は監 'Jj の投EEのみご送付願い，本

部所属評議員の投采の必要はありません。支部選出

評議員の選挙についてはその所属支部の定めると乙

ろによって選出して下さい。

尼 崎 市 庁 舎 見 学 会 尼 崎 市 庁 舎 見 学 会

大阪府往築士会共催

1. 日 時 3  )'J 2 日( 土) 集 合 午 後 11時→解散 5 時

1  .  集 合 所 大阪駅凶口パス駐車場( 京阪観光パス目標 ・集合)

1  .  申 込 2 月23口までに電話による。但し定員 120 名( 両会々

員) で先ぷ締切る。

設計村野森正. l ! ; 築が務所

施 工 株式会社正義国組大阪支庖

* 建物概要 ・プランは本誌 11頁- 1 5頁を参照の乙と。



会 告 2

昭和38年度 留 任 ， 退 任， 監 事 ， 評 議 員 氏 名

( t 掛か略 ・部門別五十音11民)

留 任 i以 任

監 事

(欠 員)
ＱＱ Ｑ 邑励二Ｈ駒込ｾ設Ｉ

評 議 員

| 相 川 三 郎 叩
橋 木 布 行 ( 日 建 設m 井 上 混( 大阪建築) 杉 本 治( 日本生命)

泉 資 一 郎 ( 大 阪 府) 前回 大二( 大阪市) 五百政芳明( 附企業向) 田 沢 昭 一 (今宮て高)

恩回 一刻( 市消防局) 経 尾 文 台 ( 郵 政) 石 川 宏( 石川百lfh所) 長 沢 徹 夫 ( 竹中工正首脳)

技

金沢弘只( 不動U ! 投) 光 崎 育 利 ( 大 工 大 ) 片山光生( 近I a 地氾! ) 弥 屋 毅 一 ( 京 阪 事11急行)

木 村 秀 夫 ( 絞 村 紹 ) 武 藤 ; 泌子守備高知) 川 村 統 之 UII 村' J l fhjfr) 彦 谷 邦 一 ( 彦 谷Ijr弱所)

術、J

鈴木作也( 取畑' l J llil 所) 村 上 秀夫( 八儒製鉄) 北 京 智 造 (ilim世間 平 谷 俊).f ( 府犯築部)

滝 本 安 規 ( 国 鉄) 山 木 純不( 安芸ド] l fh所) 紛 谷 本fi 規( 1; ( 大) Ｎ＿，ｾ尾 辰雄( 部品工高)

寺沢一夫( 大林組)
玄占 巴ー( 近餓ffi 適応) 元 木 点次( 央羽紡鎖)

| 楢崎正也( 阪大)
斎J成 博Ｈ公開担Ａｾ高郁Ｉ 力武利夫Ｈ前水ｾ［役Ｉ

神谷新一( 竹中- r : llil 広) 子守本 一犬( f ! 日組) i i. 十嵐芳雄( 大林組) 庄 野 ｬ 協Ｈ不動ｾ，股Ｉ

f綜、
三千J合 法次( 奥村組) tJ 柳 不 折 ( 阿 木 組 ) 姥 原 逸雄( 丙総迎投) 向井周二( r ，'j 水磁波)

坂 本 広 吉 ( 淡 泊 組) 西 岡 太 郎 ( 丙m工業) 大野勝三郎( 即r. m投) 中村徳太郎( 安雄知)

芝地 光( 戸問組) 和 問 ; i ' ! ー( 東和初) 岡 三郎( 附組) 西 田 義郎( 丙図工耳切占)

メ、EJ泊3、

七尾鎚三{ 銭高組〉
小 林 約 周 ( 鴻 池 組 ) 堀 場 松 雄 倒 産 興 業 )

矢 野 12作( 様木工E砧 )
以 jl: 進一Ｈ大成ｾ設Ｉ 政 岡 必 次 ( 怨 村 組 )

(  lZ納伝三( 三官電気) 必イサY太 n日( 総111低級) 今 村 J Rh巾火低気) s)J 野 信 三 ( 三 和 也 知

F t u T~ 

気、、J

鳴 尾 i'lJ"jt ji:長( 大阪電気) 山上孟児( 足尽氾気)
柏岡「三介( 限急ffi';(O 山川 義夫( 山川工業所)

(欠 員〕
工 藤 万 男 ( 1 : 1持沼匂}

ウr'Iψニ-3t  、

浅 見 政一( 閉和協調} 平 川 久 一 ( 平J II 鉄て)
大 nj 正男 Ｈｉｾｊｪ ［ｬ製作所Ｉ 吉 永 義雄( 第一企業)

伊 勢 治志( アイエス工業) 藤井他民( 新兄工業)
t高橋 三義( 東洋キャリア)

工
、、J

tj ユ回 正郎{ 日本然学}
'IJ 山 敏正( 栄興商会)

赤羽 守7; ξ( 口本金只) ;{F1Il 政 三 (' .1

'

外商工)
お川栄一 Ｈｩ ｾｔｦ 石 ｭ 高間 良〔関西タイノレ)

主主

大 内 力 夫 (A B C内会) 山町lf i主犬( マルヱ旦工業)
日)1: 良育Ｈ欠 ｴｾ 大理石Ｉ 中 山 ｬｾｪ ＤＲ＠ ( 巾山町会)

小 林 広仲( 小林商応) 償 問 辰三( 削減製作所) 木下光雄( 木下向庖) 中 川 泰治( l ぷI下プラステツヲ ) ｾ＠

材

立 野 一郎( ユニオン) j いnu 111'i ( t ! 閥会) 平岡伊三郎( 平田タイル)

西 村 忠義( 新光ヲロス)
沢 m京二郎( 大円木町子)

浅 野 ｾｩ￭ 宅Ｈ兵，ＱｬｕＡ［役Ｉ 最長岡 武 j ミ( 神戸市) Ij1-U 俊夫( 竹中工lli 脂)

兵庫

石 井 一信( 石井鎚材)
...:.m 一 男 ( 三m' Jl fh所)

川 |

間; t L ｩｾＺＮ 則Ｈ的和砲 ｩ 股Ｉ l山 本 和 夫 側 大 学 }

相l歌山|
!il IJ ' i . 孝J ミ( 剥tL'i

f

Jl f.6jfr) | 帥 } 助 六 側 酬)

'1
1

同 | 松 田 実( 広向市) if'oU (ぬ4良県)
佐 藤 亙夫( 広仏大学) | 武 田 雅 男 何 低 力 )

腕 i黒 川 己評( 関川弔 問 ) | 染 木 正 犬 伽 山 )
石 原 Mfi Ｈｾ知県士会Ｉ 城 戸 武 男 ( 域 戸 ij1f.6所)



会 告 3

打ド;啓 愈々 ご清H.fJ主賀lこ存 じます。さ て1111平n381 ，手度役員選挙に際し，

我 々退任者・同は下記各位を推せん致したいと存じます。( 各支部巡 lU

の3平議員を除く)

就きましては何L i ' ・ ご賛同の上 ど投架下さいますようお駁し、 11
1し上げま

す。

退任監事 I J ' y.滋口 -同

監 事 候 補 者 1 名 ( 敬称目的

稲 111:  (1疫 ぺ ( 大林純I'! 務取締役)

補 選 監 事 候 補 者 1 名 ( 敬称目的

ト高 知 秀 夫 (大阪市建築日付絡部良)

本部所 属評 議員候補者 ＵＴ 名 ＨＱ 故 事 Ｚｊｩ ｾ Ｇ 部門別五十背 ｬ 脈 Ｉ

政問 基次( 松村組監行役)

Ｈ 技 術 ｾｉ 門 Ｉ
ヂ! 上 沼 Ｑｾ ( 井上級代表取締役)

青 木 私ｾ - ＨｾＡｊＧ，Ｈ レイヨン符給 部Ｉ
長 谷川 武 彦 (良mwc務自社長)

石il li 英f ; [1 ( 大阪il Hl ! 築防学校建設係部長)

藤 本 久次( 藤本組社長〕

大 久 保 巴 ー ( El本H;宅公開大阪建支所築部)

iJi 川 g[ J 七( i ; r 士℃務応大阪支脂良)

大 応 {市ur ( 池上! l l 築設計事務所)

奥山清治郎ｻ都 Ｑ ［ｾ 工業高等学校教諭Ｉ
Ｈｾｾ ｾ ｻＮ部門 Ｉ

金子勇次郎( 大阪府企業局企画課係長)

校iiij 正141; (淡町d低気社長〉

木 村 喬夫( 大阪! l l 築τ1I 務所設計課良)

今 村 ｊｬ ｲＮｾ＠ ＨＱ｝ Ｑ 央低気工業 ｾｉＺ ｕＩ

倉石 秀 夫 ( 竹中工f 6 館設計部1M造課長)

柏岡ィ 介( 阪急低気工事専務取締役)

IJ吐息 将定、 ( 大阪市大家政学部助手)

栗原 信英( 四日目工業社長)

坂内 幾 男 ( 坂内建築設計事務所)

西 村 庄 市 ( 工必低気社長)

清 水 民総( 消水!ll 設大阪支庖設計部)

山 川 義 夫 (1111111: 業所主t 良)

円 井 和成( 近畿m迦周辺築部新針: Wl

.'j 岡 1'..( ( 大阪府! l l 築部m政訴! 係長) (竹工}m門 〕

Jj 川| 敏141; (大阪防衛施設局施設部)
浅 野 市 太 郎 ( 筋一工業大阪支1.'} 良)

凶村喜代末( 践* 市住: ' t 協会)
上 凶 圭ifi ( 処附i 社長)

原 因 ヲム{ 近畿日本鉄道建築部)
斎 藤 光 夫 ( =: 晃閥会社長〉

日比与太郎( 近畿地方建設応工大事阪々信勝繕目rrl
l t 山 富oci F. ( 栄f I ! 商会社長〕

広瀬 男( 今宮工業高等学校定住明制諭)
イ、l' 禿 ｫ￭ｲ ｾ Ｈ肉阪神 ｾｴ ド工業所大阪ｽ， ｬ ｈｬＺ ｊ ミＩ

jji j川 陽一( 村監f ・森政策事構務所造測長)
南 長官( 指久- C " l 1 大阪支院長)

山 間 苛; - ( 大阪市立大学講帥)

若林 克［［ｫＱ ｲｾ (由mm設大阪支応建築部 (正II 材 滞 門 )

j  次長)

井 上 定I 1r，Ｈｪｬ 上 ￭ｴｾｬＺ 長Ｉ

( 綜合部門〕 内海 栄造 Ｈｮｊｾ 蛭石代表取締役Ｉ

:Li. -1・)!Ii l芳縦( 大林総副社長) げ;;k ヨミ( t. ' ! 水興業社長)

ノに野 ｊｉ 券コ郎 Ｈ邸ｽ ［ｾ 磁波 大阪支ｲＮｴｩ技 師 長ｽ (1弁 ｻ ｾ ｾ＠ (11筋工業大阪支応良)

|間 幹夫( 安i蹄姐1役大阪支路次長) 高 EA ; r . 1 l 夫( 宅井金属鉱業大阪t.li支昨I防減反)

小 林 消j司( 鴻池組IIJ I. 締役) 福田 !出 iti ( Mr日前t社長)

(1 井 ｊｾｾ 二 Ｈｲ，Ｇｦ水波紋 大阪支庖長Ｉ 2交問 誠 ・( 安田レ ール社良)

j 二府 二 郎( 大成建放火阪支広次長) 山 口 武』針。( 淡陶常務取締役)

西 松 一 男 { 丙総m; 投開丙交信次長) 渡辺 忌': ｕ ｬ ｴｮ Ｂ，ヤツタ Ｍｾｉ 良)

補 選 本 部 所 属 評議 員 候 補 者 ( 1 ，制細川

阿 日官 房 光 ( 太陽恒: N: - C業常務取締役)



第 2 回日本建築協会欧州建築事情視察団募集

本協会では ，Ili:l和35年 10月第 1回の欧米建築事情視察旅行を計画し，

45日間にわたっ て親し く建築事情の視察を行い，多大の成果を収めまし

た。昨年も同級視察団を計画致しましたが，諸般の事情により中止のや

むなきに至っていましたが，今回新た に欧州視察旅行問を編成し，.:L と

fして欧州各国を視察する計闘を決定致しまじた。

近11寺FI本において，住宅問題な らびに建築制限緩和に伴い，超高層主t

ｾの研究 ， プラン が各方面で検討されて いま すが，古代の建築物 および

新しい現代の建築械式による諸建築物を芸術 として，ま た科学 として，

過去，現在，未来の過程の中 lこ見出すこ とは， ｾ主 ＮＳ 誌に 従 事する手 ＿ には ，

大 きな苔びであると同11寺lζ 将来の日本m築界のためにも寄与すると乙ろ

が大であると信ずる次第であります。

間々 i昭和38年 6 月， ロンドン で建築， 土木の建設器械の展示会が開催

されますので，見学してい ただく よう行程の中におり乙んであります。

旅程は初めギゼーのピラミッドに古代エジプト文化の栄光と偉大さを

見出し，ギリ シヤのア クロポ リス に欧州第一・歩を印し i片代建築の妥当E

な美の饗宴 [ζ 百年うと同時に，傑作といわれる ljI 代，ill 築物( 共同住宅，宵

貨応， ビソレ等) を見学するよう予定しております。

趣旨御賛同の上，恋 って御参加下さいますよう御案内申し上げます。

l別手n38if. 2 )J 

n 木 正11 2築 協 会

募 集 要 項

1  . 募 集 人 員 15名

1  .  申込み締切 日 i昭和38年 3 月末n

1. 旅 程 表 別項参照 ( 6 月 6 i lli¥発 7 刀8 n，};; :. ;m 

1. 総 経 費 y 引 2. 000，ー

1.  経費 に含 まれる もの は下記の とおり

1  ) 航 空 巡 賃 金行程ツーリストクラス巡賃

2 ) 鉄 道 運 賃 イタリア ，スイス園内の 1等運賃

3 ) 送 迎 パ ス 巡 fi 各地における空港または鉄道駅とホテル間

のパス迩賃

4  ) 観光パス 料金等 旅行日程! こ介ま れている各地に おける観光

パス料金，ガ、イド料金，入場料等

5  ) ホ テ ル 料 金 高級ホ テル 2 人室 ( 原則として浴室付き〕

に 2 人ずつの柄泊料，符11自l乙対す る税金，

サービス料

6 ) 食 事 料 金 毎日 3 食の食事料金，航空機上の食事 も介

みます

7 )  :=手「

荷物の全行程の巡搬料イ令訟， =qJ:It1制限は20キ

ロ

但し，超過手荷物料金，洗濯代，屯話料， 酒，果物類

および伺人的性質の賞用，サービス料等は合まれてお

りません。

1  . 通 訳 兼 案 内 通 ｾｩ Ｇｒ ｾ ｲｴ 案内者 は ｆ 付添います。

会 告 4
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A  

ココE 告 5

日 本 建 築 協 会 欧 州 視 察 団 日 程 ( 案)

( 昭和38年6月6日~悶和38年7月8日 33日l羽)

日次T 月 名 | 現地時刻| 交 通 馴 1 摘 褒 | 宿 泊 地 .

1  1  6月6日 附 | 束 京 先 112 ∞I J AL 453 1  | 機 中

2  ¥ 6月 7日 ( 叫 ヵ
イ ロ

.n ¥ 03:35¥ 
11 

|午ピ前ラ"1' 休 息 午 後 山 ン ハ ル 寺 院 IフｾＧＯド等見学 市内レストランにて夕食 カイロ

31 6月8日 ω| ヵ イ ロ |  午前中，同物館見学 午後，自由行動

4  ¥ 6月9日 ( 叶 1
イ ロ

罪|ii :21M5 773 1111脳 到 行 後 自 行 動
テ ヰ

5  ¥ 6月10日 ( 月) ¥ 7  7  ヰ
|  午午後前E自t， アクロポリス等見学

由行動 夜のアテヰ観光

6  ¥ 6月1山川:
テ ヰ

2  |  iij i; |  … 5  ¥ 自由行動

"  

3  

7  ¥ 6月12日 ( 水) ¥ロ マ
| 一 向 遺 産 コ ロ ツ セ オ 等 古 代 建 築 物 サ ラ リ |

7街の現代共同住宅等見学 中準料理庖11: て夕食 ローマ

8  ¥ 6  f.Il 3  n  ( 利| ロ
てF

| 仙 パ ル 見 学 ( 得 物 館 を 含 む )

午後自由行動

9  ¥ 6月148 Ｈ ｾＩ＠ ¥ ｾ＠ て，

ス 1  午特別後パスでナポリへ

ポ ，王宮等見学

10 ¥ 6白 山 ) ¥ ;  

ポ

J発7 |1 1281:5303|1 列No.8車: 1 ポンペィ ，アマルフイ見学
てF

11 ¥ 6月168(8) ¥ ｾィ ｊ ン ＷＲ 禁112;;;| 官o Z |  

12 I  6月 間 ( 叶 フ イ レ ン ツ エ
|  終クE日l ! 築物山壱見学マリヤ デル フイオレ等ゴシツ I  7ィ … ェ

J  

13  ¥ 6月1… ) I  フ イ レ ン ツ エ 発校 1  ω  i3 1  列N 46718I || サンマ ルコ寺院等見る学観

、

ベ ニ ス 13・13 I  No. 夜のゴンドラによ 光 '  t  

一

ス

空|i;:i i |唱。 121

、

アノ ノ

15 I  6月20日 叶 E
フ ノ

¥1終T日 川 オ モ 近 代 ピ レ リ 以 リ ナ セ ン テ 百 I 一
脂等見学 ミフ

16 I  6月21日( 金 ) I チZ ユラリ ノ 雪|10:5015R315 |
11 :  55 

|  テユーリ Y ヒ

17 1  6月22日 ( 土) 1  テグリユンデリルワ7ノヒレド 発8 |1 ＰＱ ＵＹ ・ Ｚ Ｕ 幻ｾ 1  列
|  グリンデノレ ワル

18 I  6月23日( 日) I  グリンデノシ ワル ド 発n || ω Ｚ ｾ＠ I  11J 
ミタユヰ プ 19:  43 

耶 |  ユング7ラウヨツホ観光

19  1  6月24日( 月) I  ' " ユヰ ー ブ 1  1  |  午前1'1' 同連本部等見学 午後自由行動 1  ' " ユトプ

20 ¥ 6月 別 刈 ノマ リ

J必f || 09.ω 1  AF 667 1  午夕食後ノレーヴノレ情物館，土木得物館等見学

10:  35 日本料魁

21  ¥ 6月2… ) ¥バ
リ

| 政ル ー ト ルタム寺院等著名強築物見学

のパリ観光

22 1  6.F.127U ( 木) 1  ;;: ン J ン 脅|i;: 部1A  F  810 1  

23 ¥ 6月2… ) ¥ ロ ン ド ン

¥ ｾ…… ｬｃ …山川 ｭ･ｮｴ Ｎ｜ ド l  

Exhibi tion and Conf erence 見学 ロ ン ン

‘  

24 ¥ 6月29口 叶 ロ ン ド ン
| 終 ー ス … 式 建 築 物 サ ウ ス，凡 | ドン

問覧会場等見学 0 :"-

お ¥6月30日 ( 叶 Zュ3セJ5ドZフ 詳 ! ? ? : 器 ¥ B  E  618 I 叩 チ 工 業 会 館 ル の カ ラ ー 見 学 | デ ユ Y セルドルフ

ぉ 1 7月 H ! ( 月) | ?r f f 誇|ii :iil PA 悶 1 1ベ 川 ン

27 I  7月2日( 火) I  ベ ル リ ン I  I  I  代午前犯中築物心見学サ ・ハンサフイアテ ルの高岡住宅等近 I  ベルリン

28 I  7月3日( 水) ¥ げ プυ 界l g il l … 3 ¥ 伽 ー ト ?' S 周辺築 市庁側 学 | ー レ グ

29 1  7月4日 ( 木 ) は んIふf 詳 |ij :231 L Hm| | ス ト ッ ク ホ 川

30 I  7月5日( 金) I  ストツデホ ルム I  I  I  午午前後中自1グ11行ル動ンタ峨同住宅，市公会堂等見学 I  ストックホルム

31  I  7月6円( 土) ¥ ; 以士55 誇l m l s k m12弘 明 日 号 室 テ イ ポ リ 遊 叩 見 学 | コ … ー ゲ ン

3217 fJ 7口( 日) 1 コペンハーゲン 発 I 19: 55 1  J  A  L 仰 1 1機 "，

33 I  7月8円( 月) 1* 竺_ ! I l j 21: 10  1  I  





ｾ ｾｾ誌と社会 」 の今後の編集 上 の多々にしますの

で，下ぷアンケートに ど; 己入の上 ごj ! i ，送下じい。

ＱＱ 本ｾ築協会縦覧妥員会

• • .  .  .  .  • .  • •• ｾ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ＠ ・ . .  ・・・ー・・ ・・・. • 

「建築と社会」についてのアンケート

1  fJ:近 2 ｾｮ 自における 「 建築と社会 」 の特集のうち ， よかっ

たと思われたもの数点l乙O印をつけて下さし、。

昭 和 36 年 昭 和 37 年 昭 和 38 年

l }] 1)' アイデア 都市計画 m築教育

2J F i  日留地位築 m物官型 消 防 火

3 月。 長谷線鋭吉 名 古 屋 ( 予定) 緑と ul 築

4Hり 土 制 巡い) レヲリエーシヨン

5月り
インテリア 水と役目。 ( 11) 社会教育施設

6月号 自動. QI と迎築 m築工' I a

7 月号 111 8回何年ul 築家 ＱＱＱＹ 回 ｾｉ 年硲築家

8月り m築と !U1r. 阪神高速道路

9月号 リ世リエーシヨン エ婦正II 築

10刀ワ 磁波往来摘出i 公 主2

1l ) J り 材 n  宅地開発

12}] り 日本近代必須辺蹴且: 社会M祉lt!.，t):

2 iL土近 2 {I:間の本文;のなかで，興味があった，よかった，参

考になった論文 ・記事( 執笠者共) ・作品をニ，三点あげ

て下さい。

3 っさの γ リーズ もののう h ， どれを興味 をもって読みます

か( 己印の こと)

ｩ￭Ｎｴｾ誌の眼

w刊のA

近代建築調査ヨ ｾｮ 会報告

職人シリーズ 会口の瓦

昭和38年度

監事及び本部所属評議員投票用紙

社団法人 LI 本建築協会

役烈J!J I限 通常総会関全日与刻迄 l乙到. j j' のものを有効と致します

が，なるべ く23口迄lζ 到おするようど送付下さい。

注 立 1. 支部所属の会員は監事のみ投票して下さい。

2.  会費口数 2 口以上の団体会員 l乙は加入口数に応

じ本票差引の上，投票用紙を別送致します。

監 事 1名| 君|

補 選 監 事 1 名 l 君|

本部所属評議員

54名選挙 11 : っき半数のluil 事者'x1名11: 0 印をつけて下きい。

l'i 木 健 一 君

石 町 英 郎 君
五 十 嵐 芳 縫 君

大 久 保 口一望書
大 野 勝 ー 郎 君

大正. ¥ 1'11  ｪｪ ｾ 君 同 事 夫 君

一一言 ｭ 下 ＱＱＱＯ 否 ￭ ｾｴ 反治郎郎君 君

小 林 前 周 君

白 井 周 一 君

木 村 裕 夫 君 土 居 一 郎 君

一一- f . l ーで話 禿 夫 君 丙 松 男 君

一 一 つ i ' 崎 将 志 君 政 附 是 正 次 君

坂 内 銭 男 君 井 上 領 政 君

清 水 民 雄 君 長 谷 川 武 彦 君

内 石 和 成 君 桜 木 久 次 君

寺 l凋 爽 君 古 川 卯 七 君

寺 川 敏 雄 君 浅 海 正 雄 君

副 村 喜 代 末 君 今 村 跨 若

原 因 弘 君 地 岡 十 ニ 介 君

日 比 与 太 郎 君 挺 原 信 英 君

広 瀬 勇 若 西 村 庄 市 君

前 川 陽 一 君 山 川 鶴 夫 君

- """I I i ーぱ""T"士吉ー 浅 野 軍 太 郎 君

補選本部所属評議員 1 名

阿 部 防 光 君 |

上 P4 圭 治 君

斎 藤 光 夫 君

中 止l 敏 正 君

符- 秀 雄 君

南 ｾ吉若

井 上 定 雄 君

内 海 栄 造 君

前 水 実 ; g

白 井 俊 男 君

高 岡 和 夫 君

稲J l : l l ! a 治君

安 田 誠 一 君

山 口 武 雄 君

渡 辺 志 君



「建築と社会」の今後の編集上の:i; Y-i' 乙しますの

市，下EUアン ケート lζ ど記入の上 ご返道下さし、。

日本建築協会編集委員会

|lininHil lmillimuliiliumilHIlumlimulili - 一 - . 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

郵 便 は が き ! l i s- @! 料引 郵 便 は が き

受 取 人 払

大 阪 東 局

￯￭￼ｻＡｾ ｬ＠ 88 号

( 切手不要)

差 11¥街 効 期 間

人〕取( 受

(

長

取

人

)

大

阪

大阪市東局区内北浜 3 - 37

日本建築協会編集委員会

東

郵

便

川

社

団

法

人

頭 ; 便 料 金

受 取 人 払

大 阪 東 局

ｉｒ 認穿ｾ 89 号

( 切手不要〕

差 出 有 効 期 間

昭和38年 2月

28口まで

口
メ¥

-"、

中街l

J 七

;;1;: 

長

IX  12 

内

A" ' ，' 

ＺＮＮｺｾ＠ It 
〆 E、

足

4 とういう 特集，作品，論文を希望しますか。

またどういう人 lζ 執筆してほしいですか。

特集名

作品名

iIii文3日' J 1名

執筆者 ・そのテ ーマ

ノ

h
叫

叫

『

乱

U

会

11時

F じ

久

似J

殿

「会員の頁」欄用として警かれるときは正月号に挟

込みのハガキをお使い下さるか，手紙か官.2:l ハガキ

でどしどしおおせ下ｾい 。

1:1'令氏 名

住 所

験 場



日

一

分

間

で

完

全

接

着

⑪

 

合 プ レ ス 可 隔 の場 合 U ポ ン ド C Hを あ わ ぜ 圃 使 用 下 さ し 」

遠 乾 性 接 着 剤 の 決 定 版

くボ ン ドG 10新 発 売〉

( j 部吃性ボンド G 10) は . 合 成 ゴ ム

を 主 成 分 と し た 溶 液 型 機 常 剤 で.

主役 布 後 の i:it き が 特 に 早 〈 圃 そ の 上

初 期 枯 精 力 が 強 〈 枯 新 保 持H寺 間 が

長 い の で. 作 業 効 率 が グ ー ン と よ

く、 イ草! . . . . 、易くなりました 。

〈 迷 乾 性 ボ ン ド G 10) は 建 材 及 び 木

工 用 と し て ・ 特 に メ ラ ミ ン化 粧 板 ・

プ ラ ス チ ソ ク ス ・ ス レ ー ト ・金 属

板 等 と 木 村 の 機 増 に そ の 効 染 を 発

干軍 し ま す 。

株式会社小西儀助商底ボンド工場

園留、ｾｾ .  

.II I  " "  I 可
大 阪 市 東 区 道 修 町 2 の 6 T  E  L  (231)  2047 

東 京都中央 区 日 本備 本町 3 の 1 T  E  L  (24 1)  5524  

Iρ 凍枝

シタィJp{];t 
、pζ ジ3

株 式 会 社 木 下 謹 三 商

大 阪 市 西 区 江 戸 雛 南 通 5 ノ 3 5  

旬結 (441) 5  4  0  8 ・ 5 4  8  6  

商 后

砂 町 5

電話 (341) 飽 仰 - 8 ・4836- 7

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 区 南 喝 江 大 通 1 の 1 9  需 給 (541) 6161  - 4  

合 名 会 社 利 倉 幸 商 広

大阪市南区長沼縫筋 2 ノ20 Gn傾堀111停前)

電話 (211) 0  5  7  1  4  

京都営業所 京都市中京区河原町列川下ル 電話 ③ 3 2 9 9

和 泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 日 本 健 筋 2 ノ 3 6  

電話 (632) 0  1  2  1  - 4  

石 井 建 材 有 限 会 社

神 戸 市 兵 m I 区 荒 田 町 1

電 話 ⑤ 2  6  9  7 ・ 2 1  4 0  

タ テ パ ヤ シ 商

京 m 市 下 京 区 大 宮 通 四 是 下 ル

電話 @ 44侃・ ⑪ ω71 - 2

広庖

社

電鈴 ⑪ 7461- 3  

4与

2玄

岡 田 建 材 株 式 会

名 古 島 市 西 区 桜 木 町 3 - 8  

株 式 会 社 名 建 商

名 古 座 市 中 区 宮 出 町 4 1 ノ 2

電話 ⑧ 1329 ・2106 .  2817 

f呆

区 真

久

市 北

株式会社

大 阪

日 東 物 産 株 式 会 社

本 位 ・ 名 古 座 市 中 区 東 瓦町 3 9  電話 @ 6 1 7 6 - 9

厳皐出強所 ・a宣 車 市 竹 屋 町 2 7  電話 ① 2201 ・2360

青 盛 建 材 株 式 会 社

本 社 ・ 広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8  電 話 ② 2 2 8 1 - 6

岡 山・ ｉｾｉ 山市東田町 Ｓ 電 結 ② 7911 ・8169

福 岡・ 福 岡 市 万 行 寺 前 町 1 4  電話 ② 5 5 6 6 - 8

:>> 1225 - 6  

関西三星タイル会員



- 美しい色とムードのあふれる アクリドアー 1.1. 7 レーム ・

ヒンヂ・ハンドルも組み合せた七 y 卜J山となり一層お{ 士

L 、幼くなりました

Ｎ Ｑ ，ＩＱ Ｑ 予算に応じて普及ム ｬ ， と 際ｾ ｾ品が…

. お自1; 屋の雰 囲気に" 7 ＧＱ チした美しい色も ｾｾｾｊ 叙備えて あ

ります

. 析しい建築には析しいセンスの ドアーをおi i ! ぴ下さい

新建築の名演出家
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新 発 売

Ty.ρe 

室 内 や 廊 下 を ソ フ トな 感 覚 で

包 む 新 タ イ プ の ゾラ コー トソ

フ トを 新設 計 に ご 採 用 下 さ い

ソフ トタ ッ チ の 落 着 い た 環 境

をつ く りだ し ま す

Ne w 品{t

ヲコート

づヲト
. 関 西 ペ イ ン ト 株 式 会 社

づ
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1月号i El 1l : 76買標居心 l 設備 jt!!'i のfk向者について」は「段備技術者の敏宵についてJ

が:iF.L.. つので訂，E しま t .

住宅美素工事の創始者

ピ ル デ イ ン グ の 洗 浄 工 事

木 造 建 築 洗 浄 ・ 襲 来 仕 上 工 事

株 式

会 社
美 素 工 業 所

( 畳 録 商 標〉

大 阪 市 東 区 瓦 町 二 丁 目 (三和ピル)

電 話 (231)5888.4938 (771)8050 (261)061'  

ビルディング清掃・ 一般管理

美素建物管理株式会社

大 阪

電 筒

市 東

(261)  

区 本 町 二 丁 目 五

4070 ・4079 ・0617



| 尼 崎 市 斤 舎

段計監理 村 野 ・ 森 建 築 事 務 所

監 理 尼 崎 市 庁 舎 建 段 事 務 所

施 工 株 式 会 社 藤 田 組

左 低刷! < I !

Ｂ，央高肘ｾ

;{i 手Hir 市 会 制i
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段 計 監 理 村 野 ・森 建 築 事 務 所

監 理 尼 崎 市 斤 舎 建 般 事 務 所

施 工 株 式 会 社 藤 田 組

所 在 地 尼 崎 市 点 七 怯 町 I

敷地面積 18. 685. ∞m'  

構 造 会 館 鉄 竹 鉄 筋 コンクリ ート 造

主主築面積 低層 liI! 2.  096.  64mヨ

高層 liI! 816. 92m2  

市 会llI! 854.  69m'  

計 3. 764.  25m'  

延床面積 低層械 7. 890.  21 m
2  

高層 llI! 11. ω 4.4 6 m
2  

市会科! 3. 344.  87m'  

計 22. 319.  54m2  

tll 段高さ 低崩棟 地下 2 階， 地上 2 階

エ

保雄l地盤 ( O p . 3. 0  

m ) よ り 軒 高 10. 5m

高層 付I 地下 2 階， 地上 9 階，

I:¥昆 2 階 軒高3l. 0m

m座7. 95m

市会陣 地下 l 階， 地上 3 階

車fif.Sl 4. 0m

IUJ II{{和36年 l 月 ~ 附和37年10月

段計者のこ とば 建物について 村 野 藤 吾

市役所のkJ! 物は otlM. 高層および必会の壬つのグループからできております。そのうち前

二者が市役所 1<:: 相当する部分 . ｬ 主」習が ［Ｑ［ ＺＮＱ会のｾ物であります。市民と市か ｪＧｩ 日 姥触する

のは主 1<:: 低 属部分で行なわれ，外郎とあまり持触しないで仕事をすると ζ ろはすべて商阿

部分に集められている l瑚係上，他物は能事本位にできておりますが， 低刷部分の方は市民

の使'11 を第一 Ir 号えられておりますから ， 市長以下u 11を市民 1<:: f 1! して サI 務をとると ζ ろは

E のI.l! 築の巾で行なわれる ι とになっております。 1階はいわゆる市民ホールとしてIlU.Ii!

的になり . ，司 l明1<:: 池を取り怨して環崎をよくし . 市民か役所 Irζ られても観しめるように

し. 'JI.fJlは 2 階で行なわれるようになっております。 1階と 2 階は広いゆるやかな階段で

つながれておりますが，将来はエスカレーク ーをつけられる E とになっております。市議

会の他物は性質上 ， 本 ｉｪ 舎とはなしてＮｩｉＧ＼廊下で辿錯するようになっておりますが ， 生ｾ物

はすべてそれそれの険能を適当に満たしながら一体としてi J ! 物伴吾構成し ，摘内は将来ぼ

闘を作りI i i 肢を行ない ，また IEI引なとを作って 19! 特の市役所となるように号えられており

ます。 ot l M陳側面と高刷機惨
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3 階

し エレベーター前ホール

2 会 議 室

3. 事 務 室

4. 使 所

5  傍聴者ホ ール

6. 談 話 室

I  "量

L ヱ レベータ一面j ，ι - r_，

2. 会 計 : l !

3. 市 金 ぼ

4. ;P: ｾ自 主主

5. 金 五11 室

6. 収 入 役 室

7. ホ ー ル

8. 食 堂

9.  [直 長 室

10. 副 議 長 室

11. :轟. 0 I空 室

12. 池

13. 市路スロープ

J

F
…

 

乙
一
問

低層線砂

地 下 I 階

l  エレベーター前ホール

2.  '" )jl 

3 閃 占 室

4  レントゲン室

5. 事 務 室

6. 自 転 車 位 掛

7. 、l' 樹 祭

8. 相 談 室

9. 食 堂

10. 機 機 宣

e=ョ

==三ヨ

==ョ

e =  

==ョ

ｾョ

==ョ

日柄棟砂‘ 市会棟

2 階

1. エレベーター前ホール

2. 使 所

3. 市 政 記 者 室

4. 企 画 室

5. 事 務 室

6. 助 役 室

7. 市 長 室

8. 税 !5 部

0. 傍馳針ホ ール

10. 議 渇



位計監理 毛 利 建 築 級 計 事 務 所

施 工 三 井 建 股 株 式 会 社 大 阪 支 底
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段 計 者 の こ と は

窓スチールサッシ ，ブルーペン 5 怒， 2  r餅タ

イル ， 償ルーパー持出 ｾ ｭ 型鋼 Ｑ Ｕ Ｐ Ｇｯ ， ｰ ， 羽雌

1. 6'民鉄j J i o，p ， 中J レーパー桜イt小I'll f J 上， 月:

/)(仰イ l 人モノレタルカキ部 し白地切 ( J l ( 同組' 1)

￟ｾ 詰 ｪ 姐 策投 ｊ十 Ｇ ｊ＾ 描所長 毛利武信

当ピルは ，投 JI 当所から人』りするテナントがすでに決定していることと ， そのテナン トの

日的がすべて八幡担鉄に結ひついているという合同 事渡所ピルであり ，営利的貸ピルと し

て ， 投 ￳ｬ されたものではない。 ｪｬ ￯ＱＱ ｩ 地にたっ大ピルがその必Ｇｾ性から倣地いっぱいに ｊ ↑画

され，上下を結ふコ 7 ーが必然的 Icrl' 心 IC投けられる現伝の 'Jl 積所j J ! 策の一般的傾向 rc 主I

L ，当ピ J レは. m..t:的 IC制民しております。 25∞坪を ζ える広大な般地面掛 は， さいわいに

もエレベーターホールを< 1'心と[ . " Vq)j l c つばさをはり出した 1m政的なτIZifi itrYlJ 点を 111能は

らしめております。

テナントの希盟都昼前杭は ，15坪を I つの '1¥1立として ，全テナント Iqj 一条件を必裂とした

ために ，刷面する 8 階の. k 'Jl f . l l 所の柑!I! ，} ¥側廊下となし ，北側の低いl l I l rc 食堂，大会. . &

E匝，戚病室などでまとめました。また ，とくに I 階をピロティ形式とし ，f.'[珂ホ ールの

i置と 4日まって，数多くの商社の自動 ・11の動線処理を混雑なきようにはかった E とは ，先の

IJf j般的i J Zifi i.l l I i ! i i とともに当ピルの凪怖を高める二大特徴のひとつと" ，せましょう。

当ピルは，，ｾ工当初より ， 大きな変ｬｉＮＡはなく ，円滑 に ｊ 止められた ζ とと ， 無事故で工 ｗｊ 内 ｉζ

完成された 三井処設( 持} のl則係自由同 IC心からの感謝を点するものであります。





ｾｾ〆

[ 堺鉄鋼ビル[

段計監理 毛 利 建 築 位 計 事 務 所

施 工 三 井 建 段 株式会社大阪支底

1ft 准 地 大 阪 府 t3t iIT 緑 町 4 丁 目

赦地面総 2. 6 4  4 坪

伊i 造 鉄 什 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト造

何時 数 地 下 l 階，地上 8 階，屋上 2 階

w面 倒 地 下 I 階 2  8  5 坪 1 2  

地上 1階 3 0 1 "  8 5  

11 2 "  3 9 0 " 9 5  

" 3 ，， 3 9 0 ，， 9 5  

" 4 "  3 9 0 ，， 9 5  

" 5 "  2 7 5 " 9 5  

11 6 "  2 7 5 " 9 5  

11 7 11 2 7 5 .11 9 5  

" 8 "  2 7 5 " 9 5  

屋上 11昔 5  3  "  0  2  

/ 1 2 "  2 5 " 4 9  

合 .rl 2.  9  4  2  "  1  3  

尚 さ地盤面より昆階バラペ γ ト上端

まで 31 m∞

地錐面より 11 ¥屋バラペット上焔

まで 39m50  

ポ さ地盤面より: ! i ! < 磯下端まで 7mOO

工 JQ; ＢＮｶ ｾ工 ｉｉｒ 和 Ｓ Ｖ 年 Ｘ 月 ｬ 日

竣 工 1111和 37 年 11 JJ 30 日



一 一 l ，_

1 ζ... .-' . ..:. ぇ;-..、

地 階

陪

施 工 者 の こ と 1;1. 三井建設抹式会社作業所所長 市 木 治

1年 3 カ月の工岬iで今日光成したが，第二室戸台風の米貨で一時工 '11を'j'JI ，し

た官放のほか，[ ( 大災 '，!lはなく完成した。第二室戸台風の米興時 JUI も，M速であ

勺た ｅ とは掴方の作 ｊ ， 中 であり殆んど被 ＧｉｾＨ はなく ， 排点作 ｬｾ のため Ｒ Ｐ ａ 1削の工

JUI を延長した程度ですんだ ζ とである。

現行工は 36年 8 月で地質は軟弱のためウ ヱル 400 本を三段IC打ち ζ み必総はオー

プンカ γ トで作業を進め地階部分は同年12月IC終わった。鉄什組立は37年 2 月

IC完了しコンクリ ート 打ちも 6 月IC流i了したが，政近の技能工不足> ，) 鍛として

6 1l1! の宿舎をも足。ーした乙 とである ， したがって通勤の労桜必はなく 61>J ! IC各職

組 300 名を収容したわけで ，己の宿舎別にそれそ' れ管理点任者を; ; ' ( いて1 ; : ; 全管

理を徹ぼしたもので，エJUli c間に合っただんどりはとの宿舎提供とともに現湯

の立地条件がよいととから円滑に進展 した次第である。

いずれにしても I 年 3 カ月無事完成した ζ とは飽主を初め設，i H ，心理された E 利

先生，あるいは各職組の J i 々のど協 }J のたまものと感謝している。
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- 市 街 地 に お け る 社 ・ 寺 院

同本における都市発展過程で，社 ・寺院がその普をしのばせる 比較的大きい土地を都市

rl : J心部SKffr有している ζ とで，その保存，利用度なと、の点でかなりの可能性が含まれてい

る。何百年の歴史をもっ祖寺では，当時の人々の信仰の場であって， しかもJ l IT内に自然な

つながりをもっ求心的な土地であ ったはずなのに，歴史的な信仰の場を保つには周辺の

「ふんいき」があまりに巽って発展している。 最近蒋開発される市街地社寺が， 180 皮の

方向転換でi止法; な施設をもっ集会の場とされているのは，その維持のためにはやむを得な

いが，そのあり方は徹底した商業の「みの」をつけ， バランス K 欠けたモニ .... 7 ンであ

る。郷市発展にともない離散する信者も相当多いが，公共的な場をも っ施設としてスタ ー

トできれば，周辺市民もあらた IC親密な感情を抱く乙とができると，思われるので，無意味

IC}よい境内を確保する !J!}. をさけたい。 (h )

. 工 業 化 へ の ア プ ロ ー チ

ｩｬｬｾ 終生産の工業化を考えるとき ， 技術的に ｔ 可能な限界があるのと同級 ｉｃ ， 資本にもそれ

をすfす限界がある。後者を資本の限界効卒と l呼べる。と乙ろで工業化はドレイ的な労働か

らの解放であるから，それをおしすすめるのが，われわれの念願である。 一方資本のftl1jIC

は限界があるためそ乙 ｉｃｉｾｽ 丙が存在する。が」よ業化を具体的 ｬζ すすめるアプ ローチ とし

て，技術の nJ 能性と資本の限界との交点を求めるための技術が必要になってくる。その

つの方法としては，つぎのような乙とが考えられる。工業化によ る建築のイニシヤノレ ・コ

ストの必さをおぎなうものとして，工期の ji.! 縦iを必須の条件とする。乙れによって資本の

回転本を尚め，銀行利子を怪i!Aし，営業の早期! } 日始による収益の士首分をはかる等々の総合

的な効果を分析し，その効果の範凶内 K 技術を展開するという手段を通じて工業化の範凶

を鉱大するととであろう。 ( MH)  

. 試 運 転

ｾｾｴ ピッチで進められている東海道新幹線 ｟ ｌＧｊＨ と並行して，もつかＴＡ Ｇ ［の脳特急が ｊｉ 与 ｩ 必 ＲＰＰ

粁をとえるスピードで次々と試運転が行なわれている。数年来積重ねられた段々の謝金研

究，実験の成果を，実mの自i JK十分にチ ェックしうる試. i l l i 転期間を持つ ζ とは当然であろ

つ。

不幸な乙と1 ( ， _ i l l 築生産においては， 峻 L 後， Ｍ た際にその建物が伎われて始めて，タく ｬｾ

が只象化しまた長所も理解される運命にある。本質的lζ は，ぷっつけ本番，というのが建

築生産における宿命である。 しかしわれわれの仕引は， 建物j の施主への引渡しが終って

も，いまだ完 f したわけではない。他の工場生産品における試運転をうらやむだけでな

く，y J ! 物の使われた方を，そしてその他物の働きを，ヨl渡し後も施主とともに管理し，み

つめていくととがわれわれの試迎転であり， ，没止|・前 ICおける諸調査に比J，j する調査といえ

まいか。そうした般車ねによって始めて，_i l l築生産はその合目的な軌道にのり得るのでは

ないだろうか。 (KK)

. ア ー ケ ー ド 商 庖 街

乙乙数年［ｫ占ｾｓ￯ ｉｊ の商庖ｬＱￏの多くがアーケードでさ主をおおっている。アーケードは商売上

効川があって流行するのだろうが，それにともなって商庖建築のデザインにも新しいファ

サード￝ｊＡｾ誌が巧ーえられでもよいと息う。アーケード全体を一つの天Ｚｴｴと考えると，個々の

1期間の隣上のファサードはi ! l i なって一つの盛となり，階下は膝，路はJ ，l - : ，といった通り全

体を一つのインテリアデザインとして扱ってみると ，す っきりした商/ ，1，; 街が仕' まれるので

はなかろうか。すなわち市脇の 中のような形体である。l 1 I にみられる商胞のファ サードは

側々のデサ・インがうまくても，通り全体としてみると繁雑でデザインがお互いに殺し合っ

ているようだ。もっともアーケ ードは尚庖街ができあが って後からつける場合が多いので

うまくいかないのだろうが，商庖組合と辿築家その他の造形家たちが協力してアーケード

のために視覚的効川j の少くなったファサー ドに あまり政府をかけないで，夫しい商j古街を

作る乙とを) i j ' えよう。 (HM)
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1 階 ピ ロ テ ィの 照 明

I@ F時 子 株 式

. 6.  

3玄 社

関 東 電 気 工 事 株 式 会 社 大 阪 支 庖

堺 鉄 鋼 ピ ノ レ



堺 鉄 鋼 ビ ノレ

日進式軽量下地

アルミニウム スパ ンドレル天井

東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 株 式 会 社

株 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 商 l苫

大阪市北区木幡町60 電話 大阪 341- 4131 (代表)
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---------
町、.、.
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社 長 中 村 益 雄

本 社 大阪市港区市岡浜辺 4 - 46 
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第 二1:. 1[:， ｊｾｎ 市築港八幡町 ＲＰ 借地

i" 月(571) 4118  

代ぷ桝 (3) 2323 

l坪 ( 3) 5681 



特 集 消 防 火

1. 消防火法規
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消防火法規についての問答

一一 乙れだけは聞いておきたい ・知っておきたい一一

大阪市消防局指導型車砲 ｴｾ 担係長

恩 田 一 則

昭和36年・ 4 月 1 日，消防法の一部改正が鈍行になり消防用設備等の大巾な改正

が行なわれた。

たまたま，本誌において，消防火の特集号を企画され，その一端として，改正

消防法令の説明を依頼されたが，すでに一般におかれては，法令 lζ 一通り限を適

されている ζ とでもあり ，今夏，遂条説明でもあるまいし，また改正主旨，概要

では直接の参考にもならないと思う。もとより ，消防用設備は建築設備の一部で

もあり ， ｾ築関係者 ， または特殊建築物所有者のかたがたには ， 直接の影響 ， 疑

義も相当，多いと患はれる。そ乙で，内容を法令中，具体的な明示がないため設

計に支障のある点，あるいは，法令改正後に感じた疑義等を焦点lζ ， しかも ，質

問を推定し，それにお答えする形式をとる乙とにした。従って焦点が一方的にな

った点はあらかじめど了承願いたい。

ト 屋 内 消 火 栓 |

I  I = - I ..J I  I  ，J ，/  " 1- ' - ( 消防法施行令第 11条，消防法施行規則第 12条)

問 屋内消火栓は， 従来と大きな相違はないように思う

カ{ ，規格放水量とは何か。

答 屋内消火栓は設問の通り大きな改正はない。ただ消防用設備の規格を消防法第 19条l乙基づき

消防庁が勧告する乙とになった。その規格は昭和3 7年 4 月12 日付消防庁告示第 2 号( 屋内消

火栓) で告示され質問の放水量は次のものとなっている。

筒先圧力 1.7 kg/cm
2  

:1i iuj(ffi: 130 i' l min 

問 消火栓設置の適用規模が木造，耐火構造，耐火構造

で内装したものと ，三段階に区別している が，内装

仕上げの伎術的基準は建築基準法と同様にあっかつ

てよいか。

| 答 建築基準法と一致するものと解してよい。

問 屋内消火栓について，大阪市火災予防条例第39条で

地上 5階以上の建物は消火栓が必要である。その除

外例に床面積が 100 m
2

以下のものを掲げているが，

これは床面積の合計が 100 m
2
以下ということか，仔IJ
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えば 7階の建物で 5階以上の部分が 90 m

2
づっ ，2  

つの離れたブロックになっていれば，どう解釈する

か，その中一方のみ 90 m

2
でのこした場合は，

答 設聞の疑義は当然である。即ち例外規定中，前段の表現は 15 階以上の階の部分の床面積」

とあり ，後段は i 5 階以上の部分が」の表現となっている。この相違点は，前者の場合，5  

階以上の各階の床面積，後者は 5 階以上の床面積をいうのであっ て，設問例示のようにブロ

ックが二つに離れた場合は想定していないわけである。従って規定上からは，床面積の合計

が 180 m
2

となり ， 除外されない乙とになるが， 後段の規定と矛盾しない限度K 除外する場

合もありうると思う。例えばブロックどとに耐火上区画されている場合は当然後段の規定で

除外され，ブロックが相当距離，離れている場合は後段規定と同等の取扱いもあり得る。

| 消火 ポンフ。と始動釦と の関係につい て |

間 消火ポンプ押釦，確認ランプを消火栓の位置に取付

け押釦にてポンプを起動せしめる場合と ，火災報知

設備の手重力発信機位置に確認 ラン プを取付け，報知

受信盤を経て消火ポンプを起動せしめる場合とが考

えられるが，後者の場合でも認めるか。

後者の場合，発信機の位置が消火栓箱の直近にあり ，受信盤より消火ポンプのリレーがあれ

ば支障はない。

| ス プ リ ン ク ラ ー |

!  ( 消防法施行令第 12条，消防法施行規則第 13条〕

間 スプリンクラー設備 も従来と大きな相違はないが，

開放型とは何か。

答 スプリンクラ ーヘッドは元来可溶性金属またはグラス等を使用し常時加圧された水を仕切っ

ているものである。開放型とは ，乙の可溶性金属等の仕切のないもので，放水する場合手動

による乙とに tJ る。

間 スプリンクラーの規格放水量は従来の筒先圧力0.35

kgl cm
2
，放水量 45 t l mi n で設計してよいか。

答 前述のように規格は告示する ことになっているが，スプリンクラーは，まだ告示されていな

い，従って，ここでは，予想規格放水量を挙け' る乙とにする。即ち筒先圧力 1 kg/ c m
2
放水量

80 t l min 以上 となり ，従来より非常に強力になるから ，注意してほしい。

問 スプリンクラーヘッドは外国物が多いが，最近和製

のものも相当ある。区別なしに採用しでもよいか。

| 答 消 防 関 等 の う ち 消 防 法 第 19条 の 規 定 山 規 格 を 勧 告 さ れ る 山 吋 格{ζ 適合

するものでないと使用してはならない。従って規格( 乙適合したものを使用してほしい。

| 水 噴 霧 消 火 設 備 |

( 消防法施行令第 14条，消防法施行規則第 16条)
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問 水噴霧消火設備は従来聞きなれない設備だが倦成を

説明願いたい。

答 乙の設備はスプリンクラ ーよりも均一な，より微細な水滴分布をもって，スプリンクラ ーで

は消し難い特殊なものを対象とするものである。従って車庫，特殊可燃物等Iζ 有効である。

機構としては，

水源一加圧装置ー火災感知装置一区画弁ー配管ー噴務ヘッドの一連のものである。

関 車庫の場合，水源が非常に多量で，ポ ンプ，原動機

も特別なものになるが，この点何か考えているか。

l 答 放水する区画を大きくする乙とは法規上 理想上必要で仏しかし設問の欠点もあるの

で，最少区画を選定したいと思う ，その予想区画は 4 区画位と なる。

開 設計上必要だからヘッドの選定法，配管等について

説明願いたい。

答 噴ZEヘッドは噴君主の方法 ICより種々な形式があっ て一概に決定できないが，大要次の範囲で

使用される。

放 水 圧

放 水 量

散 水 角 度

2. 5- 7  kg/ cm
2  

放水圧
3. 5 kg/ c m

2
として 30- 1 80 e; mi n

30- 120度

有 効 射 程 1 - 6 m 

た だ い 単位面積当りの放水量は規制されているので，上記を参考の上， 決定されるべきで

ある。

問 標準放射量は，どれ位になるか

答 放射E は上述の通りヘッド lζ よりそれぞれ異なるので，大要次式によっ て決定されたい( 予

想標準放射量)

QmX 伊芦; :

p = 当該ヘッド‘ の放水圧力設計値

P 市=使用するヘァドの表示最底放水圧力

Q m= その圧力κ おける表示最底放水量

なおヘッド lζ は最底圧，最底放水量を表示する乙とになっている 。

| 泡 消 火 設 備

l ( 消防法施行令第 15条，消防法施行規則第 18条)

問 泡消火設備も新しい設備だが，詳しく 説明願いたい。

答 泡消火設備は水による通常の消火方法では効果が少ないか，または，かえって火災を拡大す

るおそれのある消火を目的としている。

また泡はその発生方式により空気泡( エア ーホーム) と化学泡( ホ - 7 イト〕またはア ルコ

ール，エーテ J レ型泡( アルコホーム) 等の種類があり ，建物
iζ 固定する設備にはエア ーホー

ムを多く使用する 。

装置の構成は水源、ー加圧装置ー消火剤混合装置ー送波ー送泡管一発泡器( へッド) 一自動火

災感知装置一泡原液の貯蔵そうの一連のものである。

問 泡消火設備のヘッド につ いて判りやすく説明願いたい。

|  答 成程! ドuりにくいが，大体直訳の通りでよい。即ち，フォ ーム，ウォー ター， スプリンク ラ
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ー， ヘッドは泡，水，スプリンクラ ーヘッドで泡でも水でも出るヘッドという意味である。

もう少し詳しく言えば自動デリ ユー ジ，スプリンクラ ー装置( 多口式) の中l L i包刻を注入し

泡を放出するもので泡予測の注入を中止するとスプリンクラ ーの代役をするものである。

フオ ーム，ウォ ー ター， スプレイ ー， ヘッドは円錐状に水を放出するヘッドに泡剤を注入し

た場合泡を放出するものである。

なお以上二つのヘ ッ ドは エアーホームの場合に限定されるから注意願いたい。

フォ ーム ・ヘッドは泡専用のへッドで化学泡も使用できる。

問 フォーム ・ウォーター・スプリンクラ ー・ ヘッドの

能力については，明示されていないが，その能力は

どれ位か。

| 答 そうですいずれ規格として告示されるがその予想能力は放水圧で 3. 5 同 州 放水量

75 f /min 以上程度である。

問 フォーム・ウォーター・スプレイ ー・ ヘッドおよび

フォーム ・ヘッドの標準放射量は いくらか。

| 答 前 記 の 水 噴 霧 ヘ ッ ド と 同 様 切 ら れ 川 た だ し 放 水 の 場 合 少 くとも 2. 5 kg/ 刊 上

放泡の場合 3. 5 kg/ c m
2

以上であってほしい。

問移動式の場合もあるが。

答 移動式ノスツレの予想能力は 1組につき泡放出量は水溶液量で 200 .el mi n 以上， かつ，その

時の可搬j包発生器の最l底入口水圧は 5 kg/ c m
2

以上， 空気泡ノスソレの最底作動水圧は 3 .5 kg/  

c m2
以上のみ乙みである。

問 能力の大要はつかめたが，水，泡関係の配管で摩擦

損失は新管と 旧管で異なると 思うが，この場合，何

に基づいて計算すればよいか。

答 7J<関係、の配管のフリ クシ ョンロスはノ、 ーゼン ・ウィリアムの次式lζ より C を 100 として算出

されたい。

1  =  10. 67 Q1. 85/C J . 85D 4. 87  

1 = 動水勾配 = h/L

h =管長 L ( m) に対するフリクシ ョン水頭

Q =流量 ( m
2
/ sec)

D = 管径 (m)

|  不燃性ガ ス消火設備 |  
_ !  ( 消防法施行令第 16条，消防法施行規則第 19条)

間不燃性ガス設備には全域，局所，移動の三方式があ

L  るが，それぞれの使用区分を明示願いた L、。

答 全域方式 (ト ータJ レ・フラッディング) は密閉 またはこれに近い区画全体に同時に放出する

方法である。乙れκ は定められたガス量を 2 分以内に放出するものと 7 分以内に放出する

ものとがある。前者は可燃性液体等の表面火災IC適応し，後者は通信器室，特殊可燃物等の

内部燃焼火災に適応するもので ある。

局所方式( ロ ーカノレ ・アプリケ ーション〕は，大き な関口部がある か，図壁のない場合の適

応で 1 分以内に放出するものである。
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移動式( ホ ースリ ーJ レ) は防護すべき対象物に容易に近よれ，かつ， 消防活動が容易な場合

の適応で ある 。

問 移動式の場合標準放射量の明示がないが。

| 答 予想される規格は一口当り 45 kgj c m
2  

- 60 kgj c m

2
のみこみである 。

蒸発性液体消火設備 |  

I  ( 消防法施行令第 17条，消防法施行規則第20条)

問 蒸発性液体とは，どんな液体か。

答 蒸発性液体の種類は炭化水素のハロゲ‘ ン置換体例えば四塩化炭素，一塩化ー臭化メタン ，臭

化メチノレ，ニふっ化二臭化メタン，三ふっ化ー'臭化メタン等の消火剤を総括呼称、したもので

ある。

閉 それらの種類のうち，どれが最適か。

| 答 臭1t1 =f )レは毒性が強く 三ふつ化ー臭化メタンは高価で実用でないo 1 t t . . ，可化ー臭化

メタンが最適と恩われる。

聞 この装置の構成を簡単に説明願いたい。

放射源、( 室紫ガス約 120 kgj c m
2
) ー圧力調整器 ( 15 kgj c m

2  
I乙減圧) ー C B ( 一塩化ー臭化メ

タン) ー配管ーノズル等のー速のものである。

問標準規格はどれ位か。

答 7 . k 噴務消火設備と同様に取扱っ てよい( 予想、規格) 。 参考のためヘッド ・ノズノレの放射品を

次IC挙げておく。

80 i / mi n 50 e/ mi n 30 i j min  20 e; mi n 10 e; mi n 

| 粉 末 消 火 設 備 |

1  ( 消防法施行令第 18条，消防法施行規則第21条〕

問粉末消火薬剤とは，どんな物か。

| 答 通 常 ド ラ イ ケ ミ カ 川 称 さ れ 主 成 分 は 霊 山 災 仰 よ り炭酸ガスと水蒸気を発生 し

ｾ息および冷却消火するものである。

開 設備の構成について説明願いた L、。

|  答 薬剤タンクーガス容器( 窒素または C O
2
) ー減圧器ー配管ー ノズルの一連のものである。

間 ヘッドの型式および個数について説明願いたい。

答 規格はまだ告示がないが予想されるものは，次のものである。

最少流誌は ，0. 02 kgj secj m3  

へッド 1 個当りの防護最大容積 14. 16  m
3  

ヘッドの相互間隔
2. 2 m 以内

へッドの壁の問腐 1. 1 m以内

移動式のハンドノズルの放射量は，0 .75 kgj sec 以上。
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| 屋 外 消 火 栓 |
1  ( 消防法施行令第 19条，消防法施行規則第22条)

問 屋外消火栓は，一，二階が対象であるにかかわらず

当該部分になお屋内消火栓を必要とするか。

答 設問の疑義はある と思うが，まず屋外消火栓の設置主旨について述べれば，元来，延焼防止

のための設備で，能力も屋内消火栓に比較し強力なものである。従っ て屋内消火栓で外部よ

りの延焼防止は効果も少なし かっ，屋外消火栓に対抗する力に薄いがため lζ 屋外消火栓で

屋内消火栓を緩和できるが，屋内消火栓で屋外消火栓を緩和する乙 とはできない。

問 屋外消火栓設備の能力も明示がないが。

|  答 予想される規格は 口径 63. 5 m m  いずれの 2 腕 同 時 に 開 放 し た 場 合 放 水 圧 2. 5“ 拘ω川k匂W附 山9ν併 山/μ仰c m

放y水'l<く:Ii!: 35ωo e;向ml川In、以上の程度である。

| 自 動 火 災 報 知 設 備 |

1  ( 消防法施行令第21条，消防法施行規則第23条)

問 自動火災報知設備を設けなくてよい部分に 「土家，

その他外部の気流が流通する場所」の場所はどんな

ところか。

| 答 感知器ω

な場所で あつて，指定するわけ K. はゆかない。従って具体的問題として決定すべきである 。

| 電 気 火 災 警 報 器 |

I  ( 消防法施行令第22条，消防法施行規則第23条〕

間 電気火災警報器とは漏電防止器のことか。

|  答 そう です。 ζ の規絡は昭和37年 4 月12日付消防庁告示第 3 号で告示 しである。

排 煙 設 備 |

)  ( 消防法施行令第28条，消防法施行規則29条，同第30条)

問 排煙設備の自然排気については，有効な関口部を規

定しているが，機械排気の有効とはどれ位か。

| 答 乙の問題は一概附えない。しかし床面積 1OR. 2 につき 1 • ( C .  F  • M)  ULで計算された

らよい。

問 排煙設備と換気設備と兼用しでもよいか。

規定では，火災発生の場合有効に働く設備が条件であるか ら，ヨIt 用が有効である場合は支Zi

fよし、。

| 連 結 送 水 管 |

( 消防法施行令第29条，消防法施行規則第31条)
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間 連結送水管と シャミー ズコネク ションの関係につい

て説明願いたい。

答 連結送水管とは，シャミ ーズコネ クシ ョンー立管一放水口のー速のもので，従来と変った規

定は，放水口は 3 階以上lζ 設置する乙とになった。しかし，各階に放置される乙とが望まし

い。なお条例( 大阪市) に，地階，または無窓階で放水口を設置しなければならない業態を

指定しているので念のため。

| 既 存 の も の お よ び 既 存 に 増 ， 改 築 す る 場 合 |

( 消防法第 17条の 2 )

問 既存のものおよび既存に増，改築する場合の取扱い

について説明願いたい。

答 既存のものは従前の規定が適用になるが，改正法令は適用にならない。しかし，消火器，避

難器具，簡易消火用具，非常答報器具，同設備，誘導灯，同標識等は既存のも のえも朔及す

る。また法改正後，増 ・改築( 同一棟l ζ) される場合，その部分の延面積が 1000 m
2

以上の

場合，または既存のM以上の場合は既存を含めて改正後の規定が適用になる。その部分の延

面志! : が上記未万である場合は従前の規定が適用される。例えば昭和35年 7 月に 10000 m2 の新

築をし，昭和36年 4
月20 日lζ 1100 m2増築した場合は 11000 m2の対象物として改正法の適用

がある。

問 上記解答中， 従前の規定と は何か。

|  答 改正法令に相当する旧条例のことをいう。

間 住宅を消防法施行令の別表第 1 に掲げる対象物に用

途変更する 場合は，消防用設備の必要はないか。

| 答 用 途 変 更 の 場 合 は 用 途 変 更 前 の 設 備 で 山 山 住 宅 は 同 別 表 第 1 f制 て い な い の で

設聞の場合，新築と見なし改正法令の設備が必要となる。

問 用途変更は変更前の設備でよいということだが変更

を何回しても，同じ扱いになるか。

| 答 何回変更しでも同じ扱いになる。

|防 火 対 象 物 関 係 |

( 消防法施行令第 6 条)

問 消防用設備投置の対象物は棟別をいうのか，一団の

対象物をいうのか。

| 答 棟別 lζ 対象となる。

問 対象物が;度 り廊下で相互に銭続する場合は一様の扱

いになるか。

|  答 渡り廊下で接続する場合原則として，別棟の扱とする。

間 百貨底，マーケットの売場部分には，通路を含むか。

| 答 通路を含むと解す。
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関 学 校 の体育館は公衆集合物として扱うか。

| 答 学 校 教 育 の 場 と し て 使 用 す る も の は 学 校 で よ い 。 し か し 共 立 継 い な 集 合 昨 使

用する場合は乙の限りでない。

問 「駐車の用に供する部分」に車路， スロープ， 力一

リフトを含むか。

| 答 場内通路は含むが，設聞のものは除いてよい。

問 仮設建築物の級いは具体的規定がないが，その取扱

はどうか。

|  答 原則脱として用服途別に叫て各馳該当する。 しuゆ叫カか札〉山し 仮設存続糊糊却期脚柵]澗脚間跡lκ仏ζ

でない場合がある。

関 車両の停車場でプラッ トホームの上家も建築物 とし

て扱うか。

| 答 建築基準法では建築物から除かれでも ，消防法では含むと解す。

| 火災危険の少ない工場等について|

( 消防法施行令第32条)

問 工場建築に対し火災報知設備が特に厳し く規定され

ている。特殊工場 (板金険機械工場等，特に燃草の

ない工場) 等，不燃物を扱う 工場の場合は詳細に分

類し， 緩和規定を設けられないか。

答 消防用設備の緩和は消防法鈍行令 ｴ￬Ｇ ｾ ＳＲ 条 ｬ 乙規定しであるが ， その条件は火災の発生及び延焼

のおそれが「著しく」少ない場合となっている。従って設問の建築物は，その用途及び構造

よりすれば出火または延焼の危険性は少ないが. r著しく」少ないとはいえないから，一般

的に緩和する乙とはできない。

なお乙の第32条は消防長または消防署長の裁孟と なっているが，その裁量は自由裁量ではな

く，法規裁量であるから申添える。

条第令
戸
門
川施法防

山

円

て

っ

f

」物建在混

問 消防法施行令別表第 1 (16) 項の混在建物について

各用途別には設備の対象とならない場合、消火設備

は全く不要となるが，あ るいは建物の延べ面積で決

めるのか。

答 混在建築物の消防用設備は原則j として各用途別の対象となり，消防用設備設置規模 lζ ，みた

ない場合は設備設置の必要はない。ただし，条例( 大阪市) で屋内消火栓について規模，構

造別に延べ面積で，スプリンクラーは，地階，無窓階の床面積で，自動火災報知設備は規模 ，

構造別に延べ面積で，それぞれの設備を設置するよう付加規定があるから注意してほしL 、。

| 共同住宅 lζ 係る消防用設備等の技術上の特例について|
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間 アパート (独身，公団型，庖舗付住宅) の規定につ

いて，詳 しく解説願いた L、。

答 共同住宅は，階段，廊下を共用する住宅の集合体であり ，その構造によっ ては，出火等の危

険性が幸子しく 低い点より次の基準により特例を大阪市の場合認めている。

主要構造部を耐火構造 とした共同住宅の住戸が次の( イ) から ;cニ) までのすべてに該当す る

ときは，当該住戸はそれぞれ別の建築物とみなし，消火器具，屋内消火栓設備，動力消防ポ

ンプ設備， 自動火災報知設備，消防機関へ通報する火災報知設備，非常護報器具または非常

省報設備，避難器具等の規定を適用する乙と。

イ，当該イ主戸と他の住戸とを区画する壁及び床を耐火構造とし， かつ，当該壁及び床には開

口部がないものである乙と。

ロ，当該住戸と廊下，階段等の共用部分とを区画する墜を耐火構造とし，かつ，当該壁の関

口部の面積の合計が 4 m
2

以下である乙と。

ハ，ロの共用部分が不燃材料で造られたものであること。

ニ，ロの壁の関口部i [ ， それぞれ甲極防火戸( 面積 1 m
2

以下の関口部について 甲種防火戸

または乙種防火戸) を設けたものである乙と。た だ い 開 放 廊下式の共同住宅の住戸と

開放廊下とを区画する壁の関口部で，延焼のおそれのある部分以外の部分にあるものに

ついては，乙の限りでない。

以上を更に要約すると ，上記基準に該当する場合は掲示されている消防用設備の設置は必要

カHJ . い乙と lζ なる。

| 条 例 に つ い て |

間 大阪市火災予防条例は昭和37年 7月 1 日より施行に

なったが，消防用設備の付加規定で技術的に変った

点はないか。

答 消防用設備の技術的基準はすべて，消防法施行令，同施行規則K 基づくことになっているか

ら，条例』ζ 相: i ! i はない。しかし，消防用設備を設置する対象物は，令，規則lζ 定めた対象物

以外のものが対象物に増加されているかる注意してほしい。

間 消防法施行令，同規則には，消火設備の非常勤力の

規定が，みあたらないが，その必要はないか。

答 疑義の通 り消防法施行令，同規則には規制していない。従って，乙の矛盾をな くす意味で条

例IC設備の付加として，屋内消火栓，スプリンクラー，7 ) < 噴務等消火設備には，非常勤力源

を設置する乙とを規定している。

開設備には関係ないが，公衆の集合する場所の避難管

理について，大阪府の条例と競合する点があるよう

に思うが，どうか。

30 

答 競合する点は殆んどない。しかし，符合している点は多い。乙の外，府条例にないもの，{9J J  

えば屋外に設ける劇湯等の避難規制があるので，乙れらの点は今後の設計 lこ大きく影響する

ことだから注意してほしい。

以上で問答を終らせて頂きたい。大体，序文の焦点にあわせた積りであるが，いまだ怠をつくし得な

い点は，関係法令で補足願う乙とにし稿を終る。



2. 消 火 設 備

/  

働

¥ 
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消防用設備の今日の問題点

国家消防本部消防研究所査築課長

堀 内 fls 

1  . ま え が き

乙乙 [ζ いう「消防用設備J という用語は，法規上 「消

防法施行令第 7 条J fζ 規 定 さ れ て いるとおり ，消防設

備，答報設備および避難設備の総称である。乙の 「消防

用設備| が本誌の特集号として採り 上げられた理由は，

いうまでもなく昭和36年に「消防法J が大帽に改正され

て， 同法のいわゆる「特殊建築物」に対して，これらの

設備を設置することが義務づけられた乙とから，今日建

築関係者の悶に大きな関心がもたれている乙とにあると

恩われる。筆者は，現在自治省 ・消防庁の消防研究所に

おいて，乙れらの諸設備の試験や研究lζ も関与している

関係上，問題の範囲をできるだけ技術的な面に限って述

べることにし，行政的あるいはi法規的な面については，

他の適当な人におゆずりしたい ζ とを，あらか じめお断

りしておく。

2.  消防用 設 備 と建築物の防火対策との関係 につ

いて

たとえば，屋内消火栓のような消防用設備と，防火戸

のような建築物の防火対策とが，ともに建築物を火災か

らまも り， 人的および物的の損害を最少限度に止めよう

とする手段である乙とは，いまさら改めていうまでもな

い乙とである。しかも乙の両者は，相五に補完的で，か

つ協力的でなければならない乙とも自明のことである

が，その協力の程度や方法の問題という細かい点になる

と，今日未だ明確を欠く点が多いように恩われる。今仮

りに，もっとも極焔な場合を例として考えることにする

と，あらゆる建築物がすべて不燃性または耐火性の材料

で構成され，内部の家具調度，装飾品から収納品に至る

まで不燃化 されるという，いわば「完全不燃化」の達成

された場合を想定すると，そ乙ではたとえ消防用設備は

な くとも ，おそらく火災!i 発生しないであろう。またこ

れ とは正反対に，スプリンクラ ーなどの自動固定消火装

置が，あらゆる建築物のすみずみまで設置されるとい

32 

う，いわば「完全自動消火設備付」の状態が実現された

場合を想定すると，そ 乙ではたとえ建築物の不燃化が行

なわれなく ても，おそらく火災の損害は零に近く なるで

あろう乙とが予想される。しかし乙の二つはともに両極

端の場合であっ て， その実現は到底あり得ず，実際の現

実は，乙の両極端の中間にあるという ζ とができょう。

従っ て， 純理的にいえば，ある与えられた条件の建築物

においては，それに設置されるべき消防用設備と ，防火

対策との両方の防火的効果の和が最大で， しかも経費の

和が最小であるような設計が，もっとも望ましいもので

あるという乙ともいえるであろう。 x

しかし，乙の所論はあくまで i 一定の条件下におい

て」という条件付であることを忘れては ならない。それ

は，火災一一つまり物質が燃焼して， 人間f C 損害を与え

る現象ーーーは，最初は極めて小さい火源、であるに過ぎな

いにもかかわらず，ある条件下ではたちまち手がつけら

れなくなるほど拡大延焼するという動的な現象であっ

て，人為的な行政上の境界などは全然問題とせず突破す

るばかりでなく ， しばしばわれわれが予想もしないよう

な変化を示すという怖るべき性質をもったものであるか

らである。

乙のような事悩をわかりやすくするために，火災が小

さな火源から順次拡大して，遂に隣家へ延焼せんとする

までの経過をたどっ て， どく図式的に，一覧表にして示

すと第 1表のように なる。同表にみられるように，火勢

の増大l乙伴なう各時j切に，それぞれ対応した消防設備と

防火対策とがあり ，また火勢の小さい初期ほど，その両

方とも比較的経質のかからない方法で対応できる乙とも

示されている。しかも なお，初期以後の火災の各段階に

対応する設備と対策との両方が必要と なる事態も予想し

て， 完備しておかねばならないと 乙ろに，火災の複雑性

と，その対策の困難性の問題が残されているという乙 と

ができるわけである。

ホ 乙のような考え方がすでに . r消防法胞行令節11条第 2 項J ICお

いて，一部採 り入れら れている。
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3. 消 防 用 設 備 の 品 質 お よ び 性 能 の 維 持 に つ い て

消防用設備が重要なものであればあるほど，そしてま

た，平素使用せず，ーたん火災時K 使用しようとする際

lζ は絶対に故障など起しではならないものであるという

特殊性があるために，その品質および性能の維持が特lこ

問題となるのは当然の乙とであ' る。以下乙の点につい

て， I1胤 ζ 問題点を挙げて述べることにする。

第 1 は，基木となる「規格」についてである。消防用

設備の規絡は，現在 自治省 ・消防庁の消防研究所で立案

され， i 消防庁告示J として公表されている。乙れ らの

規絡が， JI S規絡とその性格を異にしている主なる点は，

後者が| 標準化」を主としているのに対し，前者は必要

な最少限度の条件を規定するに止め，他はなるべく自由

度を大にして新規の発明や改良を抑制しないよう配慮さ

れている乙とである。また，立案の過程でも ，広く衆匁 l

を: t t めるため，現 在 で も - -$ ，委員会組織を利用してい

るが，今後はますますそのような形が探られる乙とにな

るものと思われる。

第 2は， i 検定J に つ い てである。消防用設備のう

ち，消火恕，ポンプ，火災報知機など，主なる設備また

はその主要部分については，前記の「規格J を用いて，

消防研究所によって，厳密な方法で検定が行なわれてい

る。すなわち，提出見本 lζ 対する「型式承認」ばかりで .

なし製品の} 個づつに国家が責任をもっ定、味で，各製

造工場lこ係宮が出張して，全受検製品』ζ 対し「個別検

定」を実施するという方法を採っている。乙れによって

少くとも，検定! こ合格した「新品J ならば，その品質は

必ずすべて保証されていること K なるわけである。乙の

il 日l皮の問題点としては ，受検数盆の激増iζ 対して消防研

究所の検定実施能力が，予算と人員の面から限界に達し

たことが挙げられる。 ζ れに対しては，国家機関と慌に

協力して， 充分な検定能力を発揮する乙とのできる特別

の検査機関を別に設ける乙とによって対処する方針で，

現在準備中という段階である。

第 Ｓ はｾ設計，施工および維持管理」についてであ

る。消防用設備の品質および性能は，前述の規絡と検定

とによって，新品としての段階では保証されているが，

それが建築物に設置される段階，および設置後の維持管

理の段階となると ，現状では未だ心細い状態といわねば

ならない。乙れK 対する方策としては，消防用設備の設

計および施工技術者ならびに維持管理の責任: 者に ，一定

の知識，技能などをもたせるため，試験などによる資絡

ＱＱ［ｉ ｊ 度の確立が必ｾと恩われる。消防灯 ｬ 設備が設置されて

いても，いざ火災という場合に ，ほんとうに役lζ 立っか

どうかというもっとも重要な問題に対しては，現行の規

格や検定11;11度のみでは，わずかにその一半を受持ってい

るに過ぎず，良心的な，正しい設計および施工と ，不断

の迎正な維持符班が，絶対に不可欠の条件であ る乙とを

4守lζ 強調しておきたいのであるの

4. む す び

以上のほか，個々の設備につい ては，それぞれ種々の

問題点もあると思われるが，それ らは別稿もある ζ とと

て，乙 ζ では省略させていただく ζ とにする。

要するK . ，消防用設備は，一言にしていうと，いわば

「若いJ のであって，それだけ に問題点も多いというこ

とがいえよう。 しかし，その「若さ J か ら くる 「未熟

さ」は現夜，遂次克服すべく努力中というのが現状であ

るから ，その未熟さのうちの欠点に対しては ，遠慮のな

いど批判やど教示を仰ぎたく，そしてまた，温い白をも

って守り育てていただく乙とをお願いして拙稿を終る乙

とにする。

33 



屋 内 消 火 設 備

K K 西原衛生工業所取締役

谷 川 丈 夫

昭 f1: 136年 4 月 1 日一部を改正され

た 「消防法j と. ｉ 昭和 Ｓ Ｗ ｾＮ 7 月 1 日

制定された「大阪市火災予防条例」

により ，屋内消火栓は設置されなけ

ればならなし、。

屋内消火栓は初期消火を目的とし

たもので，素人が何時でも簡単に操

作できるものである乙とが絶対的条

件であって，特殊な技能を持つ者の

第 1図 ( a ) サン 7 ラン ε スコ某ピル消火絵

ｾ 一一一 一ＭＭＭＭＭＭﾭ
/  

みが操作できるものでは役に立たな

い。また盗難防止の意味で消火栓納

箱1(. 鍵を設けたものがあるが，乙れ

などは上記理由から不適当である。

むしろ第 1 図のごとき露出型の方が

良い と思われるが，現不Fのわが国の

規則では認められない。

屋内消火栓は，消火栓弁，布ホ ー

ス，ホース掛け，カップリング. J  

ッズ J レと納箱とである。

ml 図 ( b ) ニュ ーヨ- 7 J i ! ; ピル消火栓

tfl 2図 殿内 if'j 火 仕 草q 1 仰l
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屋内消火栓は，その位置を中心に

し半径 2 5 Mで建物の全てを図む乙と

ができなければな らない。少しでも

半径 2 5 Mの円からはみ出してはいけ

ない。損害保険料率算定会( 以下釘1:

定会と云う) の規定では，半径 3 0 M

の円で建物が包まれれば良いのであ

るから ，消防法の規定で計画してお

けば消火栓の個数( ( . 関しては算定会

の規定に合格する。

設置場所はできるかぎり出入口あ

るいは避難しやすいところに設ける

べきである。たとえば第 2 図のごと

き位置κ 設置した場合，屋内消火栓

まで行くのに A 地点で火災が発生し

てい るl時. < i f ) の消火栓を使用する場

合かなりの危険を国かさねばならな

いし，火災が大きく なり，消火でき

ない ｬｉ ｾｦ には安全に避難することが囚

郊となる。従って ｉ ｾ Ｚ ｾ 段室等 ＱＨＮ 設 ［ ｾ ｉｾ し

て上記の規定 lζ 適するよう計画され

るのが理想である。

屋内消火栓の放7 J < f ，l と放水陀力‘ t

!;f¥ 1  ; 表の通りである。

消火ポ ンプの拐ノ' ) <i U: と消火用貯水

槽容量は，同一階 lζ 設置された消火

絵の個数によって決まるが，その関

係を第 2 表 lζ 示す。

消火ポンフ。の鈎程は，下記のどと

く全揚程を求める乙とができる。

h  = a+ b+ c+ d+ e  

乙乙で

h : 消火ポン プの揚程 ( MJ  

α : 貯水槽低水面より最高位取

付消火栓までの実高 ( MJ

b  : 直管，管継手，弁類その他

の摩擦損失7 l < 頭の和 ( MJ

｣ 布ホー スの 隊機損失水ｩ￯Ｉｾ



(MJ  

d : / ッズルの先制における水

頭 (MJ

e 速度水頭 (MJ  

概算的 [ζ は下記のどとく実傷程か

ら全揚程を求めることができる。実

揚程と概算ポンプ K Wとの関係は第

3 表lζ 示す。

全揚程 h = 実傷程 ax 1. 2+ 2 5 M 

( 放水圧十布ホ ース摩擦損失水頭)

消火ポンプは高湯程を必要 とする

ために多段ターピンポンプが用いら

れ る ( 第 3図参照) 。これは段数を

増す乙 とにより高揚程を得る構造の

ものである。 7 階以上の建物と地上

6 1倍以下で各階の屋内消火桧の個数

第 3図 目立ｾ多段ターピンポ ンプ

切である。設置間隔は半径 5 0 Mの円

が 5 個以上の建物と lζ 設置せる消火 で建物を包含する乙とができるよう

ポンプが電動機付であれば，非;千J勤 にしなければならない。乙れは消防

力源、として内燃機関または発電装置 隊が使用するもので，布ホ ース等附

を設けなければならない。 属品は不要である。米国においては

乙の弁 lζ ブッシングを介し前記屋内

「消防隊専用消火栓」高層または 消火栓と兼用しているものが， しば

大規模な建物に設けるもので口径65 しぱ見られる。( 第 1図 (b) J 。

第 1:<< 屋内消火伎の政水立と放水圧力去

一 一 一 一 一 一 一 | 放 水 お | 筒 先 放 水 圧 力 | 包 含 半 径

消 防 法 I  1ケK 対して 130/ l m 以上 I 1. 7  k g/c m" 以上 I 2 5 M 

鉱 定 会 I  2 ケ以内で 3∞ 加 i n I  2. 0 k g / c m' 以上 1 3 0 M

第 2 表 消火栓と鍋水Jit及び貯水ι 容臼

;肖

ｾｉ＠
防 法

揚 水 玉t

| 算 定 会

| 錫 水 五 ¥ I 貯 水 抑

260/ l m 以上 |  300 l / m 以上 |  山 8 以上

:寸 すf

÷÷日→

| 貯 水 柑

I  5. 2 m
3

以上

I  5. 2 が

I  7.8 11 

I  10 .4 11 

I  13. 0 11 

I  3∞ ρ |  

| 制 グ | 伽 8 以上

| λ |  

I  11 I  

| λ I  11 

1JiO 表 ｾ揚程と 概算 ポンプ ｋｗ 表 Ｈ ＶＰ サイタル 目立ポノプ)

コょ子町竺竺とI 2 ケ以下 I 3  ケ I 4  ケ I 5 ケ以上 l

2o  Ｑ ｟｟｟Ｒ，ｾｾｷＢ＠ I  .  .7. 5 K W 11. 0 K W  I  1l .O K W 

25 I  11 I  11 I  11 I  15 .0 

3o I  7 . 5 ρ 1/ 11 

3 5 H  11 .0 11 I  11 

40 1 1 1 1  I 15. 0 19. 0 

45 11 ρ  a'1 I  /，， 

5505 1l .H  0  1 15 s6  当 ι

6o  / 1  1  11 

65 11 11 I  11 I  30 .0  

7o I  15.0 I  11 I  11 I  11 

地上 3 1M 以上の怒物に対しては

加圧ポンプを設置しなければなら な

い。乙れは消防車の圧力を加圧ポン

プlζ より ，一層高A 水 lζ 加圧するた

めである。乙の湯合，ポンプの吸込

ftllJ に約 10 kg/cm
2

のFF力が加わるた

めに，ケ ーシングその他に対し，耐

圧を充分考慮する必要がある。

消防隊専用消火朽配信は前記屋内

消火粍配管と兼用する乙と ができ る

が，立管の口径は 100 ，%，以上 としな

ければいけない。

「サイヤミーズコンネクション」

建物 (ζ i互い水源から消防車によ り

加圧水を消防隊専用消火栓系統[ 乙送

水する接続口である。設置位置は水

源が近くにあり ， しかも消防車が容

易に接近できる場所であり，地上

500，%，- 1  ， 200協の高さ の外壁または

屋外lζ 設置しなければな らない。接

続ロは双口で第 4図lι 示す。型がシ

ャムの双生児lζ 似てい るのでサイ ヤ

ミーズ( シャミーズ) コンネクショ

ンと呼ばれている。消防法では連結

送水管送水口という。

ft 

織j

m4図 サイヤミ ーズ コンヰ空 ν ヨン と

ウオールハイドラント
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「ウオールハイドラン卜 J ( 火熱の上昇) による可熔性金属の

隣接建物の消火! ζE主物内の水を消 熔融と金属片の脱落によって放水口

防車iζ 補給するための接続口であ を開きデフレタターによって水を飛

る。これは消訪法の規定にはないが 散させる。ヘッドは取付ける室内温

設置する場合は前項サイヤミーズコ 度によって，可熔性金属の熔磁に要

ンネクションに準ずる。 する標準温度を区別している。スプ

リンクラ ー装置の配管途中に 第 6図

「スプリンクラ ー」 のアラ ーム弁を設け，管内の水が流

自動火災装置の一種類で・あり，ス ヨJ しはじめると同時κ 電気的に省報 窓. j W用ヘッド 開放ヘッド

プリンクラ ーヘット・の作動により散 を発する乙とができる。

水消火する装置である。へ γ ドはス スプリンクラ ーヘッドの放水量と

プリンクラー配水管に多数配列さ 放水圧力はまだ正式な通達がない。

れ，型式lζ よって種々工夫されてい 従来は 1個当り 45 11mi n，0 .35 kgl  

る ( 第 5図) が，原理においては大 c m
2
以上で最大 10個開放であったが ，

同小異である。すなわち可熔性金属 今後は 1個当り 80 11mi  n ， 1. 0 kg/cm2  

で 2
個の金属片を支え，ヘッドの口

を閉鎖して管内の水または空気の圧

力を支えており ，室内温度の上昇

以上と指導されている。スプリンク

ラーポンプの湯水量は 80e/ mi n の10

個開政すなわち 800 11mi n のポンプ

第 5図 ス プ リンヲ ラーヘッド

蛇腹 ・軒周ヘッド 屋綬J l l ヘッド

第 7図 ドレンチヤ ーヘッド

が必要となる。算定会の規定ではス

プリンク ラー のヘッド数が 100 個以

下ではポンプの容量は最小 2，250i /

m 以上で，100個を超過するときは ，

その容量は 2，850 el m以上 となっ て

いる。水源は消防法では，揚水量の

20分間の容量以上であるが，算定会

では実用無限水品( 公設水道) とか

900 m3
以上の貯水槽等となっ てい

る。ビソレ建築では 900 m
3

以上の水源

を確保する乙とや，また公設水道に

充分な水圧と水量を得る乙とが困難

で保険料の割引が大きい割合! と ， ビ

J レ建築ではほとんど見られず，紡綴

iZ?f j  
工場などに装置されている。

Ｇ ｾ ・

ＧＲｮＧ ｏＺＭ ｾ ｭ＠
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第 6図 ア ラ ー ム 弁
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また部分的床 !C対するスプリンク

ラー装置は算定会の対象にはなるな

し、。

「ドレンチ ャーJ

スプ リンクラーが，建物の内部に

起った火災 lζ 対する消火装置である

のに対して， ドレンチャ ー装置は建

物の外壁，窓，粁，屋根等，屋外か

らの火災によって燃焼し易しまた

カ。ラス窓のように熱によって割れ易

い部分lζ 絶えずドレンチャ ーヘッド

から散水して流水膜を作り ，建物を

防護する装置である。近年国宝級の

寺院等で設備されるよう lζ なった。

• 
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新しし、消火設備

包囲販売株式会社

酒 井 一 平

文化の進展K つれて危険物の極惣i

も桝加し，近付ーはあらゆる必造物，

諸施設に多品の危険物が ＱＩＮｾｩｬ ＧＺｩｉ， さ れて

いるのが治である。乙れ らを火災か

ら防護するには，今までの水を主と

した消火方法では不能で，可燃物の

種類， ｦｦｩｾ 花村 ｩ 造に適したｼり Ｑ 火設備を

設置しなければならなくなった。今

般消防法の改正により， m火設備と

して各部の消火装置がII ;I J &化された

のも ，I時代の要請によるものであ

る。乙乙ではＺＷＱ＼ Ｑ 日Ｑ 湯，託ｾ，不燃性カ‘

ス，蒸発性液体および粉末の各消火

装置について述べる。

新しい消火設備と司 l しでも ，乙の

中で泡，不燃性ガスの両者は相当古

くからあり ，比較的新しいのが米発

性液体，粉末，Ｗ Ｎｫ ＱｾＱｾ みとなってい

る。乙のうち7 1 <1民税は水を使用し，

乙れを段械的に務状』 ζ 噴射して￬ｉｾ火

をし，他の 4 種類は化学消火設。ii! と

称してよく ，気体，液体，粉体の薬

剤が化学的作用により消火lζ 効力を

発するものである。次』ζ 各11' i 火設備

の特徴を述べよう。

〔特 徴〕

1.  7)(頃霧消火設備

1  . 1  J . k を務状の微粒子にして放射

するので熱を吸収しやすく，分

布が均一なので ， 料、状注 ｊ Ｎｫで ｬｾＧ

火災lζ 適用できる。

1.5 しかも使用するのは単なる水

であるから ，安価に大量に得ら

れやすい。

以上の長所のもとで火災発生の

予防，延焼，拡大の防止，火災の

コントロール，火焔，熱風からの

| 狗設などに使用される。

2.  泡消火設備

泡消火設備には空気泡と化学i包と

がある。空気泡は化学泡よりは新

しいものである。化学泡とは室町

を主成とする A方IJ と，硫酸アルミ

ニウムの B 1fi Jを混合すると ，水の

存在のもとで次K 示すような化学

変化を起し炭酸ガスを発生する。

水般化アルミニウムと硫酸ソーダ

を合んだコロイド状の水溶液を作

り，中lζ 発生した炭般ガスが含ま

れて泡を形成する。

6NaHC 03+ A 12(S 04)3 

= 6C02+ 3Na2S0'1+2Al (OH)3 

空気泡は発泡ifiJ の水熔液と空気の

混合により生じ，一般には回定発

泡総または携帯ｾＺｩＨｯｪノズル中のジェ

ットの機械的作mによってできる

抱である。以上K よってできた泡

は，軽い可燃性液体よりもっと軽

い微細な泡の集合体であって，燃

焼する波面上を流動j反1J 11し，また

られなかった強力な冷却効果が は立体表加に粘者して，可燃性ガ

ある。 スと外気との按! 9 ' l tを断って，強靭

1. 2 蒸気になると休狛は 1，650 倍 なブランケット浮遊物を形成し

』ζl 膨l医し，燃焼面を1立って空気 て，窒息効果と冷却効果により消

を遮断し，EE息効栄がある。 火する。

1. 3 内ilT@ζ 飛込んで表面に不燃性 3  不燃性ガス 消火設備

の乳化j白( エ 7 1レジョン) を作 空気中 ｋ は一般に容積比 Ｒ Ｑ ｾ ちの酸

る。 紫があり ，不燃性ガスを放出する

1  .4  ＷＱ＼流の絶縁度が高いのでＡｾ屯 乙とにより ，酸素合有量を燃焼不

または接地の心配がなく， qii 気 可能な範囲にまで減少させ，窒息

効果により消火される。方、燃性ガ

スとしてはほとんど炭般ガスが伎

JTJ されている。本装置はカ. ス 1' 1休

がi u ; 圧で貯蔵されているため，放

出lζ 対し他のエネノレギーを必要と

せず，またm火ifi Jがガスのため防

護対象物を汚損することがない。

4.  蒸発性液体消火設備

蒸発性液体としてー ｪ｟Ｑｉｩｾ 化一臭化メ

タンが用いられている。乙れはク

ロロブロメタンで附して C . B と

称する。昔話色透明，事f I 発性の亙い

液体で，熱』乙巡えば直ちに蒸発す

る。蒸発した気体は比重 4 .4 で不

燃性である。熱( ( . _ 巡って蒸発した

多誌の重い気体で燃焼面を被い，

窒息効果により消火する。燃焼域

内にある気体あるいは物体と作用

して，微iil のフオスゲン や出来の

毒ガスを発生する乙ともあるの

で，乙の装置を設備するときには

充分のｩＧＮＺ ｴｾＺ が必ｾである。

5.  粉末消火設備

純度 ＹＹＮＵ ＹＶ 以 上の微粉末の ｩｬｬ￭ｾ￯ を

主体とし，乙れに| 妨混と流動性を

与えるために少iil の金属石けん，

炭椴 7 グネシ ウム ，りん般カルシ

ウムな どを} J [ i えたものである。乙

の粉末はお11気体とともに火災地

l廷に放射されるが，高圧気体は通

常大型の￬ｉｾ火装世では室 Ｒ 憶が ｭ い

られ，小型の喝合には炭F俊ガスも

使用される。高正気体により火面

』ζl 政射されると ，次l乙示すような

化学作用を起し，笠息効果，冷却

効果，i:t f9'l ti l ! J : 効来により消火され

る。

2Na HC03  =  Na2C03  + C 02+  H20  

乙の装置は比較的引火点の低いも

のまで消火でき ，20秒内外の短時
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間で消火できるため，附近への延

焼が少なく ，7.l<i宿れ損がないため

水によって損傷を受け易い物品の

消火lζ 最適である。

〔消 火 対 象〕

乙れらの消火設備はいかなる|坊火

対象物lζ 設備するかというと ，Jl Hfl l  

ＳＶ ｾ Ｓ 刀 ＲＵ 日政令 ｾＱ ＳＷ 号「消防法胞

行令」銘 13号釦 1項 I( て次のどとく

規定されている。

1. 1 ' 1 動車車庫または駐車tLi

駐司I の用 lζ 供する部分のMミ面杭

が，地階または 21倍以上の| 栂，

200 m
2

以上， 1  1ll!i 500m 2以上。

乙れには ，7.1<. 1凶続，泡，不燃性

ガス，粉末

2  飛行機または回転渡航空機の

格納庫

乙れには，泡。

3.  通信機器室で床面積が 500 m
2  

以上

乙 れ に は ， J ] <. 1I j ' t X，弘不燃性ガ

ス，粉末。

4.  準危険物の第一類，第二類の

数昆の 1000倍以上を貯蔵し，取

扱うもの

乙れには，水 Ｑ ＧｬＧｴｾｪｊ ， 泡。

5  準危険物の第四類の数由の

1000倍以上を貯蔵し，取扱うも

の

乙れには，ＷＮＱ＼Ｎ Ｑ 股ｾＮｾ ， 泡 ， 不燃性

ガス ，蒸発性液体，粉末。

6. ｩＱ［ｾ危険物の第五類 ー の数品の

1000倍以上を貯蔵し，取扱うも

の

乙ｾＧｌ ｬＨ は ， ｊ Ｎｉ＼Ｎ ｉ ＧｬＧｴｾ 命。

7. 特例; 可燃物の石炭または木炭

の数日; の 1000倍以上を貯蔵し，

取倣うもの

乙れには，7. 1<噴務，泡。

8 .  他の特殊可燃物で数量の 1000

倍以上をj狩i銭し，取扱うもの

乙れには，7 M! 綴，泡，不燃性

ガ「ス。

〔自動 車 の駐 車 場 また は 車 庫 の

消 火設 備〕

近年自動車の激増1 ( より ，路上! (
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駐車できず，新しく建てるピノレには

ほとんど駐車場が含まれるよう κ な

った。よって自動車車庫または駐車

場の消火設備として認められている

水噴訪，泡，不燃性ガス及び粉末の

各消火設備について，JI 討和36年 4 )J 

Ｑ 日自治省 令災Ｇ ｾ 6 号「消防法施行規

則」により規定 されている技術上の

法準について述べる。

1  水噴霧消火設備

乙の消火装置は床面積が 1，000

H 以下に11艮られている。松lt手放' .1<.

hl は 1m
2

1ζ 付 10 e/ min で，1114.舗の

表面はもちろんの乙と ，事例の)I:J

111.1の床面の火災を有効K 消火でき

るようにヘッドを設置し，7.1<.狐と

しての水量は線準放水量で 10分間

放射するととができる品以上の量

でなければならない。なお釧水設

備として床面には:2/ 100 以上の勾

配をつけ，事路の中央または両側'1

には 1/ 100]以上の勾配をつけた1)1，

7.l<y，Yj を設け ，消火ピットは火災危

険の少ない場所に，前記の水虫を

放水した場合，その放7. I <. : l J l を有効

ｬ 乙排水する乙とができるｾ杭をも

ったものを設けなければならな

し、。

2. 泡消火設備

ｾヘッドとして ， フォーム ・ ウ

ォーター ・スプレーヘッドまたは

フ謁ームヘッドを使用する乙とと

され，その標準放水位として， フ

ォーム ・ウォーター ・スプレーヘ

ッドは ， 1 m
2

!ζ 宇J' 8  e/ mi n， フォ

ームヘッドは 1 m
2  

1乙付 6. 5 e/ min  

と以定されている。 ｊ Ｉ＼ＮｩＱｊｾ の水 ｩ 止ま

たは泡消火薬剤もしくは化学i泡消

火放の貯蔵品は，床面秘 50 m
2

の

区域lζ 設けられたすべての泡ヘッ

ドを同時に開放した場合1 ( 標準放

射: l J l で 10分間放射する乙とができ

る: l J l 以上の誌である。

3. 不燃性ガス消火設備

乙れには全域放出方式，局所) i I (

出方式及び移動式の 3 方式があ

り， 乙のうち全域放出方式で設備

しなければならない。全域放出方

式とは，密閉または火災時には自

動的に密閉される室全体κ わたっ

て不燃性ガスを放射する装置であ

る。不燃性ガス容記号』ζ 貯蔵される

不燃性ガス誌は次表による。ただ

し防護区画のIJFl口官官に Clli/J閉鎖装

置を設けない場合にあっては，当

該ＺｬｊｬＡＨ当日 ｉｾ 口部の ｩｬｬ￭ 航 Ｑ m
2

1乙付 5

kg の割合で計算したiii を加算した

置となる。

防護区画の容的 1防当護り区の西不1燃( mk性gg|||不低の燃総限抵度性の(ガk段スg  

ガスのt，t( k g)I (ll; I WJl ( kg)

5 m
3

未満 1. 14  

ＵｭＳｾ ＱＵｭ Ｓ＠ 1. 07 6  

Ｑ ＵｭＳｾＵＰｭＳ＠
l ∞ 16  

ＵＰｭＳｾ ＱＵ Ｐ ｭ Ｓ＠ 0. 89 50 

ＱＵ ＰｭＳｾ Ｑ ， Ｕ ∞ ｭ Ｓ＠
0. 80 134 

1. 5∞m
3
以上 0. 73 1. 2∞ 

4. 粉末消火設備

乙の消火設備にも不燃性ガスと

閉じく全域放出方式，局所放出方

式及び移動式の 3 方式あり ， 乙の

場合は全域放出方式と局所放出方

式が用いられる。局所放出方式は

全域放出方式と臭って，密閉され

た箇所でなくてよく ，1勿設対象物

の表面を粉末で均ーに担う乙とが

できるようにノズルを設置すれば

よい。消火粉末容器に貯蔵する消

火粉末の誌は，全域)i文出方式にて

は， 1  m
3

1( 付 0. 62 kg，局所放出

方式にては， 1  m
2

1乙付 2 .4 kgの割

合で計算した品以上の誌と規定さ

れている。ただし全域j出品方式の

場合， ｉｾｪ 設区画の Ｑｭ 口部に臼 ｩｬｬ ｽｪ閉

鎖装置を設けない喝合にあ っては

当該誌に迫力日して放出する消火粉

末の品を加算した品となる。

消火装置の選択は消防法の規定κ

よると同時に，消防官庁と充分lι 打

合せるのがもっとも望ましい乙とで

ある。

.. 
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火 災 報 知 設 備

館業防災工業 K K取締役

浅 川 広 市 郎

1  火災報知設備の必要性

わが国は，li 築物が可燃物で柿l或

されている関係上，世占1f tζ おいても

もっとも火災の拐容が大であり ，消

防庁の火災統計・より比ても年間直接

損害 300 億円 ，IiSH妾損害を入れると

実に 1000億円を超える数字となって

おります。

乙の火災t日告を防止する予防対策

として先ず火災を未然に発見して通

報す る科学的機総，装置を必裂とす

る訳であります。火災報釘 ｬ 設 ｾｬＱ ｩ は乙

の目的を迷成するため在来各都市の

地方条令κ 火災予防の条文が織り込

まれてあったが，東京仰の外数自ili 市

を除いてはほとん ど: ? " 日のみで実際

は空文の状態のまま現在に至ったと

申しでも過言でないといえるでしょ

う。一方文化の向上につれ，家庭i 5:

化 ， 高層建築のｾ造，工場設備の鉱

充等々火災発生の機会は今までより

以上納加とともに ，その損害は人命

にまで及び，また工場火災において

は，ｾｩＱￏｩ のストッ プ等 ， その影響す

る損害の甚大に鑑み政府は Jl B和36年

3 月政令tfm 号( 消防法J血行令) お

よび臼治省令第 6 号( 消防法施行規

則〕 を公布し，JI 日和3Ml o 4 月 1 1-1 か

ら施行令第21条の規定に該当する必

物には火災報知|設備を取付るよう( ! i I ]

定されたのであります。

2.  火災報知設備の設置基準

火災報知1設備の設置法準について

は右表を多照ください。

右表K 示したm築物の新築，改増

築，移築，修 jlJ ! 紋株主主，用途変更さ5

の場合は官給する消防署に許可，認

可または確認のｲＡ Ｑ 誌を必ｾとし，ま

た火災報知設備についても，設備設

計屈を提出し設備後においても防火

管理者を定めてその維持管理すべき

Ｈ火 災 ｭ 知 Ｑ 紋 ｻ的 関係部分 Ｑ ＱＮ＼ キＩ政 令 ｲｯ ＳＷＱｊ ｴｩ｜ Ｒ Ｑ 条 ｾｷＮ ｷ 長 による

消防}I 酬 |  附 l  災哲縦i胤蜘担知1;投没削H附目 |  

防火対匁物のDI J 一 般 I地又は 31lE附窓以階上Ir t¥!l liι 」等( 令第23条) !( 令ti¥24条)
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自 動 火 災 報 知l 設 備 の 椛 成

l一空 気 代 式 い 穏 2 車Ji， 3 種)

ー差現IJ ｾ分布型一一ｼ
1_ ?1 ¥む対式( N  )  

一空 気 式 い 極， 2 磁〕

ーモノメタノレ式( N . )  

ー感ｪ｟ Ｑ Ｑ ｾｾ ー ｼ ー 差動スポ ｹ 卜型一一ｼ
ーハイメタノレ式( N  )  

一熱 'zG 対 式 (

史I 1- 定 温

「 パイメタル式

式 「スポット型一|一一1 ，，，，. /  ，=  1  ヒューズメタル式

ｬ Ｍ ｬ Ｚｌｾ知線型

災

報一

1  1-受信機-l-;
ｾ ＨＧｊ 一一一ｼ 干&

一 1 - 2 級

型 ( n号式〕

l一 1 級( IVj 水 型 )

一一P 型ーーー1- 2 級( 普 通 型)

一発信機一

1- 3  級( 簡易押ボタン〕

- M  型( 不] 号式)

乙とを創定しております。

3.  自動火災報知設備の構成

Li I(IJ火災報知|設備の構成を示すと

上のi湿りであります。

こlifi l J 火災報知; 没。l I J ! ま以上沼il誕の発

信部分の感知器，発信機( 手動報知|

機) と乙れを受信して表示，信号を

発する受信綴および発信部分と受信

機を接続するfE線路( 配線) 並に氾

源設備より織成されており ，次頁の

図のどとく接続されております。

(註)

(  1  Ｉ以 上 のＡ必匁 ｉｾ は何れも熱式 ｬｾ

知器であり ，温度の上昇( 急激に上

糾した場合の治区i: 差κ よりI l)J作する

ものを差I ( I J式，一定の温度K 迷した

場合i f i I J作するものを定温式) によっ

て動作する方式であるが，乙のほか

に煙によっ て動作する光学式感知器

40 

また煙だけでなく目に見えない燃焼

生成物によって動作するイオン式感

知 ｬ￭ｨｻ 等があり，イオン式感知 Ｎ Ｒｾ はサ

ーベラス感知H*として能美防災工業

で先先しております。

( 2  ) 感知器のうち 1 ;陸， 2:f11， 3  

積とあるは ，Ｑ 感度の差および伎 ｭｾｪ

所lζ 応じたl殺器選別をtJl 11i 1j したもの

であり ，受信機の P 型l立構内nHc て

1 級は A クラス 2 級は B クラス ，発

信機の 1級 2 級 3 級は上，i己( ) 内

記載の通りであります。

( 3  ) 上記のうち M型と称するもの

は，受信機発信機とも消防! lHc直通

できる手動操作のものであります。

( 4 ) 以上各機器はがI記設置法準に

よる対象建物lι 対しては，消防庁の

検定品，または認定品でなければ使

用は許されない乙とに な っておりま

サ ー ベ ラ ス 感 知1 保

す。

A. 火災報知設備工事および維持管

理

火災報匁 l設備を設置する場合のu ;

t!t および方法については，消防法施

行規 則 ［［ｲ ｾ ＲＳ 条 ｾ 節 目 条に準じて施 工

ならびに維持管理をするほか1 I f 1 和34

年 12) J 国家公安委日会公示第 14号お

よび［［ｲ ｾ ＱＵ 号に従って工予を行い ， 維

持竹吏II については消防法施行令第 1

条~第 4 条に適合する| 坊火竹理者を

置くとと が規定されております。

なお今後は設計 ，工事を行う者に

ついては，現在東京総におい ては定

められた資絡者( 検定合絡者) でな

ければ従事でき ない乙とに なってお

り，火災報知設備の重要性lζ 対し消

防庁としても全国的κ 乙の方針 が採

られるむき予恕されてお ります。
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排 煙 設 備

1m: 役' 白1m築研'先所

川 越 邦 雄

江戸時代の消防隊( 火消し) は全
なかなかt I ' i し止められない乙とが多

の広告が出るようになった。相 Ｑ ，ｾ 口

く径の涙ほどの水で火事l乙立ち向わ
いのである。数年前米国のジェネラ

の大きさは普通床面積の 1/ 10 イ立を米

ねばならなかった。芝居 ・映画K よ
J レモータースの大工場( 約600 m X  国ではすすめているが，理論的には

く11:¥て くる例の天水柿と ，玩具のよ
300 m) が全焼し， 自動車工業 lι 大 個々の建物に応じてきめるべきもで

うな手押ポンプ( 龍吐水〕 しかなか
打墜を与えた乙とがある。乙の建物

のあり ，1/ 10
では大分不足である。

ったので，今 日見 られるよう なホー
は鉄骨不燃椛造で，防火区田iはなか

つい最近エンパイヤステートビル

ス注水による積極的な消火戦法は企
ったが，一部にスプリンクラーも設

で火事を出したが，どく 僅かな部分

く考えら れず，尽綬によじ昇り ，決
けてあり ，火災保険では上の部に入 の火 ｬζ 対し ， 何と Ｔ ＱＱ 寺間半もＷｬｾ火活

死的』乙瓦をはがして排煙( 焔) 口を
っていたものである。しかし火事に

動が行われた。各階煙だらけで火点

明け，速かに; 陥を上に吹きあげ， そ
なってみると屋根のアスフアルトが の発見がなかなかできなかったため

の聞にトピ口で燃えている家および
溶け落ち て燃え，( ，段煙のために消防

である。ヒソレの場合は平家の工場の

主として隣家の下見板など薄材を，
士は全々区内 lζ 侵入できず，外から

ように排煙口は簡単にとれない。し

人海戦術でかき落し，間接的に延焼
の注7. K . は天井にさまたげられて，高

かし排煙しなといなかなか火事は消

阻止を計ることが唯一の戦法であっ
2々 0 - 2 5 m奥までしか胞かず，強力

せない。エレベーター シャフ トを佼

た。初期消火 lζ 失敗すれば，手抑ポ
な数十台のポン プ車lζ 固まれていな えないだろうか。火事と 同時K エレ

ンプはもっぱら火消しのサシコをa がら ，1やは炎々と燃え感り ，7l 'i 防は
ベーターを地下K下げ，火災| 惜のエ

らすだけの役に廻 った。で きるだけ
完全にサジを投げ，" < ンモス工場は

レベーターの扉だけを開放する。シ

早く排煙口を作る乙と ，乙れが水を 屑鉄の山となってしまった。
ャフトの屋線は自動的に fJ 日く ，シャ

使えない江戸火消しの消防戦術であ
在来の工場は ノコギリ! 引Rが多

フトは煙突となって火災階の煙はも

ったのである。
く，明りとり にガ ラスが入 っていた

ちろん，各階の煙も吸いあげる ，m

明治になって強力な動力ポンプが
ので，火事になると乙れが排煙口と

防士は楽 lζ 侵入して火語i;l に適確に注

現れるにおよび，戦法は直接火災家 なり ， ＷＱｾＱ 勿の屋内侵 入 注水ができ 7} ( する。 というような方法が米国で

見Jζ 注水 して火事を鋲滅させる t 'l 極
た。最近の工場には屯気調整方式を

は真剣に検討されつつある。

li説法とかわり ，ｊ＿ｊｉＧＭｾ口 ｩ 隊法は全くか とり ，人口照明してE副長が平になっ
エンノマイヤステートビソレは超高居

えりみられなくなった。木造家を対
ているものが多く ，排煙ロがないの

であるため ， 内 ｬｾｬ が 完 全に不燃材で

称としている限り ，火事の進行につ で火事になると屋内は煙で充満し，
椛成されており ，:?(:い どく 僅かの被

れ瓦が落ち，1:J ! l i }J的!L.排煙口ができ
乙れが械に吹き出して くる。ジ ェネ

!.'.!.;. IC留った。もし口木の大事務所ピ

て焔 ・煙は上 lζ 吹きあがり ，車問、I熱 ラルモ一安一スの大火は，乙のよう
J レで同じような火事が起っていた ら

、，

はiii lいが思うと乙ろに有効注水がで
な建物』ζ 対する革!i 極注水戦法の限界

おそらく内装可燃材，収納可燃材に

きた。 ζ の戦法でまず不都合なく今 をはっきり見せつけたのである。そ
たちまち火が廻り，政煙 !Cなやまさ

口に至っている。それで水と強力な
して江戸火消しの排煙口戦法が再び

れて全館丸焼けに近い被守を 出した

ポンプ車さえあればどんな火予でも 脚光をあぴて登場してきた。しかし
乙とであろう。

消し止められる ，大火になるのはポ 今度のは ｭｾ 誌の設備によらねばなら 耐火建築の排煙口は江戸時代のよ

ンプ不足 ・水不足のためであるとー
なし、。

うに消防では明けられない。今度の

般に考えられてきた。
すなわち防火区画監のない平家の

排煙口戦術の研究および実施者は建

と乙ろが耐火建築がふえてきて， 五n物lζ は，細かく吊れ墜を下げ，乙
築家である。耐火主112誕の消火の可否

ちょくちょく火事を出すようになっ
の吊れ! 1 t で区画された部分ごとに， の1'1任は好むと好まざるにかかわら

てみると ，ζ の戦法は木造では考え 火災どき自動的に開く排捜口を設け
ず，建築家にのしかかってきている

られなかった障壁にぶち当った。ポ
る設計が，倉庫 ・大工協の常道とさ のである。

ンプも水もありあまるほどあるのに れ始め，米国の建築雑誌にはJJ l煙口
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3  

実 例 : 消 火 設 備 系 統 図

1  .  事 務 所 ビ ル の 場 合

大 阪 グ リ ー ン ビ ル

2  . 病 院 の 場 合

住 友 病 院

3  . 映 画 館 の 場 合

梅 田 日 活 劇 場

4. 地 下 街 の 場 合

梅 田 地 下 街
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- 梅 田 地 下 道 並 附 属 l苫 舗 に お け る 消 火 設 備 概 要

消 火 栓 股 何11 と 肉 ー ポ ン プ .

"  

U.  S.  A.  L E L I A B L E 社 製

l' 商 点 17 0・ F  1 . 2 5 6 ケ

- 機 側 主 耳

i r I : I < . ぬポンプ

ロ ミ 力 タ ン ク

ス プ リ ン ク ラ ー へ y ド

9. 4 51"': 

6，300"' :  

1，679"' :  

17，430"' :  

( 1) 構 造 物 概 要

I也寸ピ 1 l' 世 主Jj W各

地 下 11' 持 活 苦111

地 下 2 l' 符 股 側f説( 機械ヰ" . ，

ifl ・

- 起 動 J 王式

消 火 花 股lnll の 淡 泊 ‘ を 共 用 す る .

C .  I ! 世直量ガス消火股備

・置量m姐b戸斤

ＱＡｬｬＺ Ｑｾ Ｑｴ引 2 ケ 処 . 7 ア ン ル ー ム 2 ヶ 処.

- 系 統

徹 也 す る 出 . 内 に 炭 酸 ガ ス ボ ン ベ 、 噴 射 器 、 辿 給 自 己 ' l ' l ・

じ ｉＡ 耐ｾｻ民自 ｅ 哩 ｆ 、企股仰をおさめるＮ

(2)  5肖 ｾ＠ f S n揮者

A . 消 火 栓 股 傭

・ 放 i U場 所

車 内 げJ: え怜及川i < ) j 隙得 JTJ 往 H ' i 宅 内 消 火 伶 を 通 路 の 耐 i"，'

に 5 0 m1I 111'Mで 交 互 に 股 凶 す る .

向 I也ヒの| 持寸居住物及 川 IS) J 斗L と 迎 給 可 能 な 崎 戸 斤 4 ヶ 処 に

サ イ ア ミ ー ズ コ ネ y ク シ ヨ ン 及 ウ 方 ー ノ レ ハ イ ド ラ ン ト

を，1 ! t 躍する.

tt::;'( ' i l )  

本

組

ケ

組

問

山

2

m

2

200k g/ c m宮45k g / 68R 

- 機 昔 品 費H

I共 同 主 ガ ス ボ ン ベ

起 動 容 僻 ユ ニ y ト

噴 射 ホ ー ン ( S ａｾＩ＠

起 動 機 作 盟 主

- 系 統

地 下 21i 皆 同 松 川il出[1ニ抜けた' 叉ー水IV' Iに」ニ水を 引 込 み 、 消

火ポンプ、圧水，f { ン 7 ・ を 総 て 各 i) 'J 火 伐 に 一 系 統 で 配管ー

す る Dli'.J こ の 配 信Z系 統 は ス プ リ ン ク ラ 一 般 イ 月11 と 共 用 す る .

- 起 動 万 式

般 側 室 内 各 膏11司 王 に 取 付 け た !'I' 釦 を 仰 す と 、 瞥 事 桂 サ イ レ

ンが" 由リ 、 置止f柑 宅 用 の 給 排 気 7 ア ン が 停 止 す る . 作 業 '

M が 以 必 す る 円 に 裂 す る 一 定 時 1111経 過 後 、 締 切 弁 が 順

次 白 1動 I)，J I & し 、 消 火 す る .

- 骨量日品矧

消 火 怜 ポ ン プ 1 3 0 O X l ，2 5 0
P
' ( " X 5 5 mX 2 2 k wX  1 台

[1， ) ) タンク 9 0 0 O X 2 . 2 5 0 H 常 ほ 5 kg/ c m'  X  1 必

コ ι プ レ y サ ー 5  kg/ c m'  X O.  2 K  W X  1 台

ｊ せ内川大宇ｾ 4 0 φ  X 1 Ull. 

ｩＩＧｊｬ ｉｍＪｷｭｦｾｈＯ 吠 ｉ 勾ｩｉ Ｇｊ Ｚｉ＼ＮｦＧｩＧＺ 6 5 O ， 4 0 O X 13 .t:且

(3 )  メ 之弘 ｩ 幸届ｾ 日 Ｑ ｾＱ 精

企 通 路 各 戸 斤 に あ る 消 火 栓 箱 上 膏11に主主動分布式! 也知骨: l : ・

乎 動 !'J' 亜 日 式 鰍 知 総 ー表示士丁 ・波 示 板 を 取 付 け る .

各五Ａｦｾ冊 ａ え股 Ｑｾ Ｑｴ 室町天井には宅気げれ感知鰍Ｉが減リめ

ぐ ら さ れ て い る の で 自 動 的 に 火 災 ブ ロ γ ク の 感 知 絡 を

働 か せ 、 舷 側 ' i ! . の 主 受 信 機 に そ の 位 置 を 知 ら せ る と 同

時 に 司u 告 を 鳴 ら す .

勿論! ' l ' S日 を ! ' l ' せ ば 同 様 の 報 知 を 行 う こ と が 出 来 る .

ｒ 比例 ＱＱ 室町 ｴＷ 羽｛ｾ廿はニの報知に地き移イ胃袋＼ｬｩ ｈｾｬ 曾棋聖を

働 か せ 、 ， ( ( ち に 消 防 局 へ 迎 絡 す る こ と が 出 米 る .

- 起 動 ) j ..，1: 

r" ) ) タ ン ク に 依 リ 全 両 己flu;l ニ7活関与 5 kg/ c m' の 水 圧 を か け

て い る 何 で 火 災 11与 は 口 正 ノ ヨ タ ン ク に 取 付 け た 1玉 カ ス イ y

チによリ川火ポンプを起動し Ｇｬ ｩ ｾＧ 圧を純持するＮ

B . ス プ リ ン ク ラ 一 般 備

・放 置 場 所

地 下 1 ｾ管内各 ｉ 苫舗の ｘｊｉ 二にスプリンクラーへ ｹ ドを設

mす る .

- 系 統

消 火 伶 政 側I と l司 一 系 統 .

__...-
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構造上の失火原因について

大茨市消防局lti 潟謀長

空 本 造
士

口

1  放火用の犠造力がある

失火原因の中 lこ，建築や設備の構造が悪く，気をつけ

て取り扱い，使用しでも必然的に火事lι なるようなもの

がある。乙れらは放火用構造，放火設備という乙とがで

きょう。中には「火事になるかしれないが，まあこうし

ておけえ」というやつもあろう。これらはまるで放火犯

と問ーなのだが，設計者，工事者，使用者などが異ると

責任の所在がボヤけてくる。ほとんどが大丈夫だと考え

て製作し工事し，使ってみて火事になった，というケ ー

スが多かろう。それも専門的にみればすぐわかる乙とだ

が，防火という点が全然頭に浮ばないで，防火の急、所要

点を工作する者ーもあるから油断もスキもない。早い話が

石油コンロだって，ただコンロの用を足せばよいとして

製作されては町が火事だらけになろう。だか ら一応規格

を定めて専門的に検査するぞ，ということ lζ なる。と乙

ろが世の中の乙とを，建築構造にしてもセメ ン卜の塗り

方，煉瓦の程iみブf まで一方規則にもできず，j食住も行き

届かない。そいつをまたよい乙とにして手放工事をする

やつがある。設計屋の方では，そんな危険な乙とは工事

屋がちゃんと現場でやるべきだ，というだろうし，工事

屋は設計巡りだし使用者が受け取って使用するんだか

ら，というだろう 。結局はそれを使わされた者が失火罪

として裁判所へ廻わされ，前科者にされては引き合わな

2.  失火の分類 について

火事の原因には，放火，失火，自然発火の三分類があ

る。だがその分類区別線は，コー モリのようにどっちつ

かずもあって，はっきりしてはいない。 I火事になるか

とは思ったが，まさかと考え，火をつけました」という

乙とで 10粁焼いても，ただ戸火事にしてやろう J との意

思がないだけで失火になるが， I火事にしてやろうと思

って火をつけました」と板だけが燃えても重い股火にな

って，その区別はど本人の頭の中にあり ，物理的lこは三

類とも ，みんな同 じである。棚上lζ 置いた薬物が，いつ

の間にか，通行の自動車の振動かネズミかなにかで落ち

て燃えだした場合は自然発火か，そんな結ちるようなと

乙ろへ置くのがそもそもの失火原因ではないか。また放

|  4  消防火各論 |  

火のー手段にもなりかねない。

失火を心理的lζ 区分すると，無知，忘 失 際 怠 ， 粗 暴

の四つになろう。構造上の失火は，無知からでも粗暴か

らでも乙の四つが原因と なって構成される。放火の芯思、

を有する構造というものは論外としょう。粗暴な構造が

放火らしいやり方になる。 I忘れる」のも多い。 I怠た

りJ は，やるべき乙とをやら ないやつだ。 i 忘れた」 と

いう乙 とでコt 7化しやすくもある。手抜きは，乙の 「怠

たり J の部類である。 I粗暴」あらあらしいのは， しな

くてもよいのに，ガンガン，いらないことまでする やつ

だ。無茶な部類である。乙うして作 られた構造が失火の

原因に なる。

もともと，失火は，構造上のほかに行為上がある。行

為上の失火は前記の無知以下の四つが取扱使用の方法な

どに直接に露巴してくる性質のものだ。よい構造なのに

失火原因にさせる。まして惑い構造のものを悪く使用し

ては目もあてられない。構造上の失火は，構造が， やは

り人閣のする乙とであるから . 前記のごとく ，無知以下

の四つが間接的な原因になっ ているといえる。怒察，検

察，裁判で，その間接原因の方を主要視する場合がある

のは当然であろう。それはそれとして構造上の失火は，

建築上 と設備上に二分類してもよかろう。設備の面の失

火は非常に多いが，建築の而の失火は，そうザ. ラにはな

い。ザラにない代わりに，もしあれば，いつの口か，火

事になるのは決定的である。居住者などが，新築，改修

によって，火事l乙移行するように完成しているとは夢に

も思わないであろう。そして「出火」だけではない。そ

乙lこは人命，避難の問題もある。逃げられないよう，焼

け死ぬよう ，オリや烏カゴの中 lζ 入れて焼くようになっ

ている構造もあるが，乙の部面については本稿の論外と

してお乙う。砧策面と設備函lζ 区分したが，区分のでき

ない建築物もあろうけれど，どちらに所属 させて考えて

みても，乙乙では差支えない話しである。

3.  失火原因の実例

構造上の失火原因はさまざまあっ て製作心理部につい

て前記の通りであるが，物質上からみると，一口に い っ

て，構造の不備または欠陥である。幾つかの尖例をあげ
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ょう。

A.  建築物の準放火構造

ある検察庁が完成してから 50臼自に全焼した。木造モ

ノレタ ノレ塗 り (l 、わゆるボテ張〕の庁舎だ った。宿直員用

の浴室があり ，その天井から最初に炎がI噴き出た。さ て

は漏電か，あるいは放火かといわれた時だったが，私が

鑑定を承わり . N庭から一見して失火だと断定した。真

黒い小柱の残骸だけが焼跡に林立整例していたが. 1:本

だけ歯が抜けたようになくなっていた。解明すれば複雑

な物の判断だが，簡単にいうと，火事の火では，みんな

の残骸と同級になっているはずなのに，消失しているの

は，火事以外の火，つまり火災前の燃焼で焼失したもの

で，その柱は浴室の外壁，風呂焚口の直近 lζ あり . 50日

聞に，風呂をたくたびにボテ張の内部が火となり，数時

間後 l乙消えてスミとなる。乙れを 30 回か 40 回か反復し

て，柱はスミか灰となり . :&:後lζ は消えずに発火したも

のである乙とが，即座に判明した。火気は上に昇るから

外見は天井や軒先から最初に山たようでも ，そしてそ乙

がもっともひどく焼けているようでも ，元は下方にある

ものだ。それが平紫はセメントの壁でわか らない。 1J E跡

の柱の根元から調べてみると ，横へ，火事で焼けたもの

とは別のがL浪，乙っぽりと焼けた凹形の焼跡( 燃焼痕)

が焚口まで続いていた。風呂は箱風呂で，それを外庭か

ら7 ' キ，石炭などをたくようになっていた。焚口は半

紙ほどの大きさで，その口の先端から 10センチほどのと

乙ろの上が，鉄製構造なのに，どうした目的なのか，放

火でもするか，失火を必らずするようにか，と思われる

ような巾 3 センチほど，携のように切れ，空いているの

だ。厚い鉄のままでさえ，木材を接触さ せる乙とは危険

なのに. i T #穴があって，その上へ穴をふさぐように . 5 .

6 ゼンチ厚みの土が置か札その土の上に土台( 木材の

大角材) がiili され，それに柱が立ててある。焚口以外の

と乙ろの土台下は煉瓦である。はめこみの土( - ; 乾き，焼

かれ小塊になって大き なスキ聞ができ ，土台を炎が直接

lζ 焼く乙とになったものである。

乙の種のボテ張は，一応外見は防火的で，延焼( 他か

らの) に際し，約30分間耐えるけれども，自火では弱点

が多L、。ちゃんと火事になる構造として完成されてい

る。特にかまどなどの接触，焚口の隣接，煙突の貫通接

触，電線の取付不良などが目立つ。貫通電線が，ラスの

ため，長年月には感電弱化，被担が剥j答，家屋全体面lこ

漏電となっ て，途方もない場所の抵抗過熱点か ら発火す

るものだ。

B.  設備の準放火構造

ある木造大建築物が全焼した。発火室[ 立 A 諜の室だ っ

た。石炭や雑木を燃料とする鋸置スト ーブが A 室の中央
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にあった。コンクリ ー ト地面に板太材が寝せられ，その

上に張られた床板は全焼していたが，根太は大体焼けて

いなかった。スト ーブのn下は，それに押えられた床板

が，そ乙だけ残っていたけれども 6 7  ;!il J方，中央部

が焦げて，穴があいているし，乙れは火事で焼けたので

はなく ，スト ーフF の過熱でやられていたのだ。スト ープ

は返室時の夕方，水をかけて消しましたという。床上の

灰受はただの鉄製で，それが床板lζ 密着していた。そ乙

IC. 過熱炭化( 燃焼) を発見できない根本原因があり ，そ

れがまた火事の原因でもある。その下部の根太も ，そ乙

だけが芯までスミとなり ，長さ 30 c m ぐらいな炭塊に切

れていた。 1 mほどが四つに切れている。その上部床板

の炭化同様，スト ーブの過熱で，火災前にやられたもの

だ。乙う切れ切れの炭塊になるには 4. 50回以上 も燃焼

を繰り返して初め て できる。ｾｾＢ、火で消える部分や ， 奥

深く進む部分，それが消えて翌日またスミが火となり，

ついに消えないで広がり ，火事になる。

ストーブは据え付けて 3 ヵ月目だった。燃焼の煙も毎

日出ていただろうが，火災直前の猛煙以外はわずかな主

だからタバコの煙が漂うほどで気付かない。上のストー

プの火を消しても，下の火は灰受でわからないのであ

る。

乙のうた火の責任者はだれか。全焼した大建築物の所有

者は陸軍から引きついだ大蔵省で，多くの役所の寄合世

帯だった，失火立任者は . ili 庁時気をきかせてストーブ

を消したが，その下を調べなかったという者か，たきさ

えしなければ火事にならないから ，朝火をつけた者か，

最後の退庁者か，その後巡回 lζ 発見しなかった守衛か，

そんなスト ーブのまま使用している A 課長か，冬になっ

て，そんな纏え付けかたをした人夫か，それをさせた経

理係長か，そうした構造でよいとした灰受の製作者か，

みんな立任があるようで，ないような，結局多人数の共

同立任で不起訴となった。こんな失火が多いのである。

C.  不備欠陥の数々

( ア) 炉の側面に隙聞がある

小工場のメッキ用かまど( 炉) の側面は煉瓦，その各

継自のセメン卜は然でボロボロになり脱洛，その穴から

失が漏れて貯置の物品を燃やし隣近所まで焼いた。ボロ

ボロになる乙とぐらい知ってもらいたいし，せめて外側

にはセメントを厚く塗ってもらいたいものだ。

( イ) お粗末すぎる乾燥炉の構造

せんぺい焼きの乾燥炉を造った。 トタンで，周聞は板

の箱にした。火鉢の兄: n ーのような品物である。 上l乙セイ

ロかなにかを乗せるわけだ。炉内( 火鉢内) ，ζ はワラ灰

を入れ，その中に大きな木炭火を五つ六つ入れる。それ

らはまあまあ仕方がないとしても，そいつを倉庫の腰板

に接むさせたから ，偶然的な悪速にもその方面の部分が



他方よりもよく過熱してト タン lζ 穴があき( 長ロ月の使

用、腰板や敷居も焦げ，ζ れも燃焼反復で，毎日の作業

者にも発見できず 3 年自に火事となった。焼跡の敷居

の燃焼痕から ，以上の ζ とが推定できるのだった。

( ウ〕煙突の接着が多い

煙突の失火は非常に多し、。火事になるか分らない，と

知っ ておりながら ，そのまま天井，屋恨板を貫通接触さ

せて工事をすませる。普通住宅などのマキ使用かまどの

煙突では 2 時間ぐらい大量の火を炊くと接着部が火と

なり火事になる可能性が発生する。それ以上に葬式，婚

礼，年末のモチッキなど 3. 4 時間以上も，ぐんぐん焚

いては，えてしてそんな混雑日花火事が起るものだ。だ

から接着を法令で禁止している。それなのに，なにくそ

と手抜き工事をやっ てしまう。新築のときから ，いずれ

全焼の運命にある。

( エ〉飛火はだれの失火か

煙突や焚火の火の粉から失火する乙とがある。乙の飛

び火はだれのj _ ' i f壬か。もちろん現在の刑法では，その火

の粉さえなければ火事にならないのだから ，その火の粉

を出した者がZi- 任者で失火罪に問われる乙とに なってい

る。 しかし全部をその人の立任とするのは苛酷だと思

う。元来煙突は火の粉を飛ばす設備なのだ。煙だけ出せ

とはいえまい。その火を出して，相手が焼ける，焼けな

いで責任をとらされるとは変な話しだ。

普通の飛火は火粉，対象物，風の三条件で発生する。

対象物は火と風の大きさ次第で変化する。- ; TJ "ζ 危険なの

はわら主主，杉皮，薄坂，腐朽材だ。腐った軒先，絞木，

物干台，板 1好などは火薬と問機だ。だから ，そんな物を

いつも修理もせずに構造的に置いているのが江ー任者であ

ろう。しかし今は，強い風の日! こ火の粉を出さないよう

にする以外に防火方法はない。もとより ，そんな屋恨が

禁止されている地域lまよい。

( オ) 電気のクロウ 卜工事が危険

電気のシロウト工事というが，クロウト工事の下抜き

や，ゴマカシや，なに，乙れぐらい，と やられる方が恐

ろしい。ネオンの高圧線を，天井哀で電話線にし，その

夜発火させた惑い奴もあった。 上等の規格品でと入札で

訪負わせたのに，競争低価のせいか，下等品でやられ，

一年もたたない間κ スイッチ全部ガタがきてスパーク，

ショー卜 する破自に なった経験がある。寄合世帯，多数

勤務場所などでは漏憶で毎日の手洗lζ ピリピリしていて

も，だれ一人危険だと感づかない。

4. 安全物にも変化 がある

計算上は絶対に火事になる乙とはないとよく聞かされ

る。火事はそんな計算上でなく異変があったときに発生

するのだ。その異変が昔{釘J 乙なし、。安全物にも変化があ

る。

1. いつかサビ穴があく。腐朽する。i f i J J く。傾く。炎

気が漏れる。

2  今まで安全にみえたから不安全とは知らずに絞段

がえをする者もある。

3.  ひっくりかえしたり ， 衝突したり ， 蹴飛ばした

り，所定の安全使用をしない場合も多い。( だから

安全度は高くすべきものだ)

と乙ろがどの程度までの異変に対処すべきか。刑法の

失火立任にもある程度の一線があるが，ただ乙乙でいい

たいことは，放火構造，準放火設備は論外として，計算

上安全といっても異変に対しある程度までは強くしてほ

しい，と性tの関係者に頼みたい。

要するに，構造上からの失火は，その失火の時期が，

構造仕上げ後，その構造の不信il ，欠陥，手抜き ，怠り ，

忘れ，等々の耐久度を越える取り扱い，使用がいっぺん

に，または71i みl l i : ね方式に完結したときである。それは

3 ヵ月なり 3 年. 10年後かもしれない。

その発生時はすでに使用の方法が悪かったからだとの

逃 lず口上に充分な「日数J が介在している。そのカクレ

みのの日数の影! こかくれて手抜き ，どまかしの悪事. そ

れでよいと思った，との怪はづみですまされては，いつ

までたっても火事はなくならないし，自然的放火の4待

造，放火の仕掛けがある構造なのだから ，乙れほ ど罪な

害毒を流す仕草もほかにあるまい。みんな，自身の家の

ような気持ちでやって貫いたい。施主や建築主などには

そんなに価格を下げでは，準放火の家しかできません

ぞ，とよく教えてやってほしい。

くき本ペイめ -=:-......"及
5 ， 0  0  0 級 ス ー パ ー

外 部 用 ・ 内 部 用

ビニール壁 塗 料

a;:-......"丸 5 0 0 0

大|荻 ・東 京 ・ 名 古 屋

根 悶 ・ィ、介 ・広 仏 ・布11戸

金 沢 ・新 潟 ・浜 松 ・静 岡

藤 沢 ・群 馬 ・仙 台 ・札 脱
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日本の防火建築の思い出

工問 ・損害保険料lf: r，t 定会

亀 井 幸 次 郎

1  . ま え が き

白木の都市大火の歴史をたどってみると ，その初期の

聞は( ただしi汝禍による都市大火を除く ) ，大火といえ

ば江戸や大阪といった巨大都市または大都市にかぎられ

ていた。江戸八百人町のなかでも特lζ 下町の商人町に住

むためには三年に一度は火事 ｾＨｩｬｬ 過することを覚悟しな

ければならないとさえ伝え られていた。従って生活万端i

は，乙の火事lζ 備えて考えられていたといっ ても過言で

はなかった。特に ，下町lこ大活舗を張った商人の主婦連

の住み方の常識も，乙の火事』ζ 備えて工夫されていた乙

とも否めない事実であった。

しかも ，ひとたび火を Wl すと定まったようにその火事

は大火にまで鋭、大して行った。乙のために庶民の聞には

火除けの神線への信仰さえも広く伝波して行 く始末であ

った。その反Tui ，燃え幼い家屋の防火的強化という点に

ついては ，多くの工夫がなされて考たが見るべきもはな

かった。ただ乙乙でいえるのは，かかる大火が塗家造り

の開発をうながしたという点であろう。

建築歴史の文献をひもどくまでもなく ，生命と j財産を

ゆだねる家屋は，雨露をしのげば足りるという考え方の

上に建立( 乙んりゅう) されたものであるので，勢いお

粗末な脆弱なものにな らざるを得なかったのも また臼然

のなり行きである。従って下町の街区を檎戎する家屋は

屋板がおおむね茅葺であったことも古い絵草紙などから

推定されると乙ろである。 いわゆる子窃町などという町

名も，その付近に当時の尾根葺材料としての第を売って

いた庖が多く '1¥1 を並べていた! 町であったからであろう。

と乙ろで，たび重なる火事に対応する手段として，天

7 ) < 楠や防火用水溝あるいは火除け地などを各所に設置す

るおふれが/ J : ¥されたことは事実である。だが，乙れらを

どのように要所E-E市ζ 配置しても， 1111まを檎茨する建物

の屋根が立与や布li 板( 乙けらいた) といった易燃性のもの

で茸かれていたならば，火災の鉱大を防ぐ乙とは全く不

可能である。

しかる K 江戸の下町がしばしばの大火で多数の町家が

鋭かれているにもかかわらず，当時の幕府は町人のオゴ

リをいましめI jjJ 倹節約を奨励する乙とと，武家の格式を

重んずるという怒味で，町家の屋糠を瓦で葺くことを禁
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止していた。 1723 年( 正徳年閣の末期から元文年閉ま

で) の牛込に発生した大火の後に ，rl 前くにしてjjJ e木lζ は

j緑高! こ応じて 10年年賦で金を貸与 して，強; Ii I J的lζ 塗家造

りの瓦葺または蛎殻葺の建物にするおふれを出すよう IC

なっ fこ。

このように江戸の建物が板葺，瓦王まになるおふれが出

される前ｾＨ，次のよう な おもしろい挿誌が伝えられてい

る。すなわち慶長 6 年霜月 ( 12月) 2 日 ( 1596年) の己

の主IJ に，駿河町かうのじ よう家より出火して江戸町中が

焼失するという大火が発生した。( 乙れは家w入府後第

一の大火であった。) 乙の l時の奉行は，乙のように大火

ばかり発生する因子は，建物のE塁線がいずれも易燃性の

茅や薬といったような草屋根であ った乙とに気が付乞

乙れか ら建つ建物の屋恨は，板で葺くようにする乙との

おふれを出した。

その時，流山弥次兵衛なる者がいた。彼は他人より防

火的1 c 優秀な家を建てようと工夫して，彼の新築家屋の

屋根を海道l乙面する半分を瓦で茸き ， うしろの半分を板

l乙て葺いたのである。

世間の人々は，この新荷な珍らしい尿板の葺き方 lζ 対

し， “本町二丁目の流山弥次兵衛は家を半分瓦ｾＨて葺い

たり ーという乙とで，ある者は奇人扱いにしたり ，また

ある者は奇特なぞiとして褒美して彼れを h 半瓦の弥次兵

衛" と 11手ぶよ うになったと伝えられている。乙れが江戸

の町家て最初に屋狼を瓦で葺いた者であると伝えられて

いる。( 江戸滋警巻二 ・6 頁)

2. 大 火 防 止 への対 策

上記のよ うな実的より推定するに ，当時の江戸町家の

大部分は茅葺のj霊視であったようである。従って火災が

発生すると，きまったように風下へ飛散する多数の火の

子によって各所に飛火が発生し ， 大火にまで ＱｾＱ 反して い

ったようである。しかも火災が相当程度まで発展すると

いわゆる “ 火事湯風" が発生し，更に火災の発達を拍卓

し，恐ろしい大火となっ て行った模様である。従って節

約や格式で町家の屋線の瓦葺を祭止するしとの恐さを悟

った幕府は，極めておそまきながら ，屋上制限のおふれ

を出さざるを得な くなり，防火家屋の建築を奨励するた

め，瓦葺と塗家造りの家屋の建築lζ 対し， 助成と敷金借



り入れの道を附いたのである。( 今日の日本;にお

ける防災対策が， 多数の犠性を現実l乙出してから

でないと有効な処置が 打 ち 11'，せないとしJ う乙と

は，すでにとの頃からの口ぶ人の民族気質のよう

になっていた。)

日本の防火対策における近代的拾置として， ま

づ第一tζ 取り 上げら れるのが，第一 IC. 乙の屋上制

限である。それはどの大火でも ，昆板より屋線へ

のm火で大火にまで発述した火災の実例が甚だ多

かったからである。

と乙ろが，幾多の紛伝( いきさつ) を経て，手

保 7 年 ( 17161f.) 2 月 7 IJ ， I町年若手である奈良屋

市街衛門からのふれが /Hて， 防火上， む. 戸市中で

土蔵造り! こせねばならない地区が指定された。す

なわち東は本石町四丁 目南sIIJ から本船町ーまで，南

本柏町から 北洲町まで，凶は北鞘町から本石町は

一丁目南側まで，北は本石田I 一丁 目南から間四丁

目南側 まで，乙の純聞に建築するすべての家屋は

土蔵造 りとし， 1呈様は瓦11にする乙とを命じ，た

だし銅葺lζ 代えてもよいという除外例などをも設

けている。( 畑市次郎 : ｊｬｾ京災害史 Ｙ Ｑ 頁Ｉまた

写真 1 ζ れは川越市の志袋町にある原田米庖であるが，防火的の怠味でm

築 された土成mりのー例である。平入のflmの野分，型H' I. の部分品るいは窓の

防火腕といい，ま己とに見事な防火m築としての仕上げ 入念に行邑届いている。

だがその後の保守( 維持管型! ) じゅう分行 き思いているか否か 1<: よって，有事

の際の防火的効* がJt まる。( 日本m築協会絹 : ふるさとのすまい : 206点)

同年 12 月には神田錦町から白銀町の上手( かみ

手) まで36聞はすべて土政造りとせよとのふれを出して

いる。( 出回総之助 : 1江戸の巷説 21 1 頁) その次はま

た翌 8 年 12月 5 口の大火によって焼失した番町の旗本邸

の再廷に対し，幕府は昆板を瓦茸とする乙とを命じ，そ

の白用は幕府から貸与する乙とがj 十されている。また焼

け91った番目I の大名屋敷も乙の機会に，防火的 [ζ 改造せ

しめ，大火の防止に役立たしめるため拝借金を請こすこと

などの拾置をとっ ている。

上記のよう な大火防止対策は，今日の防火対策と頗る

よく似ているのに気が付く。すなわち防火地区を指定し

たり ，そ の地区内に建 つｾ物を防 火的にする乙とを命

じ，その建築敷金に対 し補助金や融資の道を聞いている

写真 2の1

点など，ま乙とに当を得た借置であったといえる。しか

も現代と異なる点は，幕府のふれがよくすみずみまで浸

透して行き ，かつ乙れが守られたという点であろう。

(j 込犯者に対しては互い刑罰が課せられる仕組となっ て

いたからかも知れなし、。)

今日のi J l 築基準法はもちろんその他の法律というもの

が，だされるそばから ，その盲点を研究し，サ‘ ノレ法化す

る乙とが日本では常套となっていて，その結果; 諸々の法

律は，ｾｾｾ、庶民を保護 するという原則 から離れ て役人の

生活| 剖と縄張り鉱張のために存在するようにな っている

わが国現行の諸法規の実態と比較すると，まととに似て

非なるもののように考えられる。何故なれば，乙のおふ

写真 2の2

写真 2 の 1- 2 は外墜を全部生子M ( 平瓦かまぼ E 型自漆喰目地I > ' ! ) 仕上げによる当時の土蔵造りの一例

(伊fl 加茂郡下田町 : 日本建築協会編，ふるさと のすまい，168頁)
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れによって出現したと恩われる街区風景の状況が， f9i Jの

江戸名所図絵などより判断し得るからである。 ( 写真 1

参照)

たとえば，江戸八百八町の名所図絵と称する版画なと

からよく実態を理解する乙とができる。すなわち広重κ

よる日本橋川 lζ 面する土蔵造りの倉庫が河岸にずらりと

ならんでいる魚河岸風景などはもちろん，京橋金六町の

「しからき茶屋J . 通り旅館町の「大丸J ( 清親函) ， 

上野広小路の松坂屋( 銅版画および広重，麹町の岩城升

屋の庖あるいは日本橋の越後呉服庖( 現三越) といった

ように堂々瓦野の塗家造りまたは土蔵造りの防火造が出

現したのである。( 大熊苦邦 ・居住と民家，51 - 63頁)

今臼の建築基準法が係官不足から書類審査だけで，結

果的にはザ，レ法 lζ 接近しつつある実情と頗るその笑態が

異なっているのを感ずる。多分乙れは幕府の違犯者 lζ 対

する処刑がきびしかったか らではあるまいか。( 民主主

義を消化するだけの文化性を持たない国民K 民主主義を

押し付け，中味は“ 知らしむべからず寄らしむべしー' と

いう今日の官僚機構とその実態を異にしていたようであ

る。) 従って江戸下町で，防火建築の指定を受けた地区

の建物は，そのほとんどが防火的の塗家また土蔵造り lζ

改築された乙とも事実であった。すなわちその効果は，

“ 江戸中の家屋が土蔵造りというものに改造されてから

後およそ 4 ，50年というものは，大火というものはなか

かりじ， ( 後見草 ; 宝暦 10lf. 2 月) と伝え られている文

献から推察しでも，大火の頻度を，非常』ζ 減少する乙と

ができたという乙とが理解できる。

3. 大阪の防火的街区造り

乙のような都市の防火対策は，なにも江戸の下町 lζ 対

してのみではなかった。すなわち京，大阪にも大同小異

の対策が強II j I j されたようである。すなわち大阪，京都に

おいても，大火後の復興措置として乙のような方策が係

用されてきたのは事実である。

京都の大火は特 lζ 戦国時代の政府の所在地だけあって

幾度かのi以禍による大火に見舞われ，市民は火災に対し

てはかなりの苦杯をなめさせられてきたが. 大阪ほど顕

著に防火対策が具体化してなかったように考えられる。

多分乙れは戦いという事変の以最中での災害であったの

を，時の政府は戦争の乙と以外は，何lζ も考えら れない

という非常事態に帰因するのではないかと考えられる。

だが， 市民は政府の無方針にもかかわらず自術手段と し

カ シ キ

ていわゆる「火止木造り」を創案したのではないかと思

つ。

著者が大阪府在勤の頃，当時の課長であった中沢誠一

郎氏のど指導のもとで調査した大阪市の塗家造りについ

て知り得たことは，大阪市の町人がどのようにして大火

について乙れを防止しょうか，という点で大阪の町民が

68 

.  

大火の防止という乙とに非常 lζ 熱心であり，かつJ J ; 剣で

あったことから塗家造りの開発をうながしたのを窺知す

る乙とができた。す くな くとも ，昔ながるの大阪の偲げ

が残っていた船場界隈の問屋街を構成する塗屋造りの建

物と，それらの建物の集団地である街区の建物配置状況

は，大火防止 lζ 関する考慮を非常1ζ 入れたものである ζ

とをじゅう分理解するに足るものがあった。

すなわち街区のロッ

ト割り一つ検討してみ

ても正方形の街区を背

割にし，乙の背割線を

中心、 lζ 約45- 60糎程の

泌を掘り ，乙れに防火

用水としての清水を流

す乙とにし，乙の潜lζ

背を向けて各戸の土蔵

造りによるお倉を配置 図 1 標削的街区のロット剣怨像闘

し，表通りに面しては，塗家造りを構えた庖舗を張って

いたのである。( 図 1 参照〕このように塗家造りの庖舗

と土蔵造りの倉庫とが，防火的考慮の上になされて上手

lζ 配置 されたのが上図に示した街区構成である。そして

大阪の街区造りの特徴として数え得るのは，最初に道路

を造りそれから家屋を建築するといった，都市計画のオ

ーソドックスを踏んでいる乙とで，乙の ζ とが防火的に

かなりのものをい っていたのである。

4. 塗 家 造 り

戦災以前まで大阪市旧市内!C多数存在して街区を構成

していた塗家造りについて，手許にある資料を中心 lこ以

下思い出したままを記してみる。

元来乙の木骨塗家造りというのは，防火を目的として

写真 3

防火上の弱点と考えられる lオらば ( 蛾羽) 部分を栢当の塗り厚を

持った土箆( 仕上自漆喰) で保護してある。なお褒壁の部分は .

3耳壁の荒壁は裏返 し盛りをしてあり ，その上に燐主板塁張りにし

たものである。従ってとの焼板 IC着火しても関東方面の木造官屋

ほど早く内部 IC火が廻 らない。

ＨｾＡ区唐物町 Ｒ 丁目，悶和 Ｑ Ｓ 年 Ｑ Ｐ 月 Ｖ 日織影Ｉ



言 警 器 黒 点 字J -
11 1  ｾＮ＠ ｲＧＭＧＢＢ］ＢＧＢＺＧ 宇ｪ， ｾ ｲ Ｍ［ＺＺＺｯＺＺＡＡＡｬＡｬ圃向島 P  

図 2

ＶｾＸ ｭ 前後 の 泡路 ｉ｣ ｩＡｩ￭する型 ｈＺ ｾ 及び けら ぱ の部分が入念 ｉｃ 壁土

で塗られ，その上を自漆喰で仕上げである。当時大阪の都市最観

IC最もマッチした塗家造 り( 防火硲物) の一例である係I区大手

湿り 2丁目 ，間和13年10月8 日著者スケ ッテ)

工 夫されたｾ築方式の一つである。したがっ て， いわゆ

る土蔵造りも乙の形式の一つであるとみなす乙とができ

る。京都あたりでは，その昔から大工の棟栄達の間では

骨組が木材で，外部内部を全部土壁で被麗し，かつ表面

カ シ キ

を江戸墨に仕上げた塗家造を「火止木造り」と唱えてい

たと伝えられる。

当時建築材料といえば，木材が主要構造材にならざる

を得なかった時代において，乙の木骨主主家造りというも

のは，その時代で建物を防火的に強化し得た唯一の防火

建築方法であったといえる。そ してこ の形式の建物が関

西方面の各都市建築の主流をなしていたのである。( 写

真 3 ) 京都のどときは，幾度かの戦禍による火災で市民

はしばしば焼け出されたので，乙れ らの火災より逃がれ

るーつの方法として，前記のような 「火止木造り J と称

える塗家造りを考え 出したものであろう。

乙のような防火建築は，それ 自体としての綬燃性また

は難燃性の性質は帯びているが， 耐火性または不燃性で

はない乙とは確かである。従っ て他の防火力または消火

活動を助けるという点ではま 乙と にn味がある建築構造

方式である。( 図 2 参照)

なお，者[1市における木造建物の防火性という なかに隣

よりの延焼を防止しようというのにー種の防火墜に相当

する壁体を屋綴の上部または，袖壁式』ζ 外部へ3 0 - 5 0糎

突き出したものもある。

これは奈良地方の各所に散在する民家などによく見る

乙とのできる，平入切妻造りの民家で，切妻が母屋より

高くなっ ていたり ，あるいは ζ の反対に母屋より低い形

式のものとの 2 形式のものがあるが，いづれも両切妻と

も全部土壁で，白亜仕上になっているのは，いわゆる初

期の防火壁の型体であると考えられる。乙のような形式

が漸次都会の民家のなかに取り入れ られるよ うになった

のが関西地方の木骨塗家造りのなかに発見する袖壁また

は火除け壁である と文献は伝えている。 ( 藤田元春，日

本民家史，14- 1 9頁) そしてζ のよ うな形式のものを方

言で卯建( ウダチ〕とい っている。( 写真 4 参照)

火災の延焼防止のために工夫された乙の卯建もその後

いろいろと装飾化され，ついには本来の機能を失な って

ただその家の財の有無を誇示するアクセッサリー化して

しまっ たのである。乙の意味で働いても働いても裕福に

ならない者に対 して，俗語で「ウダツの上 らぬ奴」と称

えられているのは ， 乙の卯ｾより伝化したものであると

いると伝えられている。私の知る限りにおいてはその真

偽はについて客観的に立証する資料を持たない。だがし

かし俗語なんていうものは，案外乙の辺 lζ 語源、があった

のかも知れないという気がする。

閑話休題，乙のような械1壁は延焼防止には，消防活動

と相{ 突って，相当の効果のある のは否めない。乙の意味

で，大阪の町造り lζ 寄与した松平忠明の防火対策を紹介

し，防火建築としての塗家造りと街区構成としての町造

りの関係を明らかにしたい と思う。

写真 4

乙れは奈良地方にみるいわゆる大和棟造り の例であるが，両褒の

部分が一段高くなっているのは，防火墜の初期の型 ( 9nm であ

るといわれている。虫恨の1，H. 1' 部分を除き ，隣家より延焼するお

それある部分の褒監部分などは入念 IC自漆喰仕上がしである。

( 生駒郡斑. l J : 1町高安の聞い造り . 日本建築協会編，ムるきとのす

まい ・J l 5i.'l)

5. 大 阪 の 町 造 り

33才の若さで大阪城主になった松平忠明は，衡を整理

して街区より大火を減少せ しめる乙とに着目して，信用

厚き町の富豪若干名を選定し，乙れに総元締な る称号を

与えていわゆる町の区画整理を行わしめた。元和 2 年

( 西歴 1615年，今より約 350 年前) 2 月に町の区画整理

が完成すると ，土地台帳に等しい水帳を制定し，地子銀

を徴収したのである。かくして一つの町人町としての様

相を大阪は備えることができた。乙の間，幾度か大火 lζ

見舞われてきた ζ とも事実である。従ってこれに対応す

べく ，rtf 区を構成する諸々( もろもろ) の建物は防火的

lζ 強化する意味で，塗家造りの防火建築が勧奨されてき

た乙とも前J己江戸町 々への防火対策から押して推断する

乙とができ る。

戦災前，船場かいわい( 界隅) に軒並1ζ 存在していた

乙の塗家造りの集団した都市景観は，今日芝居の背長
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写真 5 写真 6

て|勿火的 l乙lぬ弱点と考えられていたm物の

屋綴郎全体の 'liT:2rt 立申すにおよばず，姿E童

部のけらば( 蚊羽) ，隣家{ L 接触する部分

( 建物の両端) あるいは検部分上部分より

下り瓦三枚通りまたは軒先より 上 り瓦三枚

通りといった部分などは，壁土をもっ て相

等の厚味を持たせて塗り 上げ，防火上の工

作を胞したばかりでなく ，出入の職人に命

じて通常( ふだん〕における維持符理をも

怠らない仕組になっており ，また奉行所の

監督査察も行き届いていたようである。

袖壁または火除け盤の鮮細を知るべ〈

壁土の抑l務したものを撮影した。木部

と壁土との ｊ 事さＨｾ厚Ｉの関係がよく

わかる。 ul ! 区瓦町 1丁目，昭和13年

10月 6 日撮修)

中 二階 ｲｵ のｾ Ａｦｬ巡り の ｦ ＮＵ 舗を ， 幻板が 家と

その周倒と頗 るマ Y チした凝った造形をな

している。隣家に近して袖野も適切なi : t 匠

が施されており ， 際家の婆ｾも全部江戸 ｉｄ

の漆峻!:l :J: となっていて，防火上入念の仕

上が飽きれている例。( J l . ( 区淡路町 3丁目

昭和13年10月 6 日銀修)

しかるに明治に入り ，古いものがやたら

と見捨られるようになってから ，すなわち

漸次現代に接近して くるにつれて大火の頒

皮も逓減し，いつしかこの防火工法も無視

され，防火的には関係のうすい，装飾化へ

の努ノ1と工夫がなされるようになった。

ζ のような思恕が現代わが国の諸都市

rc ，えんえんとして生き残っているのか，

( かきわり) 等にみる頗る懐古( かい 乙) 的なしかもロ

マンチックムードがただよったものであった。すなわち

股旅ものや捕物帳的芝居の7T;;( ソックリな街頭来観を呈

していた。

とにかく大阪というと乙ろは，極端に古いも のと極端

に新 しし 、ものが両立 して， しかも決して不調和を招来せ

しめない，ま乙とに不思議な融和方を持つところであ

る。当時，船切の問屋街は乙 ζ l ζ 採録した写王iで理解で

きるように ，馬面( うまづら) の両nll Jに付けた 目隠しの

ように，各家の両端 lζ 袖!l.'Kが突出していたものが相当あ

った。 ζ れは木材で予め型を形成し，それに土がよく付

着 す る よ う に 縄などを巻き ，厚さ 3 経前後もの土塗を

し，表面を江戸主漆喰等で{J:上げたものである。( 写真

5 ， 6 参照)

また建物の中1廻り なども ，たるき( 極) を合めて，細

巻きの上l乙， じゅう分土塗 りをして， 白 ・鼠または忍な

どの漆喰で仕上げ，防火上の効果が期待できるように仕

上たものである。特に前記袖lli などは，初期の時代 lζ は

明らかに防火上， 隣家か らの延焼防止を 目的とした，全

く実用 上の ｾ訪から 工夫 されたのであろうと思われる

が，何 U の聞にか，その家の財 力を誇示するアク セッ サ

リー化したものと推定される。しかしながら 'Jil 哀などの

防火締りの方法として，ま乙とに当を得たしかも入念な

壁土Ｈかべっち〕によるｾ家造りの特徴をみる乙とがで

き，乙れが外1茄の装飾的効果と火災どと IL'I 年哀を火揺が

流れて， J t 副長への延焼を防止するという ，いわゆる実用

と同時l乙装飾的効果が期待できる仕上である乙とが，ひ

と目見たたけで理解できる。だが実用的効果が主目的で

との塗家ｕＺｾが施工さ れて いた ｼ 時代には ， 建物全 体 とし
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ラスモルタ J レ仕上のハリボ テ式のtt 物であろう。

戦争中 ， 空ｾ火災 ｬζ 備えて奨励されたのは，メタルラ

スとセメント モルタノレとの組合せによる弓スモルタル仕

上の防火建築であったが，それがやがてハリボテ式の表

て通りに面するnlll のみラ スモル タノレ仕上で，裏面や防火

上のlぬ弱点はかえりみられないといった，現代わが国の

小都市における商庖建築の実態と乙の塗家造りの防火性

が弱く なって行った過程は軌をーにしている。

松平忠明の都市建設への施策も ，その犬切な紡災上の

考慮は伝承される乙と なく発展してきたのが，戦災直前

までの大阪市であったといえる。だが前記塗家造りの持

つ防火上の特性や火除け墜としての袖壁や卯建などある

いは粁袈への防火締 りまたは姿 ｾ ，政 羽Ｈけらば〕部分

等の塗り家造り工法等は，乙れを現代科学の現実と照合

検汀しつつ新しい怠味での都市建築へ導入す る方途が構

ぜられでも悪 くないと思う。何故なれば，乙れからの建

物は，高さ 31米の制限を越えて伸びようとしている なか

で，材料の軽量化，工事現湯での施工の簡易化そして単

位而私当りの工事政の格安化が期待されているからであ

る。

だがどのように都市の近代化と高周化が要望されよう

とも ，江戸町年寄の奈良屋市右衛門のおふれの持つ思想

や松平忠明の都市開発への考え方などは無視する乙とは

できないであろう。何故なれば，都市の防災施設を無視

したいわゆる流行を追うム ード的現代的建築物が，次』乙

来するであろう地震，風水害および大火などという大

災害時l C ，どのよう な惨事を露呈するか，いまから想像

が付くような気がするからである。( 了)



建物構造と火災保険料率

安田火災海上保険 K K業Z首都防災第二怨l

賛 川 善 幸

I  1 は じ め に |

一般個人の損' 占保険に対する需要は，本人の損' 占保険

に対する認識，経済的状態，過去の椛災歴により仔しく

異なるが，一般的K いって個人の nｲ ｊＺ ｲ ｢Ａｾ志による。しか

しながら，法人組織の企業では，前licの傾向lが若下みら

れるとしても，企業の安定，株主に対する j ' i 任，金融機

関からの投融資などの縦長から ，所有資産に対し保険を

付す乙とは現代企業における経包名ーの常識となってい

る。したがって，経25' 者はいかなる保険契約を結び，い

かにして最小の保険料負担で最大の保障を得られるかを

慎重に検討する。保険料率が乙の際の大きな安来となる

乙とは論をまたない。火災保険においては，建物の構造

が保険料率の基点となることを考えれば，工事計画K 銑

わる建築設計者，建設業者は経営者のよさ相談相手とし

て，保険料率の構成についても理解を深めなければなら

tJ. l 、。

現在，わが国の火災保険料率は損害保険料率算出団体

i去に基づき ，全保険会社20社が設立した損害保険料率算

定会において算出され，大蔵大臣の認可を受けなければ

ならないと同時に， 認可料率を守るべく監倍されてい

る。これは各保険会社の統計資料や経験を持ち寄る乙と

によっ て， より適正な料率を求めやすくし，また巨額な

保険需要を消化するための共同保険や再保険上必要であ

るからであり，また，各保険会社聞の不当な競争を防止

して保険契約者の利益の保護と，保険会社の支払能力の

雌保を計るために他なら ない。

火災保険料率は，対象と なる建物の所在する地峻の地

理的条件，気象条件，都市消防) ] などの客観的要素と，

建物の構造 ， 規模，消火設ｾＱｉｬ Ｎ用 法などに由来する選択

的要素を勘案して算出される。したがって，前者の客観

的要素は立地条件として動かし難いものであるが，後者

の選択的要素は施主の芯向による乙とはいうまでも ない

としても，計画，施工に挑わる建設担当者の理解に よっ

て左右できる余地が少な くない。すなわち，建設計画の

いかんにより ，施主の保険料負担に許しい影響を与えて

いる事実をわれわれ保険に機わるものは口常経験すると

ころであっ て， 計画担当者のより深い研究を期待した

い。保険契約は 1 年間を原則としているので，毎年の契

約更改lζ 伴う保険料合計は，建物，設備の耐用年数から

考えた場合，契約者 lこ著しく不利な結果をもたらす場合

がある。建物の設計 m習において，構造，機能が主観さ

れる乙とは，とりもなおさず計画ilt 物の経済的効果を高

める乙とであり， したがって，その中には当然建物の維

持管理上の必要経1' 1の怪減を考慮しなければならない答

である。以下，現行の保険料率の構成について説明し，

ど参考 K 供したい。なお，保険料率は保険金額 1，000 円

に対する 1 ヵ年の契約保険料で示される。たとえば，保

険料率 2 . 50 の場合，保険金忽j 100万円の建物 l乙対する 1

年間の契約保険料は 2 ，500 円である。

2.1 地 区 率

いま ，ある市内 K ピJ レの建設を計画すると仮定する。

乙の場合の火災保険料率は，そのビノレの所在する地区の

条件lζ よっ て定められた料率が適用される。乙れを地区

率と呼んでおり ，その地区lζ 建設する以上. ! 也! 叉率の変

更を計る乙とはできない。一例として，大阪市内で北

中之島 2 丁目は l 等地であり ，同区内首線1I1奇1:わ2 丁目は

8 等地であっ て， 地区率の差は第 1表のようになる。

Ｒｾ＠ 1表 大阪市内等地別による地区Ｊのｾ

等 地 I 1 級 I 2 級 I 3 級 I 4 級

1 等 地 I .80 I  1. 20 I  1. 80 I  2 ∞ 

8 等 地 I 2.20 I  3. 80 I  7 .20 I  

乙の聞大阪市内にあっては 1'等地か らB 等l 1! l まで，各

地区の火災の危険度により 8 段階に区分さ れている。地

区率は，瀬戸内海の無人島に至るまで，全国津々 iili に々

わたっ て詳細にプロック化され，網羅されており，状況

の変更』ζ 伴い逐一改汀されている。前記の目線的中 2 丁

目も ，大阪市が計画している都市計画が完成すれば 1

等地程度K 改められる可能性がある。

2.2 構 造 級 別

第 1 表を見て分るように各地区率は 4 段階に分類され

て，それぞれ級別によ り料率差がある。火災保険は火災
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による損害の保障を与えるものであるから ，料率の構成

はすべて火災の危険度を構成する要素を取り 上げている

乙とはいうまでもない。したがっ て， 建物の構造級別も

火災に対する耐火性，損傷性が重視される。

今日 ，ヒツレの計画lζ 当っては，主体構造は鉄筋 コンク

リー卜 造りとする のが常識であっ て， 耐火性の点でもも

っとも優れているものとされている。火災保険料率上で

も，乙の種構造』ζ 対する料率はも っと も低い。

さて， 計画のビルの主体構造が鉄筋 コンク リー ト造り

と決定したとしょう。近来の建物のil 蚤E 化を考慮して，

外壁をガラスおよび不燃構造のスパンドレ J レで構成した

とすると ，乙の建物の火災保険料率は，鉄筋コンクリ ー

ト造り外壁の場合に比較し割高なものとなる。あるいは

工事費の関係で 3 階までを鉄筋 コンクリ ー ト造りとし，

4 階を鉄骨造りにした場合も ，料率上不利な結果を招く

乙とと なる。また，鉄骨造り建物の外壁iζ ガラス繊維強

化ポ リエ ステ J レ板などの合成樹脂材を部分的に使用した

場合も 同 じである。建物は，主要構造を構成する各要素

なるびに内装の程度，材料の複雑な組合せであるため，

個々の建物についてその都度，火災に対する危険性を判

定する乙とは極めて困難である。今日 ，用いられている

構造級別は類焼危険を主たる危険の対象と考え，外壁{ 本

の構造を主体とし，乙れに損傷性を考慮した他の部分の

構造を付加的に考隠して 7 級別に類別されている。そう

して，乙れ以外の火災危険を構成する要素，たとえば建

物の規模，関口部防護の有無，用法Ie : 伴う危険あるいは

消火設備の設置状況による差異は保険料の割増，割引の

形で修正される形がとられている。

いま，建物の構造級別につき ，これをー表にまとめる

と第 2表のようになる。

第 2表 構 造 級 別

| 特 級 A I 特 級 B L_j 級 A 1.1  ｾ＠ 1 2  級 I 3  級

鉄筋または 鉄 骨 鉄筋コ ンヲリ ー トｾ 15 12 
。 。

知t 筋 コ ン ヲ リ ー ト 巡 30  20 20 20  
。

鉄筋 コンタリ ー ト・プロツ世i 1! i ( 中空部のない bの) 21  12 12 12  
。

経 ｩ 古 コ ンヲリ ー ト ・ ブロ ッ クｾＨ中＿ｽＺ部のないものＩ 15 15 
。

ヲト
コンヲリ ー ト. *ロ ー ・プロック造

15肉厚それぞれ3 15肉厚それぞれ 3
。

車王位 コン空リ ー ト・ホロ ー ・プロツ空泣 15 
1/  

15 
1/  

。

経 s コ ン ヲ リ ー ト 治
15 15 

。

組 立 式 コ ン 合 リ ー トii ! i
15肉厚それぞれ3 15肉厚それそ. れ3

。

ll.11 

れ ん 瓦 巡 30 20 20 20 
。

石 巡 30 20 15 15 
。

鉄 骨 鉄 網 モルタノレ菌性 jj1 

。

鉄骨ドリゾール仮下地モルタノレま たはしっくい訟造

。

1再
鉄 骨 不 燃 材 料猿ｾＨ 軽 金 属 仮猿を除＼Ｉ

。

鉄 骨 軽 金 属 板 張 造

。

土 蹴 巡
15外側主主厚 9 塗厚 3. 5

木骨石 ・れん瓦 ・人造石III 治
III厚 6

造 木 骨 鉄 網モルタノレ m巡
ｾ厚 Ｒ

木 骨 し つ く い m巡
ｾ厚 Ｒ

木骨柱セメント板下地モ ルタノレまたはしっくい塗造
厚計 2. 5

木骨ドリゾー，. 板下地モルタルまたはしつ〈い塗造
厚計 4

木骨はり付瓦またはタイルｾ疋 ｩ 猿厚 1. 5

底 線

組

同命日

屋

床 ・ 柱 ・ 階 段

軒 ・ひさし ・じゃばら ・その他の突出部

成

主

純

一

寝

一

軒
世

ぷ

で

一

ま

-

』-

.

 

-

7

 

ヰ

1

-

喰

官

r
f
1

嘩
窓
咽
司
'
一

-

輩

。

材

材

一

成

燃

一

一

燃

一

m

一

足

一

一

で

一

構

一

一

不

一

酬

一

不

一

料

一

被

一

一

材

一

マ

ペ

一

一

-

E

l

i

-

-

-

燃不

数字は墜厚，単位 c m。 耐 火憎 造Ｚ コ ンヲリ ー ト ・ れん瓦 ・ 石造または 鉄材 をコンクリー ト で耐火的 ｉｾ 被 覆

O 日1は! [ 厚の制限規定のない b の。 した構造。ただ し，階段K 限り 鉄製を含む。

土蔵造K 限りすべての閉口部 IC)U定の防火戸を備える乙と。 不燃材料 : 建築送機法の不燃材料 K 同じ。
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第 2 表について理解できるように ，建築基準法との比

較において， 各i構造級別は概略第 3表のように対比する

乙とができる。

第 3表 建築基構法と火災保険との締進上の比般

政 築 滋 御 法 | 火 災 保 険

耐火建築物 特 級 t崎 造

簡易耐火砲築物

( 法第 2 条 9 の3 イ IC該当するもの) I  1 級 術 進

( 法第 2 条9 の 3 ロIC該当する 4 の) I  2 級 情 造

防火精進の処築物

( 主要情進部が鉄骨造のもの)

( 主要構造部が木骨造の色の) I  3  級 品1 造

その他のu! 築物 4 級 構 造

乙れら各構造級別の料率上の扱いは 1級を基準とす

るとほぼ第 4表の比率となる。

第 4表 各構造級ll UIζ 対する草津比

精進級別 | 特級AI特級 B 1 1級A1 1級 1 2級 1 3級 1 4級

料 率 比 1  0 ぉ 1 0 ω 1  0. 95 1 1 ∞1 1. 80  13 ∞1
3

.
50 

したがっ て， 前例の特級該当の鉄筋 コンクリ ー ト構造

の建物でも ，不燃材料構成の張壁構造を付加する乙とに

よっ て
2 級構造 と扱われ 2 級 lζ 該当する鉄骨構造の建

物も，合成樹脂板の付加によっ て4 級構造となり ，それ

ぞれ 2 倍の保険料負担を結来する乙とと なる。

2 .3 構造上の料率修正

上記の構造級別のみでは，保険料率はその建物の実悩

に応 じた危険の度合いに迎合 しないので，構造級別以外

の要素によっ て修正される。

前例の鉄骨造り建物の4品合，乙の建物の規模が 1，500

d あったとする。 乙の建物が構造級別表 lζ 規定する 2

級であれば，規模による修正は受け なL、。しかし，ーた

ん外壁lζ 合成樹脂材料を使用すると 4 級構造と判定さ れ

る結果. 1. 40の面積割増が付諜さ れ る。すなわち 3 級

または Ｔ 級建 物 では延面高ｾ 660m
2

を越えると ，面積割増

が次の第 5表のように付認される。

第 Ｕ 表面積 ｾ ｊ 培

迎 物 の 合 計 床 面 積 | 附榊

660m2  (2∞坪) を ζ え 1， 320m"( 4∞坪) 以下のもの |  ー70

1， 320m
2  

(4∞耳) を ζ え 1，980m"( 6∞坪) 以下のもの I  1. 40  

1， 980m"  (6∞坪) をζ えるもの I  2. 10 

また，乙の合成樹脂材料を屋綴に使用したとしょう。

可燃材料葺として類焼危険が大きく なる結果，構造級別

が一段格下げされる他，地区率の 10- 20% の屋恨割婚が

付課される。建築蕊準法では建設省告示第 1514号により

屋根1( ，使用する限り不燃材料に準じて扱われるが，乙の

点注意を要する。

問機 lζ ，階数が 3 階以上である 3 級または 4 級建物は

ＱＮＰＰ の階数 ｾｬｦｾ ｊ 増が付課される。

したがって，むきの 4 階建に鉄骨造りを付加した例示

では. 2 級構造としての建物の地区率が 1.20であったと

すると ，合成樹脂板を用いたがための料率は 4 級として

扱われる結果4. 60 ( 2. 20(  4 級地区率) + 1. 40(面積割増〕

+ 1.00( 階数' l i I J地) ) となり ，保険料負担の面から考えた

場合，著しい影響を与える乙とが分る。

反面，火災危険を軽減する要素については割引の形で

料率が低下される。すなわち，類焼危険を主体 lζ 格付け

された構造級別は，外壁体の構造を主たる要素とした

が，乙れは言外 lζ 一般建築物としての関口部があること

を前提としている。したがって，乙れら関口部がすべて

防火声lζ より防護されていれば，上記の割増を付課した

料率から最高 10 96の防火戸訓引が適用される乙ととな

る。

また，同様な乙とかる建物の周辺 lζ 充分の空地があれ

ば，同じく最高 30 96の空地割引が可能である。乙の場

合，所在する建物の地区および対面する建物の構造とか

ら空地距離が規定され，最小 7 mから最大 45mにわたっ

て細分されている。

以上述べてきたと乙ろは建物構造に関するものであっ

て， 火災危険を構成する要素のうちの用法危険が加味さ

れていない。たとえば，同じ構造の建物であっても ，こ

れが火気の使用のまったく ない倉庫である場合と，出火

危険の高い花火の製造作業場，あるいは道徳的な危険の

高いキ ャバレー，ナイトクラブに使用されている窃合と

では，出火の可能性は自ずから異なる。乙れら用法上の

料率修正も割増の形で付課される。

構造級別K ついては主として外壁の構造による乙とを

述べたが， 建築物の内装についてはなんら規定はない。

乙れは当然建物の出火危険に大きな影響を与えるもので

あるが，一般に建物の各室によっても相進する乙とと，

内装まで類別する乙とは保険料率適用上の実務国で困難

であるので，乙れを用法上の割増の中で考慮している。

たとえば，キャバレー，ナイトクラブなどでは大なり小

なり内装K 可燃材料を使用しているし，映画，テレビス

タジオでは多くの電気設備が付加され. 冷凍倉庫では多

誌の断熱材が使用されている などである。

3.1 職業的用法

あるビ J レを計画するものとして，乙れがすべて事務所

として伎われる場合には，地区率のみで足りる。しかし

近来日常生活の高度化，複雑化に伴い，事務所ピ J レの機

能も変化しつつあっ て，駐車場，食堂，喫茶庖，ホーJ レ

などが付設される例も少な くな し用法的にも複数化 し
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ているのが実仙である。したがって，一部でも i'l'，火危険

の高い用法lζ 使用されている湯今には，建物全体に対し

て最高の料率を付認するという原則jから ，その建物の適

用料率は平干しく割高 な ものとなる場合がある。本Ｇ，ｉ［ ｾｊ 増料

率を職業Ｇ， ｉｾ ｊ 増と日手び Ｎ 現在 ＷＰ ［ 民主 ｅ 以 上に類別されて いる

が， 一例として第 6表を示す。
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第

一

一
駿

一

アパート ・家依然 1  ー l  ー I 1. ∞ 

持f白舎 ・独身'U

ll∞ 
ホ テ ル

喫 茶 応

食 蛍

，<ー ，キャ，< レー ， ナイトクラブ IJ ど

(330 m
O

米満のもの) 1. ∞ 2. ∞ 3 ∞ 

(330 mヨ以上のもの) 8 ∞ 11. 00 15 ∞ 

映 画 館 ( 不燃性フィノレムのみ使川) 3. 50  5 ∞ 8 ∞ 

駐 車 場 (25 m
O

以上 100m::! / 川崎) 50 1 ∞ 2 ∞ 

0 00 m" 以上のもの) I ∞ 2 ∞ 4 ∞ 

したがって，事務所の一部にl決函館を併置した 1級構

造の事務所ピ J レを前記大阪市 8 等地に建設したものとす

ると，ｾ来の事務所料率 ＲＮＲＰ に比較し， 5 .70  ( 2. 20 +  

3 . 50) の高率となる。

3.2 作業的用法

上必職業的用法! こ対し，工業上の作業を行なう建物に

対しては同級に作業前橋が付課される。木' ，1 ) J憎も 430 1主

主E近く( ( 類別されており ，セルロイド製品製造加工作業

場の Ｔ 級ｾ物に対する ＲＵＮＰＰ を最高に細分されている。

3.3 危 険 物

般に ，用法上危険物を使用する業種については，当

然危険物の作業場内における存在を料率算出上合ましめ

て いるが，倉庫などのように危険物の存在を予忽し Ｑｾ な

い場合には ， 乙の積物品の存在 ｬζｻＧｉｾ う危険の増大に対し

て危険品 ［ｉｾｊ 増を付 認する乙ととなっている。 ｦ 丘険品は ，

危険の度合に応じて A 級， B 級および特別危険品に 3 大

別され .80 ないし 9 .00 の純凶内で割増料率が続定さ

れている。

3.4 建 築 工 事

建物を増改築または模様替する羽合にあっては，既存

建物自体の火災危険の変化もさることながら，建築工事

ｬζＡＧｉｾ う火災危険の増加に対して幼築割増が付課される。

乙れは，新築する場合，改築修給する場合および土台築す

る場合に分けてそれぞれ規定されるものである。
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昭和35年 7 月，消防法の改正』ζ{、れ、新設建物l乙対する
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消火設備の設置が強化された。したがって，消防法で祝

定する規絞以上の述物については， なんらかの消火設備

が設置されなければならない。一方，火災保険の料率の

上では，消火設備の設置により当然料率の低減が計られ

るわけであるが，乙乙でとくに述べたいことは，消防法

の2正当主と 火災保険の親日Ij とが必ずしも一致せず，一般に

保険の規則が強化されているため，せっかくの消火設備

が保険料率引l引上活かされていない乙とである。

消火設備の基準の相迩についてはとかく質簡を受ける

が，乙れは保安上強制lされる最低基準と，損害lζ 対する

保障を与えるための料率算出上の要素としての設{1mとで

は，ある程度差の生ずる乙とも止むを得なL、。

現在 ， 保険料率 ｴｾ ｊ 引の対象となる消火設備は 第 Ｗ 表 に

示すとおり 8 種類あって，それぞれ損官保険料率算定会

で設{ 1m規則が制定され，その' ，I;IJ 引率も保険料率の 3 96な

いし3096' 乙及ぶ。

?A17表 消 火 設 備 割 引

消 火 設 備 の 極 類 | 制 引 事

3 %  

5$百

5 %  

5 - 10 % 

5 %  

30% 

3 - お %

3 - 2 0 % 

手 動 火 災 報 知l 機

自 動 火 災 報 知 機

屋 内 消 火 栓

屋 外 消 火 柱

消 防 ポ ン プ

自 動 消 火 器t 鼠( スブリンクラ)

泡 消 火 法 ! 日

水 噴 霧 消 火 法 日

表の消火設備のほか，新らしl 、消火装置についても

般化されるものについては逐一検: ; ，tの上，規則j化される

わけであるが，乙乙では1 - s 物の設計上比較的一般化して

いる門動火災報知機設備と屋内消火栓設備について述べ

たL、。

4.1 自動火災報知機

本設備はその性格上，消防法ならびに算定会の両基

準，規則と比較する乙とは，紙数の関係で到底不可能で

あるが，感知器の配置上の基準についてはほとんど両者

の聞は大差はない。算定会の規則j上の特質は，使用機器

l乙算定会の認定品を使用する乙とと，特妹な] 彰の天: 11' に

ますする配置ｾ求が洋調 ｉｉ であり，かつ，設置を要求される

itj 所が押入れ内に及ぶという厳格な条件がある乙とであ

る。本設備を保険料率引l引の対象とするかで3かは ，次』乙

iili べる屋内消火栓と異なり ，工事政のi I i i でも相当の聞き

の出る乙とがあるので，事前lζ 』主主と充分話し合うこと

を望みたい。

4.2 屋内消火栓

屋内消火栓に対する消防法の基準と ，算定会の規日IJ と

の比較の概EEをー表にまとめると 第 8表のようになる。



百18友 屋内消火桧股腕! 役 lu:1ilit¥1lの比 i皮

消 防 法 施 行 令 | 算 定 会 規 則

| 各階の令部分から 25m 以下 | 半筏 30m の円で室内の各部

配 信 1 1  

| に消火性を配置 1: 分を包含するよう 配置

同一附の筒先( l a 大 5倒) を | 筒先( 同一階 IC消火栓が 3 傾

向時放水し，各筒先で | 以上あるときは最大 3個) を

放水力 | 放水圧力 J. 7k g/c m" 以上| 同時飲水し ，各筒先で

放水f i ¥130I / mi n 以 上 | 放水圧力 2.0k g/ c m
2
以上

放 水 M 1501/mi n 以上

I  130t x 同時放水筒先倒放 x 1 12mお以上( 同一附 K 消火怜.

水源 ｉｾｾＮ ＮＮｾＭＭ ｾ＠ 1 3個以上あるときは 18m3
以

1  20分 ! 上 )

上表をみても分る ように ，設備上の差は少なく ，事前

の検討さえ充分であれば，工事政の増加は比較的少な

い。とくに ，最; 丘一般化されつつある空調設備周の冷却

用水を水源とした} b } 1与には，従来' ，l i IJ引適用上一審問題と

されていた水源内E の点も解決しやすい。

以上述べてきた結果ては，保険料率は最高のものを適

用す る原日IJ から ，いかに小部分であ っても高率適用部分

の存在によって，建物全体に対する保険料率が J 干しく高

率となる。乙れを日局部に限定するために危険の遮断，

すなわち延焼紅険のj ! f f i 断を日| る乙とによって，料率上の

不利なt郎、も局限し得る。乙の対策として防火壁，防火

戸がある。

15.1 防 火 墜

防火監は，火災保険においてもぶ質的に変るものでは

ない。しかし，建築基準法と異なり，新たに建築される

建物のみを対象とするものでなく ，既存の建物をも対象

とするために，その綴拠とすると乙ろは旧法の市街地建

築物法によっていることと ，構造的な1M限が強化されて

いる乙とである。乙れを表示すると 第 9表のとおりであ

る。

Z1 9  : & 防 火 ) i 規 定

項 目 | 内 容

| 鉄筋または鉄骨鉄筋コ ンヲリート造 l¥' 厚 12 c m以上

| れん瓦 ・石造 . 11ft 筋コノ 9 リート造 町厚 30cm以上

線 道| 鉄筋コンクリート ・ブロツ P 造( 中空部のないもの)

l  Ｙｾ 厚 ＱＵ ｣ｭ 以上

I I i l 以面 45c m以上

突 出 |

| 外 'li1 商 30cm以上

突出の緩和

次の場合は突出不笈

展段両 足恨が鉄筋コンヲリート造 ・鉄網コンヲリ

ート造の場合。ただし ，鉄骨小恩組の場合

はコン? リートでr < 濁してある乙と。

外壁面 ｩｾ 物情逃が Ｑ 級以上の場合。ただし ， 土滅
造. ; . 除く。

防l口部の脚| 甲または乙部防火いをニ句叩り付ける。

火災保険では，防火壁の設置についての強 ｾｬ ｩｉｊ ｾまなし、。

しかし防火墜を設鐙する乙とにより ，料率上， 2 級，

3 級および 4 級の辺物ならびに構造級別を異にする建物

1(. 対しては，次のように有利な扱いを受ける乙とができ

る。

(  1  ) 構造級別を異にする迎物では，劣級部分に対する

適用料率を全建物に付課することとなるが，乙の

聞に防火墜を挿入すれば，各別の建物として何々

の構造級別に対する料率を，それぞれ適用でき

る。

(  2 ) 建物の而紛が大きくなると而杭割増が付諜される

が，防火墜によって1烹画されれば，各部分の而以

』 ζ 対応、した ｾｉ 対桝のみでよい。したがって ＶＶＰ m

2  

以下にPく画されれば而fl ' i 加納を裂しない。

(  Ｓ Ｉ 同ＭＭｾ物内で異なった用途に使用され て いる呪

合，最高の泊IJi 1 " I が付課されるが，防火壁で| 叉画さ

れた場合は個々のＧ， ｉｾ ｊ 増をそれぞれの部分に，各別

に適用できる。

(  4  ) 収符品の種別が異なっ て保行される場合，最高の

ｦ ｬＱｾ食品割増が付認されるが，防火 ｍ の設置により

各別の訓増を適用してよい。

( 5  Ｉ関口部の防護が ｾｉ られ ている 部分と ない部分があ

る湯合，防火墜により防波部分K ついては防火戸

割引が適用できる。

( 6  ) 消火設備による 'Jil J ij I適用部分が限定されている場

合，防火笠て| 又闘すれば当部分に対し割引が適用

できる。

(  7  ) 建築工事が行なわれている場合，工事部分が防火

J ] ; i で区画されていれば工事部分に対してのみ訓増

を付課すればよい。

以上を要約すれば，防火墜により灰画された羽合は，

各区画をそれぞれ日IJ の建物とみなして，個々の料率が適

用できるということになる。防火壁は，それ自体1(. 円立

性が2 t 求されることから，鉄筋コンクリート造りの 1 級

以上の建物に対しては防火墜の解釈は困難であるので，

乙れに該当するE主体によって区画された場合は，分室と

いう表現で上記に近， ' 1 ' 及いを受けることができることと

なっている。

5.2 防 火 戸

防火戸の使用は，防火! l . t : の関口部を防護して完全な防

火区画を設ける場合と，外壁の関口部を防護して周回か

らの類焼危険を防止する協合と lこ分けられる。そうして

防火百lz，取り f、i けられる壁体の耐火性と同等の性能を

有して始めて: L i : 義がある。したがって，防火墜にl叙り付

けられる防火戸は，防火壁相当の耐火性を要求され，ま

た，外壁に取り付けられる防火戸は，その外壁の耐火性

相応のもので充分である。

火災保険では，以上の観点から 3 級建物に対しても防

火戸川引が適用され得るためκ ，建築基準法でi規定する

よりも多種の防火戸分頬を行なっている。乙れを比較す

ると 第10表のようになるが，同じ叩積，乙夜! 防火戸名祢
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第 10 表 防 火 戸 部 別 比 較 各郡山l婚にも影響し， さらにその建物内

車n llU 厚 き |建築基植法| 火災保険 の動産料率 lζ 対しで も結果する乙とと な

O.5m m以上 甲車E防火戸

鉄 板 O. 5m m未尚 乙種防火戸

鉄 骨 両 面 鉄 板! l N 鉄 板 O. 5 mm以上

申書E防火戸

( 治前ilまたは石納入) 岩 新1 6.0m m以上

鉄 骨 片 面 鉄 板! l N 鉄 事Z 1. 5 mm以上 甲種防火戸

鉄板1. 5mm未満 O. 5 mm以上 乙種防火戸

O. 5 mm未満 乙種防火戸

スティ ール・シャッタ ー | 鉄 板 1. 5 mm以上 甲種防火戸

1.5 mm未満 O. 6 mm以上 乙種防火戸

O. 6 mm未満 乙種防火戸

鉄筋または鉄骨コンクリ ート製 | 60m m以上 甲車E防火戸

60m m米131 3 5 mm以上 甲種防火戸

35m m末梢 乙種防火戸

土 ｾ＠ 進 | 150m m以上 甲車E防火戸

150mm未満 90m m以上 乙種防火戸

90m m未 満 乙額防火戸

鉄 料，1，同 入 ガ ラ ユ 乙種防火戸

防 火 木 仲 網 入 ガラユ 乙種防火戸

木骨プロトン防火戸 乙種防火戸

木 作 ヒ レ パ

木 什 片 面 鉄 板 張 鉄 板 O. 5 mm以上

木1'j 片面アノレミエウム板! l N アノレ E ニウム絞 1. 0m m以上

であっても ，基準法による場合と火災保険の取扱いによ

る場合とでは，内容が異なるのでど注悲願いたい。

以上の防火戸種別の使用対象は，次の第11表のように

定められている。

第 11 表 防 火 戸 の 使 用 区 分

使 川 場 所 | 防 火 戸 種 別

|ニmの甲または乙種防火戸

防 火 !ll1 I  ただし，スティ ーノレ ・シャッタ ーおよび鉄

| 伺岩納入両面鉄叡lU戸は_111でよい

特 ｾ Ｑ 級 Ｂ ｬｬＴ却の外壁 | 甲または乙週防火戸

2  級 11 1 申，乙または丙租防火戸

3  級 11 11札 乙，丙または丁極防火戸

いままで述べてきたと乙ろにしたがって，個々の建物

IC対する適用料率が算出される。乙れを算出の11鼠序に し

たがって別記すると次式のようになる。

基本料率Ｋ屋板割増Ｋ面秘書 ｉ ｊ 増 Ｋｉｾ 雪数 ＧｬｬＧ ｊ ｪＺ 曽 ー 防火戸

￭ｾｾ ｊ 引 ー 空地割引十建築割増Ｋ職業担 ｪ 増Ｋ危険品割

増Ｋ作業割増 ー 消火設備［Ａ［ｾｊＵ Ｑ = 適用料率

そうして，建物内の動産に対しては，建物の適用料率

に動産の種別に応 じた動産増; ! i I Jを付課したものが適用さ

れる。したがっ て， 建物の構造役別のいかんがその後の
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乙種防火戸

るわけであ り， 高額な設備装置を設置す

る建物，な いし多量の商品を保管する庖

舗 ，倉 庫な どでは，建物 に対する保険金

甲車E防火戸

ｾよ りも 動産に対する 保 険金額が高く ，

乙種防火戸 保険料負担も動産 lζ 対する比重が高く な

乙種防火戸 る。 ｦｾ 級建物の一部 ｉζ 劣級壁体が付設さ

れた り， 高料率の用法が一部で行なわれ

甲租防火戸

ている場合の料率が全体 lζ 影響を及ぼす

乙種防火戸

乙とはすで K 述べたところであるが， 乙

丙種防火戸

れ は あ く ま で 料 率適用上の原則であっ

甲車E防火戸

て，実用上は高料率を付課す る乙とが著

しく不合理である場合には，合理的 な料

甲種防火戸
2容に調整する余地が残 さ れている。 しか

甲種防火戸
し， 乙の場 合 で も 高 料 率 部 分がある乙

と，す なわち，火災危険の高い部分があ

乙種防火戸 る乙とによる危険の影響を無視すること

丙種防火戸
はでき ないので，料率の調整を計る際に

安全係数が見込まれて不利と な る乙とは

丙種防火戸

避け難い。したがっ て， 建物の計画上，

了種防火戸

できるだけ保険料率適用上の不利を避け

丁重E防火戸

ることと ，止むを得ない場合でも各別の

料 率が適用できるよう ，防火的』乙遮断を

計る乙とが望ま しい。それはとりもなおさず，建物の白

衛上からも好ましい乙とである。

1__2お わりに |

従来，新設建物につき保険料率を適用するに当って，

計画の段階にわれわれが遜当なアドバイスを与え得る機

会は極め て少ない。これは，建物が完工 引渡しがすむま

で施主の保険契約の対象と な らず， しかも完工するまで

契約保険会社が決定しない 乙とが多く ，新設計聞につい

て具体的に打ち合わせる乙とができない乙とにもよる。

しかし，施主は保険料率直用上の諸問題について建設担

当者が理解した上で計画したと思い乙む乙とが多い。す

なわち，保険料率適用に限ってみると ，施主，計画担当

者，保険会社相互間で充分検討を尽す ζ とが望ましいわ

けであ る。計画担当者としては，少なくとも上記の諸点

について深いど理解をお願いするとともに，われわれも

保険( 乙関する問題点については， ど協力を惜しまない狛:

りである。

なお，i j I を捌くに当っ て建 設工事中の諸危険な らびに

第三者に対する j賠償立任を保障する建設工事保険，組 立

中の機械設備，鋼構造物の事故ならびに第三者 lζ 対する

賠償-立任を保障する組立保険も売り出されている乙とを

付記したい。 以上
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3  
設備部門

設備機械室の広さについて

K K大林組般的部部長

高 橋 誠 義

乙こで設備機械室というのは，一般にボイラ室，石炭

庫， ( 油の場合はタンク室) ，冷房機械室，ポンプ室等

と称されているものを包含し， ヒソレディング内において

その空気調和，衛生等の諸設備機器類，たとえば，冷凍

機，ボイラ，空調器，送風機，' ザンプ，貯湯糟，7]<松l ，

WJ カ操作盤等を設置した部屋の請である。

さきに，本誌 1958年12月号で発表した「建築設備室の

実態調査」の範囲を少し狭め てオフィスビルの設備後械

室{ζ 限定してその広さを予測する方法を考えてみたL、。

一般に設備室の広さを決定する場合! こは，建築の基本

計画の当初から ζ れと平行して負荷容量計算を伴った設

備設計が行われるのを理想とするのであるが，乙の方法

は決定までにかなりの時聞を必要とする。と乙ろが実際

(乙は建築の平面計画時lι 設備室の広さを早くきめておく

方が有利な点が多いので，建築設計者の経験と勘による

概算によってその広さを仮定して行く方法が一般に採ら

れている。乙の仮定とは建物の延面積の約何% を設備室

面積とするという概略の定め方である。しかし，乙のき

め方は全く概算であって目安として大きな狂いはな l 、か

も知れないが，実際の建物には種々雑多な条件が加味さ

れて くるので，乙の比率は諸条件に応じてかなりの巾を

移動するものなのである。その諸条件とは

1  建物の用途，規模，周囲の環境

2 .  企画者あるいは設計者の設備室に対する考え方と

設備室が決定されるまでの経過

3  設備の方式

4  将来の用途変更，増設等を見込んで当初から余裕

を見込む乙と

5.  建物内における設備室の位置と形状

6. 設備室の高さと広さとの関連性

7  通路，保守点検，修理用スペースのと1 ) 方

8  作業員詰所あるいは中央監視室等の部屋のとり方

等であろう。

乙れら籍条件についての説明は省略するが，設備室の

広さを算定するに当っ て乙れら諸条件すべてに応ずるも

のを見出す乙とは極めて複雑であり ，不確実な要系も多

いので明確な結論 l乙導く乙とは容易でない。

さて，設備室のうち電気室は次にゆずり ，乙乙では設

備機械室を採り 上げ，以下乙れが広さについての検討を

試みよう。まづ，問題を簡単にするため建物の用途をオ

フィスビルディングとし，建物の規模を延面積 3.000m
2

- 30. 000m
2

程度のものを主として採り上げることとす

る。空調設備方式は全ダクト中央式を主とし，ユニット

ステ ップ式との比較は乙乙では触れない。 7 ， 8 の条件

については後述する乙ととする。乙のようにして条件を

ある程度仮定して上記のような機械室広さを予測すると

しても，なお実施汁函の段階では設備機器の配置に無理

を生ずる場合があると恩われるのである。建築計画者な

らびに設備設計者としては，予測したものがとのような

無理が少し合理的であり ，後の修正の少いものを望む

のは当然であろう。乙に lζ 実例を調査し建物延面積に対

する機械室面積の百分率を統計的に出した値を検討する

ことが重要となって くるのであ るが，実際には個々の主主

物には前述の諸条件l乙よって種々の値が見られその判定

に迷う場合が起っ て くる。 そ乙でとのような場合にも建

物の要求に合致する妥当，正確な判定を下し得る資料が

必要と なって くるのであって，その必要性に応じて次の

二つの方法を試みて提案しようとするのである。
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第一の方法

さきに 1958年 12月号で採用したものと同ーの方法で，

最近の大阪附近のオフィスビルディングで全館冷房のも

の( 延面積3 ，000 m
2
- 30 ， 000 m?  程度) 38例を選び，実態

調査の結果を一覧表にしたのが第 1表であり ，これ らの

数値を最小自乗法 lζ より統計的に処理し図表化したもの

が第 1 図表である。調査した実例では特異なものは除外

し 比 較的妥当と思われ るものを採り 上げ，かつ設備方

式は一応全ダクト中央式 lζ 限定した。( ただ し 各階ユ

ニットステッ プ式ではないが，屋階あるい は一部中 l塘に

空調器を設鐙するものは乙の実例 lζ 合めた) まづ，乙の

図表から見受けられる乙とは，建物延1面積が増加するに

したがって，建物延面積 lζ 対する j後械室面積百分率( 図

表中の Y j ) が減少する乙とである。乙れは従来の乙の種

の資料からも予測されていた一般的傾向である。 なお，

最近の大ビノレディングの設備方式においては空調設備の

系統数を増し，各室の用途，使用l時間の相迭に応 じら れ

るように考慮する乙とが多くなってきたので，乙の場合

機械室の而五!i は増加 し，延面積の増加に伴う百分率の減

少はおl合lζ 少いと思われる。乙の傾向は特に全機械室百

分率 Y
2 において見受けられる。各階ユニ ットステップ

式は，全般の傾向を探究するに足るほどの実例が得られ

なかったので， 乙乙では採り 上げなかったが，乙の式で

は全後械室面積はさらに増加し Y
j
， Y

2 の直線は多少相

第 1表 オ フ ィ ス ピ ル 中 央 グ ヲ ト 方 式 の 機 械 室 統 計 表

ｎｯ Ｎ Ｑ 延 面積 附 ｼ 抑制 ｢､ ｼ 高 訳書 ｉｬｭｭｬｴｾ 11 NO. I 延商積 wl同 様 1ｾｾｕｴｾ＠ 1奇襲事 |む比事

l  1. 429. 0 70.0  4 鈎 70.0 4.90 70 8，804，2 270. 0 3.07 345 .4 3. 93 

2  2，941. 4  172. 0 5. 85 187.7 6. 38 21  9，798 .4 459.5  4. 69 554. 9 5. 66 

3  3，159 .4 151. 0 4. 78 174 .5  5. 52 22 9，902.2  302.8 3.06 414.3  4.20  

4  3，350. 0 157.0  4. 69 167.0  5 ∞ 23 10，012.0  254. 7 2.55 398.2  3. 97 

5  3，752.0  181. 8  4.85 211. 5 5. 63 24 11. 187.0  407.8 3. 64 571. 0  5. 10 

6  3，890.0 152. 0 3.90 243.0  6. 25 25 12，8∞.0 345.0  2. 70 573. 0 4 .47  

7  4，078.0  164 .7 4. 05 178. 0 4. 36 26 15，∞1. 7  665.0  4.42  776. 5 5. 17  

8  4，482. 6 223.8  4.99 279.5  6.23 27 15，044. 7 飴4. 0 4.40  780.9  5. 20 

9  5，544. 3 281. 1  5.07 369. 5 6 .67 28 15，117.0  679. 1 4. 48 713. 8 4.72 

10 5，お0. 0 248.7 4. 26 322.0  5. 52 29 18，298. 5 797.0  4. 35 1，112. 2  6. 10 

11 6，051. 3  袋渇 5 4 .41  346. 5 5.73 30 19，081. 0  734.3 3. 85 773.0  4. 05 

12 6，182. 0 261. 0  4.22 277.0  4 .48  31  19，487. 7 869.0  4 .48  1，018.0  5.22  

13 6，478.6  232. 0 3.58  302.8 4. 65 32 20，082. 7 850. 7 4 お 1. 014. 3 5.06 

14  6，784. 0 306.5 4.50 391. 8  5. 76 33 21. 613. 0 714. 7 3.30 1. 059. 7 4. 89 

15 6，814. 2 220.3  3. 23 326.3  4. 78 34 22，069. 7 7∞ o  3. 18 1. 156. 5 5. 23 

16 7，170.3  321. 2  4. 48 355. 8 5.00 35 22，605. 0 7 ω 8  3. 14 861. 3  3.81  

17 7，382.4  414. 7 5. 63 434. 5 5. 88 36 25，722 .4 ω 4.2 3. 51  1. 244. 9 4. 84 

18 8，479. 4 362. 6 4.27 428. 7 5. 07 37 29，160. 5 993. 7 3. 40 1. 3∞ 8  4 .45  

i  19 
8，531. 0  268.0  3. 14  378.0  4. 43 30，074. 8 689. 6 2. 30  1，242. 3 4. 14 

官事 1 図 表

9  
建 築 廷 面 積 と 機 械 室 延 面 積 と の 関 係 図

8  
Y 2 - ー ーー ーー乏司E 婦 に 均 す る 全 曳 厳 重 薗 恨 の 百 台 皐 を . 1>1、ニ 司'- ll. に よ っ て 衰 の し セ 直 棟 "

1 ' - 一一一ーーー "  ＧＢ 下 叡 ｾ Ｚｕｩ ｬｬ

7  

6  

5  

4  

3  

2  

5  10 15 20 25 30 
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茸l 2表 会 機 告書類周囲 空 間 寸 法 一 覧 表

函 | 後 仮 | 側 而 |
摘 要

巡すると恩われる。 なお，乙の図表によ

って上記の百分率が前掲の諸条件によっ

て大体どの純閣内で移動するものである

かを知り得るであろう。さらに，他の異

ったオフィスビ ｊ レディング抑を司， ｾｦｩ し ，

図表を画けば多少相逃した結果が現われ

る乙とと思われるが，特殊なものを除外

すれば大体似たようなものが得られると

考えている。後 lζ 第二の方法によっ て導

き出した例題と乙の図表とを比較検討し

てみよう。

ポ ン プ 15f P以下 45c m以上 45c m以上 45c m以上

ＲＰｾＳＰ ｦｐｾ Ａ 皮 50 
11 

50 
11 

50 
11 

50伊以 上 60 
11 60 

11 60 
11 

ｾ別総 送 風織部分 通 常ダヲ ト

点1 検505mm以Ij 上

となる 。 スペ ースと

な る。 反 対側

70c m 0 1' 0  

冷 回 ｬ 機約 Ｘｏ ｒｔｾＳ ∞ ｒｔ 1.∞m 1 ∞m 1.∞m チュープ引抜スペーユ

ｾ ＱＮ ＵＰｭ＠ ｾＱＮ ＵＰｭ＠ 必.ill!ｾＱＮ ＵＰｭ＠

350RT以上 1. 5 0 m 1. 50m 1. 50m 

ｾ Ｒ 目 ∞ ｭ

第二の方j去

乙ζ に提案するのは設備機械室lζ 設置

される機ｾｾ類の容量設定による機械室広

さの算定方法である。

いま，設備機械室面積を各{ l [SIL分析し

て考えてみると次のようになると思われ

る。

送 俳 風 繍

ボ イ ラ ー

ストレ ーヨタンク

小 タ ン ヲ

水 納

低気錬作盤

ｾＲＮ ∞ ｭ＠

プーリー以側上

1. ∞m 

2. ∞m以上

1. ∞m以上

70cm以上

タラ ップ以{ 上則

1. ∞m 

l α) ( ) m 

ｾＲＮ ∞ ｭ＠

他 側 ｾ俳風機 ｉｌ 接見し込たダむ ヲ

70c m以 上 7Qcm以上 トスペースを t必

援のある場合 もある

1.∞m 60c m 前面ユ トー カーの場合

ｾＱＮ∞ ｭ＠
引抜2 ペース必合回要は ｉ ｾ 前合
パーナーのの範場 開ま

2.∞ m 

れ る。マルチパスケワ

ニーボイラ ーでは煙立1

事il 除のため煙管必長要 きの

ｾのスペ ー ス

1. ∞m以上

70c m以上

その他

80c m以上

50c m 50cm 0 1' 0  日のある側はJ J i i のrtH・

~ω c m 50cm 

1. ｩ 幾 ｒｾ 据付面積 m3表 各 ピルテ・イング繊械室而訟と通路前車Iとの一覧表

2. 機 Ｎ ｾｾ周図必要面砧 ビ ル デ イ ン グ | 延 itii ｉｪ ｾ＠ m2  I機械室面積 m2 1幣鋸ft 所要国i積 | 通 路 面 積 m2 1 郊
符. f . J . 1 ilJ; ilii lj l m"  ｉＭＢＢｾ ｾＭ［Ｇ Ｍ ｬ ￯￱ｔ ＮＢＢＢＭ ￡ ｾ［ＢｉＭ ｡ ｰ］ ｡ｲ Ｍ ｡ Ｎ＠ lapj ar  

3. 通路面t'1

Oa  4，482. 6 212. 4 192. 39 20.01 9.42  

4. 作業旦室面積

1  機ｾｾ据付面積とは機探外郎の占有

Ob  9. 586. 8 ま渇 .0 お5.6 70. 4 19.2  

Oc  25. 722. 4 616.0  511.9  104. 1 16. 9 

Od  10. 173. 8 311. 8  262. 9 48. 9 15. 7 

国政である。 Oe  10. 394. 95 645. 62 557.02 88. 6 13. 7 

Of  17. 973.6  幻8. 79 233.79  45.0  16. 1 

Og  11. 371.16  351. 8 I  
お8. 61 93. 19 26. 5 

Oh  6. 814. 2 194. 5 160.76 33.74 17. 3 

Oi  19. 飴8. 71 345. 32 242.77 102. 55 29. 7 

Oj  36. 975. 0 1.126. 9 813.16 283. 74 25. 2 

O k  26.228.67 547. 14 396. 69 150 .45  27.5  

01 13. 314. 21 693.6  489. 1 204.5  29.5 

O m  13. 120.85 284. 75 223. ω 61. 69 21. 7  

平 均 20. 65 

2  機探周聞必要面1 ' ，'1とは作業上必要

な機探周聞の面積である。機械室!Cは各

祁の機探実ii ，冷凍機，ボイラ ，空調探，

送風1獲しポンプ，タンク等が設置されて

いるが，作業日が操作，点検，i注計h，修

理，搬出などの作業をするに必要な作業

域として機器据付面積よりそとの寸法を
住機烈偲{ ; l 而積 と機日時周囲必要而積とを1mb): したものを繍熔犯H所袈町邸とする。

一応次の第 2表のように定めてみた。

3. 通路面引とは作業員の通行問の面駅であるが，機

ｾ￭ｩ 類の迩搬路や修理ペ ー スとしても使用される郎分の面

引である。比較的好例と恩われる 13例の実用オフィスヒ

ルの調査資料に対して上記の考え方を適用し，機械室面

引に対する通路面積百分率をt?: II Uしてみると次の第 3表

のように平均値約2096が得られた。

わが国では工作機械の設置された一般加工工場の平面

計画において ， 工 ｬ 易全体を機械所姿而高ｾ ( 機械の占有す

る必ｾ＿Ｇ ｾ ｬＧￍｬ ｩ 而 ｗＫ 作業面ＱＧ， Ｇ ＱＩと辺路とに分けて ＳＵ える乙

とがあるが，その場合機械所要国般に対する迎路面引の

1寸分率は特殊なものを除き約20- 2596といわれている。

乙の値は上記の結果とほぼ一致している。

4. 作業員室面積とは作業員の常駐するスペースであ

り，伝近は i当il'YJil 日!御装置の普及に伴って中央監視室を広

くとりそのー fl[Sを作業員室として使用する傾向がある。

以上四種類の面積を加算したものが設備機械室の商事!i

となるのであるが，ζ の{ 直はビソレデ ィングの設備方式，

設 ｾＱＱ ｩ 機ｾｾの容量 ， 設置方法等によっ て それぞれ奥ったも

のとなるであろう。いま，かりに延面積 15 . 000m

2
のオ

フィスビノレデ ィング ( B2' F9 ) を例題として採り上げ，

上述の第二の方法を適用して機械室の広さを算出してみ

ると 第4表のようになる。乙の場合設備方式は全ダク ト

中央式とし空調系統はi也1糖3 系統， I芸|椛 2 系統とし，そ

の他の設備内容はこの程度のピ J レディングとしてもっと

も一般的なものを選んだο また， tnーの方法による資料

と比較するため ，作 業員室面積は除外した。なお設 ｾｬｉ ｩ 機

ｾｭ の種類 ， 容量 ， 台数等の算出級拠は乙乙では省略させ

ていただくが，筆者の提案しようとする統計値と略算法

とが必要に応じ一般のど参考に供し得られるよう手元l乙

用意さ れており， また他日発表の予定である。
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次lζ ，第 4表で得た例題の設{ 1m機敏室面総百分

率 Y
1
，Y

2 を第一の方法による第 1 図表と比較す

れば Y
1
，Y

2 ともに第 l 図表の該当延而杭位置の

i直線より下位にあり ，妥当な値といい得るであろ

つ。

なお，上記例題によっ て機械室面高!j ーを iHt ; rした

が ， 乙の他は ， 諸機器類の巧妙な配置による機ｾＮｾ

相互間作業域の縮少，遠隔操作による機器操作錐

面積の節約，立体的配置による機械室面積の節約

もあり得るし，またその逆の場合も起り得るので

多少の変動はまぬがれないと思われる。しかし，

乙の第二の方法によれば冒頭にかかげた諸条件を

ある程度仮定することにより比較的無理の少い妥

当なものが得 られ ると思うのである。

な お ， 設制 ｈ ｩｬ ｬ 気室 ｬζ ついても第二のブ Ｑｪ ＨＱｾを使用

し得るはずであるが，これらについてはあらため

て他日発表の予定である。

以上オフィスビノレディングの設備機械室の広さ

に関して多数の実例による統計イ ， ｚ ｊ な数値と ， 各 ｬｾｓ

lζ
分析 してその広さを計算する方法を述べてその

延面杭lζ
対する百分率を掲げた次却であっ て， 現

状におい てこれが一つの参考資料として役立てば

幸と思うのであるが，将来を予測するならば，設

備機2誌についてはなお一周コンパク トな ものが現

われ るであろうし，設備機械宗作業環境をさらに

快適な らしめるため余裕をもたせるという相反す

る傾向 もあろうし，その広さにI Y -l しては例々のケ

ースについてその百分率がかなり動 くも のと考え

られる。
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支持力はくいの先端支持カとくいの周辺j苧彼女持

カとの和であるとするものである。乙の2
号えブJ は

理論的には正しいが，音，.t;r l乙よって必らずしも正

確な結果を符られるとは限らない。そして乙の公

式には古典的 ＱＱ 争点学公式と土質工学Ｈ，Ｇｾ ，'{j t  j ]' 下公式

があるが，一般に使用されているのは ，Meyerhof t  

式，学会). J l .
i
悼式などである。

安全率 F
s は，支持力算定方法別によって大路

次のよう な値をとっている。

パ虫荷試験による方法 ・・・・・・・・ ・・ ・3

{ 動力学的支持力公式による方法 3 - … 6

ll(f l

力… … … … … … ・… … … … … ・ 3

以上「 くい」についての概論を記したが，時1<い ，mくい，

支持く い，ｾ罪ｉｦＮ ｩ くい Ｑ Ｎ［Ｎ どの問題点 ， またく い 施工法 ， 手 、 ｉｩｬｬ特

妹 くいなどについて は紙而 もなく ，代附した。
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5!  4:& 例題，ｊ 正面積 ＱＵ ， Ｐ ∞ ｭＢ 事 務 所設備強械室広害 訴 ｾＱ ＧＲ＼

機様名称ｼ容公台数 ｼ 円 札 吋機糊 ｈ 所裏面 ｬ￬ｾ a. ! t 問

地階

タ ー ボ 冷 凍 機， 220RT  x 2台 4. 73x 3，0  1  
(4，73+ 3，0) (3.0+ 3.0) X 2  

= 92. 76 

2. 29x 2，5  ' (2. 29+ 3，0)( 2.5+ 2) X 2  

= 47. 60 

セクシヨナル 1  57914 x 2台

ボイラー

グ

1 5412 x l 台 12.16X 1. 4 1  
(2，16+3. 0)( 1. 4 +2) = 17. 50  

空 調 AA 7 7 ン共| 送風hl 7∞
m

3

16.40X 3. 2 1  
(6.40+ 1. 0)(3.2+ 1. 5) x 2  

x 2台 1 1  = 69 ，56 

11 1
/ 1

3∞
1/  X  1台15. 90x I. 57 1  (5 ω +  1. 0)( 1. 57 +  1. 5)  

= 21. 181  

• 

給 排 気 7 7 ン グ
330

11 x 2台
1 1. 0 X l. 7  (1 .0+  1.7)( 1. 7 +  1. 4.) x  2  

= 16.74 

(0. 9+  1. 7) (1. 4+  1. 4)  x  2  

= 14.56 

11 グ 2 1 0 11 x 2台10.9 X l . 4  

冷 水 ポ ン ブ 2
∞
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m mx 2'el' 
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冷 却 水 ポ ン プ 2∞

m m  X  160 

m mx 2台

揚水及消火ポンプ l∞
m mx lα)() 

I I. 94x O. 7 1  ( 1. 94 +1. 0) (0. 7 +1. 0) x 3  

m mx 3台 1 = 15，0  

排水 Ｇｩｬｚｾ 目 ポンプ l∞
m mX ll

∞10. 7 x O，7  

m mx 4台

(0. 7 +  1，0) (0，7+  1.0) x 4  

= 11. 56 

:n  ? l ! ポンプ IT524
∞

x 2t i' 1制111. 85x O.84 1  ( 1. 85+ 1. 0) (0，84+ 1. 0) = 5.24 

品 交 換 保 10
，57mx 3. 8m 10.57x 3，8  1  

(0.57 +1. 4)( 3，8+ 1. 4) = 10.24 

x l 台

貯 / J ; j 納 1
4.2 m

3  
x  1ft 13.2  x l. 3  1  

(3 ，2+ 1. 4)( 1. 3+ 1. 4) = 12.4 

サ ー ビスタン' . 1 1  0. 6m
:l 

>< 1台 11β x O. 7 1  (1. 6+ 1. 4) (0.7+ 1ι )  = 6. 3  

受 水 l
刊，

23m
3  

x l ft ' 3.6 x 3. 6 ' (3，6+ 1. 8) (3.6+ 1. 6) =  28. 08 

ガス メータ ー

立ノ'1< a活

動力操 作盤冷凍機

1. 0  

2 台 1 1. 7 x 1. 1 ( 1. 7 +  1. 0) (1 .1  +  1. 0) x  2  

= 11. 34 

( 1. 2+  1.0) (0. 4 +  1.0) x  2  

= 6.16  

(0. 65+  1. 0)( 0.4+  1. 0) = 2.3  

(0. 8+  1. 0)( 0.6+  1. 0)  = 2. 881  

(1 .2+  1，0)( 0.4 ト1. 0) x  2  

= 6.16 

(0.65+  1.0)( 0. 4 +  1. 0) x 2  

= 4.62 

ポンプ 2 介 11. 2  x O，4  

11 1 台 10. 65x 0.4

11 1  'F? 1  0. 8 x O，6  

グ

笠測隊 2  fi 1 1. 2  X O.4 

動力機作品t給排気 2  fi 10.65x 0.4 

地階
a"

地階機械室而t'l ar l  (泊路而政apを合む ap/a n= 20%)  

地階オイルタン世箆
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(6.4+  1. 0)( 3. 2+  1. 5)  = 34. 781  

(6. 0+  1. 0)(2. 3+  1，5)  = 26. 6 

(3. 6+  1  ，8)( 3.6+  1. 6)  = 28.081  

(0.67 -1 1. 7)( 1. 1-1 1. 4) x 2  

= 11 お

(0. 67+ 1. 7)( 1. 1 十1. 4) = 5. 93 

4，62x 2  = 9.24 

尽階 an

11 aγ ( O! 附は ap/ar を 10%ICとる )

全機械室町針 。
' r

(aγ 2 + 尽階 ar)
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Y
2 = a，rl A  

nt  116.48  

130. ∞ 

679.83 

ＳＮＶＷ ｾ 百

4. 53%  
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幸支 3桁 σ〉

「くし、」 に つ い て

r< い」についてというあまりに大きな「テーマ」を与えられた私i

は，似 られた枚数内にきてなにを srJ 述すべ きか，い きさかとまどっ

た。 rくい」の一分野である打蚊力による支持力且! 論， くいよ りの地

銀への応1J 伝迷のFJ l諭，またはくい施工法の租煩など，どの一つをと

っても巡!P. 1 f o 肢の主主上にある大量な附凶で， ζ れらK ついてはI!J I' リ

分野で発友きれつつあるので，私と ときが世代制ではないと思う 。そ

れゆえととではごく一般的な』町議論 K とどめることにする。

基礎地業の必要性

m; :生物を椛策する J 。至極m削j主払」』1な組立ノ、ウス I的内なも

のか ら ｺ政ｾ

ｊｾ 凶ビ ｊルレ』に ｅ 至るまで Ｇ そのｾ造物の桃造形式には，木造 ，

石造，煉瓦造，ブロック造，経量鉄骨造，欽什造，鉄筋

コンクリート逃， 鉄，ｾ Ｎ 鉄筋コンクリ ー卜造， 粧 品コンク

リート造など各自: 各織のものがあり ，建造物の JTJ途別に

分けても ， 乙れまたあまりに施類多く ，どれーっと して

同ーのものは な く，その上 乙れらのEbit t物が構築される

場合ともなれば，山あり ，川あり ，沼地あり ，平但i也あ

り. lliJ 由ありで，その地盤も ，一枚の強固 な岩盤からで

きているようなJ 1Jl 怨的なものばか りでな く，一般に「乙

の湯所になにを構築する」といった形で設計が行なわれ

るのがilli 例で，地盤の臼由な選択はほとんどないといっ

ても過言では ない。地周は自然にで き上っ たもので，他

の人工的なｾｾお材料のように均質なものでなく ， 成 ｊ ￬ＧｩＧ ｩ の

組成状況も土の性質も極めて複雑 で，乙の上にm築さ れ

るBl 造物が，台風，地尽などの CI 然の猛威 l乙耐え，いつ

までも故障なく ，美しい妥でかつその機能を満足させて

こそZ主義あるものといえる。建造物の故障で構造部材に

発生す る1'(1裂は ，不同法下に原因する場合が多い0 ・沈下

もｾ造物全体に Ｍｾμ 乙生ずるならば ， 一 応 さし っかえな

いとも巧えられるが，不同沈下となった場合，上部構造

体 lζ は:(1)) -1" 11与予恕しなかった内部応力を生じ，上氾の亀

裂発生から止t造物の傾斜へと進行し，大' j CK 至るのであ

る。乙のように建設地自在に不通' 当なirlil 従j也業を行ない，

もしそのi由来を柿修するともなれば多似の1'i HJ と，その

間の使用者側の不便さは大変な乙とに なる。また，どの

ように理論的によい基礎地業が設計 されたとしても，施

工上困難があり，危険性があり ，経済性に之しく ，工期

が予期以上l己主2ーするものは採用する乙とができ なし、。

故 lζ t MJ，占形式および地業を決定するためには まづ敷地

j 山般の iiftdff を，その建造物の規模に応じて行な い，よく

土性状をつかみ，安心して上部構造体の荷重を伝え得る

基礎形式と j也業を決定しなければならない。乙とに密集

市街地における施工では，近隣家物，公共主l!; 没物，架空

要王

4  施工部門

株式会社竹中工fh広大阪本応妓術部

近 藤 幸 雄

総などへの拶轡がと くに主安な|問題をt足起してい る。

基 礎 の 種 類

基礎の羽i矧は①111桜必磁，① くい1I JJ古，①ピヤ1 J ; 悦の

三つに区分できるが. Ｑｾ 悦版下の ｪ 也 ｾについては ， 間単

な砂虫X. 砂利! fJ I( . ;t1J来! 敏から ，ペデスタルくい ，コンク

リート くい，釧くい，などのくい池業. JI 尚ケーソンベ

ノトくいなどのピャ ｪ 也ｾＮあるいはパイプロフロテーシ

ョン ，サンドドレイン: S挺波注入などの地盤改良による

地業など，種類も多 く，それらを単独κ 行な う場合や，

組合わされて行なう場合など，千差万別多種多織であ

る。

「くL、J について

w従構造をt J ; f従スラ 7' の形式』ζ よって分納すると ，フ

ーチング法磁 ｏｾ｜ 立，複合Ｎｾ紘Ｉとベタ基礎に分け、

れる。またj也業j彰式 lζ よっ て分煩すると ，前記のどとく

直接基礎， ピャ1) ; f被に分けられる。くいiMd査は地中l乙設

置した「くい」によって上部構造の荷主を支持する法悦

をいい. I ピヤ」によって支持する場合はピヤ基礎とな

る。ピヤとはirlift経スラプから支持地盤の深さまで，地盤

を掘 ＱＱＱ ｊ して 設置された柱状 ， 函状の地ｾを総称するもの

で，最 少 径 ま た は 幅 が 約 80 c m以上のものを称してい

る。通常列筒と日子ばれてい るものはピヤであ り，ケーソ

ン( 潜商) 体をrnうるものも乙れに合まれる。 I くい」

と「ピヤ」の相児は，あまり 明確ではないが，上記のよ

う1(. 寸法形状的な国と ，工法が「くい」は打込みゃ圧入

によって周凶の地盤を排除しなが ら造られるのに反して

「ピャ」はJ J i i l l11j して後1( . ，あるいは版印l しつっちt下 させ

て築造 されるものであ り，その断面は大 きく ，深い基l泌

地業であるJRでも区別される。

「く いirli 悦」は1 ] ; 泌を支える地盤が設計上必2 f とする

ｪ 也耐力肢 に 満 たない場合 ，その ｪ 也縦 を 改良工法 ｏｾ ｴｬｩ￯ ｬ

め，脱水. 01結，iE換，混合など) や「ピャ」を行な う

よりも諸種の条件すなわち地盤の性状，建造物の規模，

工7r. 工j切などを考l心して有利な窃合lι 用いられるもの

である。

「くい」を材料別に分業ft すると ，①木，①コ ンク リー

ト，①i¥1j ，④上J己各磁の合成となり ，機能によると ，①

先端支持，②摩擦，①締固めなどに分け られる。 I くい

地業J K 必要な条件としては次の事項を満足しなければ

ならなし、。

。) くいは設計に示された仕様を満足す る形状，寸法で

81 



ある乙と。

断面，形状に欠損，損傷のない乙と。

木 くいー・…割れ， 虫害，元口から末口までの径およ

ぴ通り。

既製コンク リー トくい・ ・充分な材令と ，巡搬，吊

り込み，貯蔵，打込みH寺のひび割れ，破損。

場所tl コンク リートくい… ・ー殺を残さないものでは

土のコンクリートへの混入，地下水流動によ

る断面の欠損。

b) くい材料および継手強度が充分で変形の少ない乙

と。

負担する荷重による応力は， くい材料の泊二容応力皮を

超過しない乙とと ，継手のあるものはその部分の変位，

変形が，一般断面lζ 比して大きくならぬ乙と。既製コン

クリー トパイノレ，鏑くい，合成くいの継手ではとくに注

怒が必要! である。

c) 耐久性と安全性がある乙と。

木くいは Ｇｬｾｾ ，ζ 全長が: 常水面下にある乙と。

鋼くいは腐蝕による肉厚の俊除を見込むか，あるいは

防蝕処置( 外部電源法，流fG陽極法) を施す乙と。

d) 近隣の建造物および第三者に公害を与えない工法で

施工し得る乙と。

騒音，振動をできるだけ防止するはもちろん，周辺の

地盤lζ 悪滋響を与えない工法である乙と。

e) 施工が容易である乙と。

どのようによい「くしリでも施工上大きな困難が伴な

い，かつ工此，工期を弦ーするものは避けねばならない。

くい材料の許容応力度

地中lζ 設置された「くい」の状況を確認する乙とは非

常に困難で，大部分は不明| 協なままにされている。故に

許容応力皮も乙のような乙とを考慮した上で定められて

いる。

。) 木ぐい

長期許容圧縮応力皮は，杉，もみ，えぞまつ，とどま

っ，米杉およびべいつがにあっては 40 kg/ c m
2
， その他

は樹穏にかかわらず 50 kg/ c m
2
以下とする。

b) 既製鉄筋コ ンクリート ぐい

長JUJ 泊二容圧縮応力度は，使用するコンクリートの 4 周

圧縮強度のMかつ 80 kg/ c m
2

以下とし，使間するコンク

リートの 4 周圧縮強度は 180 kg/ c m
2

以上とする。

「遠心力鉄筋コンクリート基礎くい」は
J IS A5310に

おいて材令 28 日で 350 kg/ c m
2

以上 と規定しているが，

地中に打込まれた基礎くいに対しては
350/ 40r 87. 5 kg/  

c m
2

ではなく ， 80 kg/ cm
2

を限度として抑えている。基

礎くいに関しては，地上部分のコンクリートの許容圧縮

応力度 ｾ (28Fc) より安全率を大きくとっている。

c) 場所打ちコンクリー卜ぐい

場所打ちコンクリートぐいは，既製コンクリートぐい

82 

と異なり打込みl時の巡搬や打撃の影響を考えないでよい

が，地上で充分管理された状態で製造される後者と迷

い，地盤内でしかも周聞に打たれるくいの振動や圧力の

影響をうけながら製造される点に問題がある。また地下

水の影響も多分に懸念されるため，既製コンク リートパ

イルよりさらに安全率を大きくとるよう規定されてい

る。

銅製の外殻を有するもの・ .... ... 28Fc =  180 kg/ c m
2

以上

28Fc/ 4 かつ 60 kg/ c m
2

以上

向上の外殻のないもの・・・・ ・2SFc/ 5 かっ 50 kg/ cm
2

以上

d) 鋼ぐ い

鏑ぐいは材質の均一性，巡搬，打込みなどにすぐれた

• 

性能をもっている

が， J ( 話蝕について

;1:41点があり ，その

対策として前，; 己の

方法があるが，充

分な効果が実証さ

れておらない現段

階では通常' のJ羽合

土に践する面から

2  mmの部分を耐力

として期待しない

乙とにしている。

最小断面につい

て，各種の材m! 1 L よって許容応力皮が下記のどとく「鋼

↓
民
一

t

-

肉

一

除

一

鐙

一

法

下

1

7

万

一

一

誠

一

一

低

一

刈

一

の

一

!

，一

師

一

種

一

ゆ

一

の

一

L

一

-

く

一

戸

町

一

鋼

一

i

一

表

一

くいの周辺土K 践する函

鋼材で凶まれた!司sIIJ の表面

6.0 c m以上の障害のコンヲ

リー ト1<: 依する表面

鋼材の長則許容圧縮応力1ft

材 料 の 種 類 | 長 期 許 容 宅EEZF

普 通 鋼 材 1，4∞ 

5 541， 5 M4 1  

5 5 50  

1，6∞ 

2，αlO 

5 M5 0  2，2∞ 

構造計算規準」に示されている。

くいの許容支持力

くいの許容耐力とはくいの許容支持力内で沈下誌が許

容量内に収まるような荷量をいうのである。くいの許容

支持力R aは，極限支持力 R uを安全率 F sで割った値で表

わされる。極限支持力の3手定方法としては次の三つがあ

る。 0) 載荷試験による方法，b) 動力学的支持力公式に

よる方法， c)  j'fl，力学的支持公式による方法，以上の内

もっとも正『止に求め得るのは載荷試験であるが，乙れを

行なうには相当の設備と日数 ， 質問をｾするので ， 通常

小規模な工事では次の方法 !Cよって算定している。

動力学的支持力公式は，現在各種各織のものが提案さ

れているが，本質的には，いずれもくいの静的耐力を1 YJ

的抵抗によって指定しようとする便宜的手段にすぎない

もので，原斑! 的 lζ は乙の公式によって1i命的耐力を推定し

ようとする乙とには無理があると指摘されている。しか

し先端支持くいに対しては支持カの推定にある程度の適

用性を認め W ei boch 式，基準法施行令式などが広く m

いられている。

静力学的支持力公式は， くいの支持カを静力学的に計

算して求めようとするもので，基本的な考え方はくいの

(80頁へ続く )
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金 沢 大 学 理 学 部 本 館 ( 旧 四 高 ) と

熊 本 大 学 法 文 学 部本館( 旧五高)

1.  高 等 中 学 校 の 新 設

11 4: の教 l判 il J & 1'.， IYJ治以後段 f) J

の大改革はその 5 "1' -の' アヴIi :J，(li ii であ

ったが，その 次lζ ; k る) ( きい IDljJ倒的

l1!j  J切はh，J19"ド ( 1886) 1ζ 初代の文市

大 ＱＱ ・ Ｈｾ イ ｬ ｴ しが ｼ析 ｬ ｩ した ｵ ｌｩｒ Ｇｙ 校 令

の公 向。' である。すなわち l N. 3 ) J  

lζ 情 l叫k' ''f: 令， I"J 4  ) J  1Cf: 11i 純' 下校令

・ Ｇ ＱＧ ，小学校令が ＺＱｾ ｊ ￭Ｍｅ δ れて 分 、 ｬζＱ Ｑ

Ｂｪｾの近代ヴー校 Ｚｬ ｩ ｬｊＦがｻ瓜 ｦ よされた 。 そ

の'1'， Ｇｉ ， ｩ 下校令では乙の ＱＱ 与刈 ｾｾ Ｇ［ Ｇｉ Ｇ 学

校 ・そ'lt 'i 日'1' 乍校の - .1':父l特指，ulぷとし ，

ｬ ￬ ￭ｪ Ｎｲ， は ｊ ヒ ｴｩｲｪｩ 益 ・ ｾ ｱｬ ＪＱ 日を除いた令 ｬ 刊を

li. 学lメICわけ ，作1;'<.lc I : な校 l 校の

みぷ iFi ，公 . f: l、¥'r. を泌めない ) j ;i' 1 で

あ った。ぷ1，"，'J:b}/9r についてはH( の々

1111折があ ったが，決定後はそれぞれ

敷 地選定，校ｾ新築が ｩｬｬ められてい

っ た 。乙 れ ら れつの ｉ ｾ Ｇ Ｚｪ ｾ ￭ｪ ［ '11
乍校は引

イ1: ではそれぞれ19r {i J ili の人;学 IC制人

されてしま ったが， イ金 ￭ＺＧ ｩｊ沢 ｦ と熊 ａ本 ｾ ( 111 

Ｒ釦第お打ｾ jI内4 • ｩＺｩ約 Ｑ ＧＱ Ｑμ ＱＮ，川川， Ｚμ川 ＺυＺ ，て匂ｾＧ ［ 乍 校 Ｉ のA本i 古飴1' (などは

3弘別，¥イ作上までもノ大〈話変Et改3攻〈 なく夕伐k つていて ，

YヨiJl咋与のlい川1刈4家 h花立 f的内jん'j ;V針!刊|のもと iにζ i必151

された，いわば " j -¥製'γ 校.' のl 自が

知り 1!)' られ. hiJ じ凶のもので JJ Wーす

る1，，].，1，(f l の消iE2誌なとと 較べると興

味深 いものがある。ただ Ｇ ＱＧＢ ・ 公 ｊ ｊ の Ｇｬ［Ｇｾ Ｇ

として、引与の資料の絞るものが少な

くｾ土では多少でも 資料 のある第 Ｑ ＱＮ

ｚ ｬｪ 等学校から第 ｐＴ ｲＮ ＧＺｪ ｾ ｦｊ Ｇ ［乍校Ｈ以 卜 ｉｩＮ

ｉ ｾ ＭＺｪ＠ . 問h.J とE布石]、) Iζ およびた L、。

設， ＱＱ は大ｻ 本文 川 ｓ Ｇ Ｈ ￎ ｉ 付で φ Ｉ ｪ Ｈｉ Ｏ ｾＱ ζ ､ と

める乙とが多か った らしく ，作j也の

:(j'， '{!.条約は参J5ね民: だ った らしい。

設計 州 立、 円 ｬＱ Ａ ｪ ｘ ｲｾｳＧ Ｈ￭ にい た ＱＱＱＱＱ 、 ド 六

時仁および久ft{ ，卜 道技f: '1i ( ただし 問

':--:J はjj fi i - E) で - .，:': Jの木造以外本校

Ｈ ＴＺ ｬ ｮＧＨＩ なとの ｴ ｩｴ ｾ 従 は似Ｑｩ ｩ￟ であ

った。m誌の次第については熊本 11.

Ｑ 日 ｪ の例 ｬ ζ よれば 放 ｪ 也決定後 校 ｾ 新 築

{ζ 文羽S'(i とγ 校、lI'hlJ との間 lζ 数Inl，l:

Ifli Lの交沙があ った。すなわち

① 文郎'(i 会 ，;1局長よ り1，，1'(; で品目別 した大体の

閃rlo1Hc ，i克明 ，昨か学校) ;;)0[ 1ζ i且られ，学校

側 の 怠比 ・ 椅 ＧｬｈＡＧ 取 ， ｲｬ ｬＮ ｾ ｬ Ｇ ζ Ｑｩ Ｑ キを ［ Ｑ＼Ｚめ る。

② 学校側 より 命守l 条例 などをl訂l平年，ただ し そ

第 1図 熊本大学法文学部本 f吉田l背亙 RI 刊訂36.3. 1I' i) 

ＱＢ ＧｵｏＩ Ｉ ｪ かよいが樹 木 が多くてこのような Ｑ 認はとれない 。 ｾ ｾ

日よγ P[!"i' : ml本航とよく似ているが ， ，Ｇ ， ［ ｾ の ｉ 合 ・ 問 先 行 ｭ ・

，l<i， ｌ 哨 Ｎ ｾとが迎ている Ｎ

第 2 図 金沢大学理学部本館正面 ( 峻エ当時〉 岡大ヤ厳写真復写

乙れも! l l tl ; は樹木が成長して 乙のようには比えなし、 。現在大件

この 111むを保 ってい るが判 j! . i : くにある1>. 1'<' 製' リ11: め は除かれて

いる。 ml 閃に較べて 1.¥1の，' ，料か朝lい。
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第 3 図 同 上 立 ・ 平 面 図

[寸 i l  

-一ー一一一=r百一口

口 一一一- 1-1

目- rT一下出J i百=u

金沢大学図 出向ifl C. 保存 されている閃商

の一つ。 DZ図は鉛軍備さで線 b ;¥9' <.  

J l つ一郎! ，Uく焼けているのでその写真

から捕き直してこの閃を造ってみた。

第 4 ・5 図 熊 本大学法学部本館 ( 左 〕と金沢大学理学部本館

E うしてみると州 苫の鎖似と flli 量がよく相l る。このような限式は大正初 IUI でも引笥き見られる

も 0) である。 附 和36.3. 11および同年4，ll m 

れは一部しか ｉｾ￬ たされなか 勺 たらしい。

｀文部 行会 ｉｈ ｲＮ［ ｪ ｾ より IJ)唄工 'H!rf r ノ ) j i t

ヲ 変ＡｩＮＡシ会ト ｩ ノ総 ， ｗＨＧ ｾ ヲ Ｑｉ 〆リ ｊ ラ技師ニ ｉｊ ， Ｇ

イテ也軒If( 紋 '11ニ十111占候就テハ今般山口技

師出奴ノ上 J高'Il "j 及 御打合候1:Ullf 叫御取 ，:1

似成度 1  

という次第で，敷地選定から Ｑ ｾＧｈ ｬｊ ｬ ｪ

始までの文 ｾｾｉ 河川の ｊｬ ｩ 置はし、かにも

方的だ ったらしく ，森文相と配ド

の山口技ｲＺ ｬｬｩ 以下の得 ｾ｢ ｜ さがＧＨ見われ

る。

2. 第 五 高 等 中 学 校 の 新 築

熊本の五日は上記のような経過で

明治21年 ( 1888) 2 月起工. ;&;"11' は

当時文部三等技師山口半六 ・間四-:' ' J :

技; 市久膏{ Il 辺，文 i稿作! I ¥'t立で進めら

れ， W:d干は久留氏の他文m5i守苫記官

ulJ ｊｾＱ 忠誠 ・ ｼ司 ｬ ｩＮｩ ・ Ｚ ［ ｩＮＮ Ｉｾ［ｪ［ｕｬ なとが当っ

た。it 築材料のうち地) J では似瓦 1<::

ｉｾｉｾ ，心したらしく，それはぷでも現場

附近で焼成している。すなわち本校

の束。[1]. ｾ 剣勝 二 な参道 ｆｉ ζ 銚 ｪ 戊 ｪ 易を設

けてそ乙でが品、たという。て ｾｆ は ｬ 順

調 iζiffi んだようで. 23'if 10刀10 日に

は久倒技師が「第五山守: 小学校新築

落成餓告」を行 なうまでにいたり，

Ｕｊ ｉｊ ぷ のように本校Ｈ本 ｦｴ ｩＧＺＩ以下の ｾｉｩ

ｬｬｬｾ 誌が 唆 じしたのであ っ た。

以 t の他生徒控所 ・銃器Jdi 物置 ・

建 築 名 概 要 仁 ' ] 1 期 間 床 面 積 辿 築 資

本校( 本官' 1' 0 I  ｾＮＡｬＨ瓦造 二 階ｾ I  21. 2- 22.  8  

化学実験室 1 / 平家ｾ I  21. 5- 22. 12  

物理笑験室 目 1 /  1 /  I  21. 8- 22. 1 1  

寄 宿 舎 1.木造二階i l l i l 他 I 21. 10- 23.  1  

事 務 所 I 木 造 平 家 III .  22. 2- 22.  !) 

| 雨天体操場

教師飴・ 2 .!Jl!

284): ，1'余 20504円222

129 1 /  7123円561

127 1 /  6677円727

;n 829 1 /  28770円588

147 1 /  3800円581

15(:; 1 /  1506J LJ 092 

190 1 /  5328円472

周凶境界 ・ 門などが 唆 ｌ Ｎ 総而品 ｾＲ Ｐ

75主l'余. 10万円余をnしたのであっ

た。

3. 第 四 高 等 中 学 校 の 新築

凶高の新2誌に ついては現花はまだ

確実な資料 lとはーしていないが. ｨｲｾ＠

よりも若工 ・峻工と も少し遅れる ら

しく. 21年 7) ] 頃は設計 11I Ｈｾ築制

誌19号) とある。ただ金沢大学理学

ｲｾＱ ・ 文学部区Ａ ｻ ＡｦＭ ｦｴｩ Ｚｬ ζ 新築当初の鉛筆

ｪｎｩｾ 水彩の図市が保存されているの

は誠 IL貴重であり，また同図主: : t l i ' : 主

任1' 1
1
品正之氏が金沢在住の古老j 走者

などに質された結果次の ｾ ｊ ｪＺが 知られ

る程度である。

工事は文部省直申W. ｾ Ｚ弘 ｅ ｬ は品 ｩ 付兵次氏が米た

が Ｑ Ｑｈｾは反付米ＮＧｻ又は大久保氏Ｎｻｪ神 Ｑ ＱＢＱ ，柑 Ａ 里 見

はfr 坂J上の問符小太郎だけがわかっている。

亦練 ｅ はｬ｝の 本行 ｩ ｎ ｊｩ 自 ｾｉ と雄作外 ｩ ｊｩＮ， Ｇ ｪ が製

造 ，藤谷の工場は "' 1' >の出 町で杭慌の，IH'f.C¥

神 社irrllC J l ! てられ，弘位前Iと名づけられて氏

名不 Jf の ドイツ人と "rWi . t 山 との指噂 で明 治

ＲＱ ｾ ＱＧ＠ 4月 作 業 開 始 . Ｒ Ｕ Ｇ ｉＧｲＮ ｏｾ ， 京都 ｉ ｃ 去っ

た。内総瓦の土は多分館来町- I l I ，たとえば広

瀬あたりで採り ， 木 作 の 工 場 で 焼 い た ら し



第 6 図 熊本大学法学部本館正面中央

ｾ ｩｬＮ ｬＡ 第 が 似 てい 江 がら， ｅ 商 ｲｪ ｬ Ａｒの 取扱

いは 巡 って ，熊 本では乙のようである

が ，金昔、:では さら に鉄十l ・銅版 H の ・I(

?，fを つけてい る。乙 れ も雪国 IC対する

設けか もしれな b、。し か し階上の窓配

院などは同じで ある 。 昭 和34. 4. 91品

第 7 ・8 図 熊 本大 学法 文 学 部 ( 左 J および金沢大学理学部本館の階段廻り

いずれら抑階段のであるが，手作iはどが乙のように違うのはそれそ' れ現場で適当

に怠匠したからであろう。いずれも乙の吋時以後の ' 間枠組寝雛形 d 本 にでてい

るものよりすぐれている。 附 如34.4. 9. およひ' 同36.4.11 泌

い。 I!l( 瓦邸みは行WJ よ011 と刷郎和 ，!{f!/l とが判

って い るが，令以のI ! l ! 瓦庖 ・タイ ルLii は乙の

ｩＢｦれ かの ｩｩ ，ｾ Ｎ止を 引 く子分らしし、。 本 舶の工 事

Jij Jl/日 は 22年 6 Ｉ ｊＳ Ｐ 日 一 ＲＴ ｾ ド Ｗ )] 3011 である

(11' 島氏設および同氏の発 点による。)

の相述などと共K制nml は然るべく 絢

めたのであろう 。いずれにしても当

lI !j の縦波の作品と全く異なり， '1 1
央

で) 5 ' えられた芯Ili: であり ，組問11上の

相liiili は設計布!i Jj) j 口等の相違によ ると

J3えられる 。四日は現段階で路実 11:

4. 五 高 ・ 四 高 本 館 に つ い て

ζ の向山等中学校の本館は九州と

北隙という離れた土地にありなが ら

建築事ｴ￭Ｇｩか ら 判るように酷似したｾ

築である 。 両者とも ｾ Ｎｊｬｾ瓦浩 二 階建 ，

111111専 t の設計といえないが，すで

に古川i: yJ後理科大学のような傑作を迭

されているのにかかわらず， 乙の両

校 合はそれにも似ず 一 般の 官 公庁ｾ

や蛍通の学校m犯においてそれ以前

も以後も見られる平! 日 ・J l . 而とな っ

ているのはすでに 「庁舎織式」の周

一性あるいは 「官製庁舎J の様式が

ようやく固定したととを示すものだ

ろうか。滋賀県庁作 (21年 6 月)

第 9 図 熊本大学法文学部本館正 面 廊

[1:1央 lζ 玄関， た右前端K Wの如く突

山 ｾ｜ｩＵ をもち， hi { 良住瓦Jr ，規模調U1¥[5

iζ 差J廷はあるが大体同ーの構造形式

をもて ってい る。 中央玄関より奥へ

通路が抜け ， 乙れとは交して Jfi! i下を

とり ，その 一方lζ 教室J t の他を配す

る方式も共i並である 。 ただし廊下の

位置が両者反対で五高では南側，四

高では北似IJ とな っているが，多古地

の金沢では南側 lζ 室をとったもので

めろう。 Ｈｾ ｉ ｾ ｪ 者の採 媛 設備は同程度

と考えられるが。)

外観上両者はよく似ながらも細部

は迷っている点を見ると，内向1手間

和歌山県庁舎 (22年) なとも同類で

あり ， 乙れ以後の 「学校本館J i病院

本官I'U なども悶型で， 乙の定型は明

治30年末にな っても地方では採用さ

れたのであった。( 工博 近 藤 豊記)

今 号t' i料 『五商1i. 1イド且! J 同様良人制

昭 和 14.3.

金 沢大学型学部関川町f厳 t' i料 ，向

指 中島 ，E之氏教示 ，その 他

下 附1{134. 4. 9. 織

第 10図 熊 本 大 学 法 文 学 部 本 館 教 室 天

井 一 部 昭和34.4.9. 縁
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第2回・左
4官

リ ヌ;

2 左 官

れる。

こうして 3 "j のI : ¥J. ;¥:: -，'I'i たちをμ

ょう」よまねで 「オヤヂ にl也しくい

われていろいろな以何Iを t'>11う。この

!D1Il日の i皮匂ーは今でも iJ:必J とも' 、

んだん ｉｾ ，ｻＭＡめふれて， '!i.'七11! 2たれ}，! . .

ｾ ｉ ｍｹｬｾ 行 本 Ｑ ， Ｑ ［ ， そして ｍ 近の新 ｦｬ ｫ

ビ J レな どの大ヒワレディ ンクを次々と

こな し! Ｚｧｾイ ι は科学 ｪ 主体 ｉ セ ン空ーヒ

ル，大阪府ｽｩＧ ｾ｜ｊｉＩｲ 引 な ど幾つかの大

われる。この円| 不」がIy)けると大 引拐を受持つ「大 )ILi1;役」になった。

体な んでもで今るように なり 託金 H_f: さんはいう。 l?と/ j - とは比

も人品みにほるようになる。| 日H 市 べられもしません。 1，'一千'; ( : j : 腕だけに

のサラリー 7 ンなどより追かに尚' 干; ｾｪｪ る ｬｻｬｌ Ｇ ｕ こからその Ｈ Ｑ Ｚ［ 会みんが問Ａ出
ヲＮＮＮ，ｾ

* 下組 打ーオ〈慌nli さん ユq. tご。こうして/n'¥" r 技能行」ができ ですが ー ノ干の，ｻ ｾｬ 、人にわしみがそけ

てゆく。 たよう なやり ) j で，( 1込もっとして

陶や北の| 可か h 郎会を知 l らぬ，{ '，' ('i n.+; 鈎 dT さんの f I った 社会はこん もだめだし，またそん なやり )j もし

たちが朱められてくる o &l ! i J i だが勉 なものと i♀う。 40"1ーまえの 「徒弟: l jl) たく なL 、。この以! 般人と t 、ったって

i];l ltJ[tl 、の .， 児jんたちだ。ピ J レも 以u のときである。! 日J rfi のボに 11 111 般の人たちが貯えているようなVI

ｉＮＺＧｦＧ ［ も ＨＢｦ も勾 ｬ らな ｌ 、。 ｾ ｶｬ は Ｇ ｦ ､ｾＷ の ￺ D，¥に11 れ，少{j.101を過ぎてすぐこの 鍬なノ1・7市をしているわけでもなし，

ほかみ起き 仁りr fG灯の卜で阪をか ill に人ったが， い わ ゆ る i lIl J!i!ノJ'， ＧＨｉＧｉＧｾ でもきっちりした ＱＱ 怖です。

き三んでから ，ilγ むにのってI ' ll '，Lt '1" ;  でわる。 mの'1ーのように犯の '1' 休んだら似がf . l : えん とか "ど

を ＱＱ ＱＺきながみ ｊｊｾｊ 弘へ ＱＱ
Ｑ
Ｑ てくる。 ｬ ｪＱ ＮＧｉ ［ に人り，スサを切って九: で防んでこ いぜいえみくなっても左打の 1}! ) j

で き て い る 小 111 話役J (.f! W のこ ね，比 i1に塗ってもらうというやつ や とかいうてJ れ、子たちには魁 ) j

と) と辺只をもってこのピルの 7 ＱＱｾ＠ ::11・・m 温 幽 … ー で 念 、職 、 ; が郎、のはわかるが， ［ＺｾＨかし ， 、ｉＧ ｉ｛ く

へ6 ， 7 人の ('1，/ : 1 ] たちとあがる。こ

れがi皮匂の 1 チームだ。I I ' I ' ( 交! ，，; . 伐り

して (1 上げた! ぷのモルタルが瓜々と

ｉ［ ｲ， ｪ っている。 ｪ 也卜深くから ｉｾ 、Ｈ，ｖかり

塗っ て ここまであがってきた。もう

何千昨喰っただろうか。コ ネ川のえE

" ， (z".: T';のf ; じ材料 を 泌 総 し て 辺

J く) がきてモルタル手k : i>> り，カー卜

に山盛りにしてエレベーターであが

ってくるまでしばらく ，イ'I 'I:¥Jと II生を

かかえて， このn :uuこ 「ー・ 。.. す ζ

L 、奴み 」のJ目をする。コ ネ似たちが

モ J レタ Jレをカートからあけて行き II ｾ＠

すと彼等の ・ ＱＱ が始まる。 ＱＱｾ￭ｾ はド

町にこの r/，・1
1

; 会ドしが: ul てたもの

で，特にキレイ な ものでも ないが，

まあふつうの ｼ ・口約 ｾＷ な みである。

現場から似ると飯を食って似るだけ

だ。 r オヤヂ J (111: 話ー役，引以のん:

'i Tのぷ刊行) はえ.t 築 Lの勉強をせL 、

とし、うけれど， もともとこれはキラ

イだからやみ なし、。寝床の '1' で小泣

いをためてnった携帯 ラヂオのタイ

ヤルを姐す。) ] 2 阿の休みは洗 illl と

l映画。j 刊は約合では飲めな いが，小

追いは くれるL. . I ti' 金 も少しはしてく

86 

＿を ｾｉ ｬ の現場 ｦ 可 導 告すろＱｦ 本 Ｓ ん

だ。乙れを 3 "1ーやった。だがIIIT! ，'.の

んーれは， ピルのA れ と全然違う。 十3

1と，t'l のある ri'(一式」のI . : T¥' をやらね

ばと 思い，大阪にきて. - ) ¥-:t 、衆4 に

なって 4 "ド!日J，起きてから桜るま℃

続々にHヒられて習った。例のスパル

ク式である。ずい... ＮＩｾん ｩ 役られた。ノト

与えても 仙 け な し、。乙うして ｾ Ｑ ド

守り があけ -人 l)i j とな った。 持 ちま

えの尖砲さと ，) j 必ないn忠 ) J はだ

つなどあまり Il f- かん人にはこの It' れど

もいいことは な いですか。また ｬｾｊ っ

てこういう人が ｌｾｬ 、んーれになる。と

にかく ー職人々々 」 といって特別似

いするのは， このI : f j のことを以く知 l

らん人のいうことで，特に r Jft¥I(人以

PU というようなものも μ 巧みな

( 、。サラリー 7 ンと j♀うのは給 JJ の

I( ，j と服装 と働さ以l況だけです。/ i ' . T¥

も1111 とj♀って I，i) じビルでも塗るとこ

ろは少く な っ た し こ ん な1)<で絞っ

ては塗りつけるというよう な ことは

はやみ な くな るだろうが，住物のあ

る限り念行の ( 1: ') :はあL くでしょう

ね。 J

j J  木 さんにいわせれば ，斤づ ¥ J限

人の ト| 会はこうい「ことになる。 i後

1.& )J にたよらず，近代化のもっとも

起れている符の1 . : 1"， の. 人にも Ij j ，r;

にも i Jf散人的なもの」はほとんどよL

ｮ ｾ され な く な っているのは般かであ

る。だがこの舟止化と同時にこの 社

会のかな りの郎分を支えていたパ y

クボ ー ンも 火われてゆくのを l嘆くの

はこの人ばかりでは なし、。

Ｈ 篠田 駿 ニ ｉｾｃＩ
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大阪市西淀川区御幣鳥東 2 / 5

大阪 市西淀川区御幣島西 3 ノ 99

本社工場

第二工場

電話大阪 (471) 1494 - 4  

電話大阪 (471 ) 0 4 2 6

十

創 業 大 正 八 年

ピボットヒンデ

j

F

 

F

 

ラパ トリーヒンデ

日本ドj J - 手工ック製遣株式会ii

取 締 役 社 長 出 向 井 啓 蔵

本 社 工 場 大 阪 市 生 野 区 紫 矢 柄 IHf 2 2 2 電話 大 阪 ( 716) 2 2 3 1  ( 代)
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斬 新なテザ イン ・耐久性に優れた

アスフアルト・タイル (J μ  3 .  2  mm)  

エクセ口ン・タイル
(J'i  1  .  5  9  rnm)  

クラシックなフンイキは
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松 本 工 機 株 式 会 社

本社 大|奴 dJ 西淀川区竹

，1; dI Il J  4 丁目 37ifi: J山

mmi 大阪 (471) 代8261- 51fi

竹 島 工 場 2，000.1:'1' 

姫 島 工 場 2，000呼

名古屋工場 4，000bf  

磐 城 セ メ ン ト 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

( 工場〕 春日出，酉宮，堺，神足 浴話 (202)0171- 0177

生
大 阪 生 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社

( 工場) 佃，千島，向日町 陪( 361) 1231

コ

大阪宇部コンクリー卜工業株式会社

(工場) 尼 崎

豊 田 生 コ ン ク リ ー 卜 株 式 会 社

ン
時 (312)3637 ( 工場) 大阪，吹田 話 (271)6051- 7  

菱 光 コ ン ク リ ー 卜 工 業 株 式 会 社

( 工場) 大阪，尼崎 話 (361) 1261 

ク

大 阪 ア サ ノ コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社

( 工場) 津守，淀川，魚崎 電話( 312)0182，1401. 4ω1 

小 野 田 レ ミ コ ン 株 式 会 社 大 阪 支 庖ツルガ生コンクリート工業株式会社

電信( 361) 1261( 工場) 春 日 出 電話 (361)6235- 7  ( 工場) 尻無川 ，京都

八 幡 高 炉 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社ノ ザ ワ コ ン ク リ ー 卜 株 式 会 社 、

( 工場) 茨 木 電話 (441)3295- 7 1  I  ( 工場) 堺 電話 (571)4118， 1912 

営業種目

鉄 骨 建 築 橋 梁 ・建 築 用 金 物 ・

設 計 製 作 並 修 理 ・総 合 建 築 請 負

＼ ｾく ＾
ｾ＠

近 畿 鉄 工 株 式 会 社

本社工場 大阪市西淀川区竹 島町 2 - 1

電 話 大 阪 (471) 3993-- 5 番

高強度異形丸鋼デーコン

定 崎 製 重 量 株 式 曾 耐

本社 大阪市南区順慶町通 4 の25 ( 順慶町三和ビル) ( 電話271- 6151大代表)
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日 本 ラ イ ト グ ラ ベ ル工 業 株 式 会 社 東京邸中央区宝i町3 - 2 ( 新京橋 ヒーノレ) 屯話 (561) 2740 ・1325悉 (535) 3723-(在

日 本 ラ イ ト グ ラ ベ ル 工 業 株 式 会 社 九 州 支 社 鹿 児 品 市 山 下 町 2 5 7 定 話 ( 2) 0 4 2 8 務

. 鉄 筋 軽 量 コ ン ク リ ー 卜 床 版 特 許 工 法 ( 民国松 1' ，1上先 lリ1・4li '，i' J'番 ! 5210665) の実施権は弊社所有

日 本 ラ イ ト グ ラ ベ ル 関 西 販 売 株 式 会 社
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書評: 味わう構造書

一一 鉄骨鉄筋 コン クリート 構造設計実例集一一

大阪大学数綬 ・工学的士

鷲 尾 健

建築の参巧主 Ｑ ・で ， ｾ築そのままを

紹介したものは，な，[ [ や計闘に l刻す

るものがほとんどで，総造| 刻係のも

のは，まったくないといってよい位

に少し本屋の省側lを埋めている沢

山の建築構造省ーは，ほとんど全部，

教科書的なものか，あるいは，椛造

計算の仕方を示す構造計算規畿の矧

である。しかし，悲を党えるのに，

如何に多くの布石 ・定石 ・中盤戦術

. 寄せなどの務省: を並べてみても，

実際の必そのものとはギャップがあ

り，拡そのものに至るまでには，な

お程遠いものが感ぜられるように，

教科普的な建築構造省ーや計算規準な

どをいく ら並べてみても，建築構造

そのものは，なんだが，まだも一つ

ハッキ リとはわからず，自分のやっ

ている構造設計の仕事にピッタり乙

ない乙とは，だれでもが経験してい

る乙とである。乙れは，それらの参

考書が，いずれも ，なんらかの程度

抽象化したものを取扱っており ，具

体的な実際の建物から離れているか

らであり ，真面目で優秀な構造設計

者ほど，乙のH食いちがいに悩み， ｲｾ＠

実を追求するのに苦労するもので，

そのために，大てい，数年間以上の

苦しい体験を経て，やっと「構造J

らしいものを体得しているのであ

る。 Tこだ何とか彼とかテ‘ ッチ上げさ

えすればru築の形ができ 上るからよ

いと考える人達は，あまりにも ，構

造設計を知らぬものであり ，また，

それ以上1( ， r建築」そのものがわ

かっていないのではないかと考え ら

れ，論外である。したがって，込書ー

に，ほんとの必の醍NI:' 床を味わせて

くれる実戦以諮があり ，霊宝がられ

ているように，建築構造にも ，実現

した建物の構造についての完全な資

料集である，乙の実伊' JWのようなも

のの出版 ・公表が盟まれ る次第であ

る。

と乙ろが，同じ尖伊IJWといって

も，いわゆる怠互設訂についてのも

のは，写. t ' . l ; 集などを{ ) I : 用した形で，

容易 lζ まとめる乙とができるし，ま

た，いつでも ，その場所へいけばそ

の作品 lζ 按し，それを味わう ζ とが

できるから ，ある程度省略した形で

まとめる ζ とができる。しかし，*柔

の下の力持ちである「構造」 κ つい

ては，ーたんその建物ができ上 る

と，もはや，そのl ' .Cの姿，苦心の存

すると乙ろは，その建物を直接みて

も，その一部だけしか味わうことが

できない。一見，1ut 味乾燥にはみえ

ても ，構造設計に関する完全な資料

が必要であり ，まだ，その上1( ，そ

れら資料に示されている解決K 至る

までの研究 ・工夫をも知ら なければ

その構造を，ｘｾ Ｎ ｕ ζｬｬｬｩ 解する乙とは難

しい。その怒 ｬ 床か ら ， 乙の実伊 ｴｬｾ 三， ｣

は，僅かではあっても ，それらの実

験や実測による研究 ・工夫に関し

て，その研究成果発表論文を脚註と

して引用しているのはよい。

と乙ろで実際にま] ; った建物につい

ての，完全な資料を提供する構造設

計解説書が少いといったが，最近数

年間. 11蚤2 形鋼メーカーが，その計

算書と設計図 ・ 写 ｴｾ などをあわせて

実例集を出 してお り，11竪E 形鋼建築

の普及に大きく貢献している乙とは

見逃せない。しかし，乙れらは，建

物規紋が小さくて，資料としてまと

めやすく ，また，メーカーの営業政

策という推進力 K も支えられてお

り，好条件に恵まれている。しかし

乙の実伊IJWに取上げられたのは，比

絞的少数の大規模建築であり ， しか

編集 ・発行/ 日本建築協会

も，口本で独自の発注をとげた鉄骨

鉄筋コンク リー ト椛造で，設計 ・施

工 lζ ，それぞれ，特別に独 自の苦心

が払われたものである。そのような

泌物の構造についての完全資料の出

版といった仕事は，どちらかといえ

ば，公共的な芯| 沫をもっ大手業であ

り，文化的治必として将来に残す価

値のあるものでもある。

ただ，ζ の実例% の難点といえ

ば，乙の本が，一寸やソ y トではそ

の民のl床をl床えそうにもないような

顔つきをしている乙とと ， 4 ，500 円

という定価が，企業体なら問題にな

らぬとしても，個人の手にはチヨッ

ト負えそうにない感じを与える乙と

であろうか。しかし，われわれの心

の持ち方も ，また，ふと乙ろ具合も

乙のような本を，ユーユ一味えるよ

うになりたいものであり ，われわれ

の周聞も ，そのような熟読玩l床のJ ! t

重さを認りる社会であってほしいも

のである。

鉄骨鉄筋コンクリ ー 卜

構造設計 実 例 集

構造計算書 ( B 5 判257 X  182協)

総500頁

写1'.1; ・図版 1，000余点

8 ポイント活字 1 段級組

本文 ・アート及び上質紙使用

表紙 ・特クロス製本/ 箔押/

特上質紙カバー付

構造設計図面 ( B 4 判257 X 364協)

総200頁

平版印刷美麗/ 特上質紙使用

表紙 ・特クロース製本/ 箔判1 /

特上質紙カバー付

会員特価 3 ，500円( 発送函入)

定価 4 ，500円 送料200円

・分割支払の使宜があ りますのでお

申込みの際お Ｇ ｾＳ 出下 さい 。
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会員の頁

どしどしお便り 下 さい。 w録していきます

正月り何人のハガキを利川下さい。

口 動 的 ・ テ レ ビ 的 の 建 築歴 史 の

研 究 を望 む 口

到 Ｚｻｉ の ｕ 本ｾｾ誕 ｬ 歴史は ， テレビ κ

もキネ 7 にもなるような=首の資料を

合んでおりません。幻灯にはなりま

す。歴史教育はテレビにして見せる

乙とがJ ' J l 解し易くなるものです。テ

レビ ・キネマ化できるためには，ま

づ，ｾ設工事を再現しなくてはだ

め。人! 日lすなわち i椴人，大工事I ! 梁の

服装，工兵，技能の研究を建築の椛

日を遠方在住の会員 iζ 特例を認める

などの方法をとっていただけ ないも

のでしょうか。

日本建築協会は大阪およびその近

辺に在住の 方 々 が会日の大多数で

す。 私のように東京在住の者の使を

計っていただく乙とは1uU! J ! かと存じ

ますがひと乙と。

( 東京 高田 秀三)

)':r 

口 高 さ 制 限 と 都 市計 画 的配 慮 口

本誌 1):1 号の「技術の頁」で，31  

ｭ という池築 物 の高さｾｉｩｉ ｊｉ 浪が ｪ 也 践に

対する不安によるものであるなら ，

現在の建築技術の段階ではすでにナ

ンセンスであるというどな見を作見

して， 日本の乙れからの建策界に対

する大変明るい話題であると喜ばし

く思いました。しかし，乙れをもっ

て31mという高さ制限そ撤廃すべし

と主張されます乙とにはいささか疑

問を感じます。と中しますのは ，31  

迭とともに研究されねばなら ないで m という fl jl J限が都市計画的配慮から

しょう。私はまっ。江戸城， 日光東照 生れたものであるという乙とが建築

宮建設の当時の設計図，その拙き 基準法から読みとられるからです。

方，｡ ＭｪＭｾｾＧのやり方を知りたい。また ど存知のように乙の規定のあります

当時の大工棟梁の診ヨ時ーにした資料， 建築五t準法tfs 3  ｾは集団 ＨｉＧｾ 規定であ

お11形，木制法，各流儀の京悩をくわ って，都市計画区域内に|仮り適用の

しく知りたいと思います。 あるものですから ，都市計画区域外

(忠義路 線際 鈴木忠五郎) においては 31mを乙える飽高岡建築

物を政めているわけです。もし，j也

女

口東京在住の会 員の便を口

1ij 号1Tj 号，興味ある内容の編集を

拝見させていただいております。仙

の会口の方々とはほとんど存じあげ

ませんが，4 i j 号拝見するだけでも満

足しております。ただ会告のなか

で，見学会など行事の記事を知った

とき ，すでに11寺EIが迫りすぎていて

参加いたしたい希望をもっていても

不能になる乙とがしばしばあって大

へん残念に思っ ています。ち ょうど

その乙ろ下阪の用件をかねる乙とも

できますので見学会など，申込締切

88 

12' 乙対する l配慮から椛造的に高さの

ｾｉ 日 ＱＱ 吸をするという考え方 ｋ 立ちます

と当然第 2 立の単体制定の中 K 含ま

れるべきもので，企図的にm高間五. t

築物を禁止すべきであると考えられ

るからです。従って，高さのflllJ 限は

もともと地震を対象にして作 られた

ものではないという乙とになり ， 乙

れを改正すべきかどうかという乙と

はあくまでも都市計画的見地から検

討すべき 問題であると J うえます。

以上言わずもがなの乙とと存じま

すが，高さ fljlJ 限すなわち地震と誤解

されておられる方があっ てはいけな

いと感じましたので， ど参考までに

私見を述べさせていただきました。

( 大阪市旭築向 原 桂一郎)

*  

口 新 宿 副都 心計 画 口

現在の自fl 心部は自，llrll 機能が集 中 し

すぎているので， 乙れを級和するた

めに ， 首都ｼ到強 ｾｬｩｩ 計聞にもとづいて

計画的に分散し，あわせて快適なビ

ジネスセンターの主主設を回収: にし

て，新宿j也区K 副都心をつくる乙と

になった。区域の総llii 引 は 約 29 ))  

.1:-1' ，新宿駅を「カナメ」とした扇形

の地域で，そのうち緊急を裂する災

禍浄水i助、地を1: 13心とする 17J J 坪につ

いて118和351， 1ミより 5 力{IつI-iilli で，街

路，公園，広場等の公共施設と宅地

造 成 ( 11m 区〕を， ＪＩｾｾ＠ ( i s と新宿高IJ

郎心建設会社の両者でｾ胞してい

る。乙の副初心が完成の腕には，昼

間人口約30万人の新市街地が生まれ

る予定である。

(鰐製自心建設会社 浅川 忠夫)

フルプライト 資金による

渡 米 旅費 給付 選 考

今般， フノレフ' ライト法l乙u ; く渡米

Jft<賀を支給するための， ヌド1，1'- 度詮衡

要領が発表されました。

要項は本会lζ どざいますので，本

会までお問合せください。あるいは

応募手続き宛先である「東京初千代

l刀区九段 2- 2 ，在 IJ 合衆国教育委

員会事務局」へお問合せください。

主査録締切日は教授 ・研究員は 1963

年 2 月13日，大学院留学生は 1963fj 三

3 月29 日である。



口社 会 福祉施 設 特 集をよんで口

荘、は大阪工大在学の学生ですが，

fI 会に準会員として入会を許されて

2 年以上すぎました。その問 (C送っ

ていただく雑誌を常 [ζ 利用さしても

らっています。特lζ 12月号の社会福

祉施設特集を読み，他の建築関係誌

では得られない施設についての知識

を得る乙とができました。一昨年

( 1960年) 12月号を拝読して本業研

究として“ 肢体不自由児施設" を選

びましたが，g m勝次先生のお訴を

始め，図面がのせられている施設を

見学するのに役に立ってます。あり

がとうどざいました。

( 大阪工大生 坂 本 樹 男)

*  

口工 高教育の悩み口

工布教育 lζ fこつ' さわる者として，

Ｑ 月号 ｭｾ 教育特集Ｉは熟読さし

ていただ きました。教育課程の内界

も近代機桝が進むにつれ細分化され

H寺間数も ふえてき ます。

就ll l ' &一つにしても ，会社はすぐに

役立つ人をと要求されます。一方生

徒の立場 lζ 立てば，あれも乙れもと

rt 広 く浅く ，つめ ζ まれ，伺人の特

性も削減勝ち， 工高は就臓の一里

塚，就職決定したとたんに勉強が減

退していくとの乙と。

そ乙へもってきて現場知識の乏し

い私たちの桁導，加えて貧弱な施設

と設備。乙のような環境の巾から悦

野のせまい技術者の卵が育ってい く

のです。不安と焦りと自信のなさ ，

・・何とかしなければと思うばかり ./

さしあたって教職員の現場研修の実

施，工高教員の研究機関の設立，ｾ ｊｾ＠

木的な設備の改普等 ，早急に実施し

ていただきたいものです。それとと

もに相会一般が長い呂で物事を見る

判慣をつけるとともに，おおらかな

知性のある技術者を育てるべ く協力

していただきたいと念じつつ，毎日

微力をつくしている一民です。

(益目安緊急工議 山田

宅ミ

口 くらしが変っ たのに ? 口

大阪読売新聞夕刊に，作家の平林

たい子さんが随筆のなかで明治，大

正， I昭和とかかって，女がかちとっ

たのは，電気炊飯誌などに象徴され

るようにスイッチひとつで何 もかも

使利になった， その便利さであろ

う。それを大切にしたいと令いてい

たが，建築でも同じ乙とがいえる。

明治，大正， I昭和と三代かかってわ

れわれがかちとってきたものは建築

のなかでも多い。そのひとつがくら

しの基準がかわった乙とであろう。

科学や芸術がくらしをすっかり変え

てしまった。だが変らないものは労

働者のH寺間短縮だ。まだまだ週 2 回

の 休 み ｦｬｩ ｬｊ 皮には速し、。それは ｾＳ 認が

忙しいからであろうか。

( 国鉄京/; ! 5U! 築区 久 保 和 知)

*  

口 建 築士 は良識 をもとう 口

修)

おおよそ建築物は=gーより先人の経

験と伝統により建築技術の改良 lζ 改

良が霊ねられ，現代のru築技術が生

れたのであり ， 建築物の設 ｾｭ に当つ

ては現協の施工の問題もともかく な

がら直ぐにあきの くるよう な砧築

物，構造的 !C不安定な建築物の設計

をしてはならない。砧築物は施主の

要望 lζ 合致する乙とはもちろん，い

つもその時代の感1、t その地方の風土

lζ 調和したものでなくてよいm誕物

とはいい得ない。ｾ築設計のｻ士 Ｇ ｊｈ［ＡＺＧ

自分一人でもできるという芯識があ

るためかも知れないが，産業あるい

は教育の発展! こ対して大きな役割lを

うけもち，また人の生命の安全をあ

づかるようになった述築の事業を完

遂するためには例人のアイディアだ

けではとうていやり切れるものでは

ない，多くの人々の協力を得て始め

て理想的な建物ができるものであ

り，お互に視野を広 くもっ てお互の

もつ専門の知識技術を分ち合って社

会のために建築界のために働きまし

ょう。( 即11県砲築，烈 河井千; 告)

官 琴 震 宰2v

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社
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内容見本V 建築物用途別「建築基準法および

関係法規早見表」 発刊
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IIR和38年l仮 口木正112お協会 ・編

先年来待望されておりました掲題図書は，その

後基準法並iζ 関係法令の改正のため延び延びと な

っておりましたが，乙のたび発刊いたしま した。

特殊建築物の設計lζ 当っ て， 関述法規を一つ一つ

探し出す苦労については，会員諸君もど経験済み

の乙とと存じますが，木告ーは乙の悩みを解消する

のに充分役立つものと信じます。 なお大阪府，京

都府，兵庫県の関係条令，細則も対照しでありま

すので，関係者にとって絶好な便利な参考321とな

る乙とと期待いたしております。

1  . 型 式 B 5 版 1. 頁 数 74頁

1. 内 容

1  .  一般建築物及び工作物に関する法規一

覧表

2.  劇場，映函館，演芸場，観覧場，公会

堂，集会場

3. 病院，診療所 10 マーケット

4.  ホテル，旅館

5. 下 宿 11 自動車車庫

(市場)

6. 共 同 住 宅

7. 寄 宿 舎

8 学 校

9. 百 貨 庖

12 自動車修理工場

13 公 衆 浴 場

14 長 屋

15. 法 規 図 解

附録消防法施行令及び大阪市予防条例早見表

1. 定 価 Y 350 〒Y 70

1  . 会 員 特 価 子 300 干Y 70

1. 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

一一 T - - -

2 m 

- 一一一一一一辺路 小心線

強 ｉ ｾ /1  同E t思
昨週

雇

ず/ 皿|
ｾ 加也 ＱＨ ｬￌ ｦｲｬ に ｔ ｦＮ 入されかリ ＺＱ ＱＱ 分
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報 (12 月 分〉

|理事竺|

出席者主ｾ材委員岡木委日長ほか Ｕ 委員

製造会社伊奈製陶伊奈氏ほか 4 氏

管工事業者須賀工業引野氏ほか 1 氏

議 事 ( 1  Ｉ術生陶 ｾｾｋＮ 関する第 Ｓ 回の検討

( 2  ) 竹内前委員長逝去に伴う後任委員長の選任

(  3  ) 次回検討テー 7 1[ 関し協議決定

12日 3 1時半一一 5 時 於 会 館 会 議 室

出席者 尾崎会長，塚本副会長ほか 4 理事

山内兵庫支部長

議 事 ( 1  ) 欧州建築事前視察団募集の{斗

(  2 ) 新年午餐会開催の件

( 3  ) 事務局職員退職に関する件

( 4 ) 事務局職員採用に関する件

( 5  ) 事務局職員給与改定に関する件

( 6 ) 事務局職員下別賞与支給lζ 関する件

( 7 ) 二川幸夫氏の講演とスライドの会開催の件

( 8 ) 入退会者未認の件

(  9 ) 報告事項

近代建 築 認 査 委 員会 |

18日 3 1時半一一 4 1時半於会館会議室

出席者滝沢委員長ほか 6 委員

議 事 ( 1)  3 月号発表建物の件

(  2 ) 今後の調査について

( 3 ) 弘前方面の建物に関する報告

4 日 3 1時半一一 5 1時 半 於 会 館会議室

出席者 山木委員長ほか 6 委員

議 事 ( 1  ) 違反建築に関する意見交換

(  2) 現行基準法の問題点についての説明

( 3  ) 今後の検討方針に関する謀議

委 員 会

19 日 4 時一一 7 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 恒 岡委員長ほか ? 委員

議 事 ( 1  ) 経過報告

( イ) 正月 「建築教育特集」号

( ロ) 2 月 「消防火特集」号

( ハ) 3 月| 緑と建築J持集」号

( 2 )  r技術の頁J Iζ 関する審議

(  3 )  4 月 「リクリエーション特集」号の企画に

ついて

( 4 )  5 月 「公共建築特集」号 の企画について

| 出 版 委 員 会 |

小委日会( 基準法と関係法令索引)

4 日 311寺" 一一 5 1時於会f 1 i i;:!t 会室

/1¥席者 西 山 主 交 ほ か 2 委員

校正な らびに 出版打合せ

| 建 材 委 員 会 |

7 日 3 時半一- 6 1時半於会館集会室

幹 事 会

25日 4 1時一一 7 時 於会館会議室

出 席 者 三 村，大久保，栗原各幹事

4 月「リクリエーション特集J 号の企画協議

7 " 口rv勺d わ k 塗 料 /

，巴ニール- 1. 1) ( シト・ぺイシト

ヲ ｾＢＮｏ ・句勺今ＴＨ，ＮＮ

; ? ? 計七12; 々参水谷ペイント
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| 忘 年 懇 親 会 |

14日 6 時一一 8 1時 於 太 閤 図

あいにく午後からの降雨にも かかわ らず定刻前すでに

多数の出席者があり ，岩崎事業委日長の閉会挨拶，東畑

副会長の歳未の挨拶ならびに乾杯によっ て日目安。楽団

演奏，歌IIIJ. 舞踊，出1芸などとりどりの余興に感興をi i J i

かすうちに会員各社寄贈iの豪華な景品計11銭を行ってー庖

興itlli を感り 上げた。木年始めて設けられたノ、イボー J レ・

コーナーは非常な人気を呼び，出席者相互の歓談ははづ

んで一同充分に歓を尽してよく会日忘年懇親の突を挙げ

た。予定H寺刻が迫って松本名誉会口の発声によって協会

の万才を三唱し，岡本主査閉会の乙とばを述べて閉宴し

た上，出席者全員おたのしみ袋のお土産を手に散会した

が，当日は兵庫，和歌山などか らも参加があり， I'n席者

380名を超えた。

乙の忘年懇親会も年々 ;U席者がJ也加して，いよいよ関

西建築界のー名物として会員各位に大変待望されること

になった。 なお，木会を斯J様』ζ 盛大なら しむる に与って

力ある後段各社に対して厚 く感測の;0 ; を表します。

| 見 学 会 |

「千里ニュー タウン見学会J

8 日 1 時半一一 5 1時

一地区が完成して街IJIJ きを行った問団地を大阪府企業

局の ど斡綻により貸切パス 2 台lζ よって見学。 参加す[93
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屯話 ( 202) 3233 ・3234
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消防火 K 関する特集として. f:I 'l1 K 法規をわかりやす< . 質疑応答式

IC解説してもらう。質問司l J } ' ( は i設計者よ り提示してもらうようアンケー

卜する。 でき れば， ピノレを例として図解式IC税明してもらうという考え

方で進めた。[ ピル図解は市者の都合で災現できなかったが. I湖特形式で

解説しても らった。 7 / ケー卜した質門司l l J ( はそ ζ K 折込んでもらうよ

うにf医者は たのんだ。

trl 2  ｉ ｃ は ， 消火 設 ｬｾ ｩｊの解浪。 鹿内消火 桧 ，新し い 消火殺Ｂ， Ｑ Ｎ 轡報設

備 ，避置 Ｑ ｩｬ｜ｴ ｾｕ Ｎ 排煙敵 ｗｩ をと り あげたが ， 乙のうち避懲役備は適当な執

ｾ ｮ 者がみつからず ， とりやめた。

m 3 K 災例に よって消火紋< < 11の草n矧， 配 ii : t を図解しようという鮪みは

nUl l日がなくてうま〈まとまらず， 期待どおりのものにな らなかった。; : J <

例のうち ， アパートピノレ (公団広納付住宅) も予定し たが， 特例によっ

て， 名住戸K 消火設備の設恨の必要性がなくはった ζ となどの特別の!ll

1 wのため， とりやめた。

m 4 K. 各拾 として . 1) 失火の原因. 2) 防火i I l 築の廃史. 3) 証l保の

保険料率. 4) 消火施設の維持管型 . 5) 餓然必，FI! . 6) 消火! l ! ff百などを考

えた。己のうち . 4) 以下が僚折の伺i合で辞巡古れたり ， 原稿米: n のため

LIZ現できなかったのはD i 念である。 と協力いただいた担当幹事は . MJ. m 

一則 . LJ 吉宏、乃武，坂内幾 ifJ . 問中氏太郎， 河川戚の名氏。次サは「緑

とiIl策特集」の予定。
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52tf 大島化学のひふくτっばんを
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大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 の 104 (931)  7071- 3  

支 庖 新 居 浜 ・名 肯 屋 ・内 LI il1 ・! ぶ ぬ

田中式穿亡すごよ.V2712F二

スチールシャ・νター・オペレーター
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盛

名

米

L

L

L

L

L

L

L
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E

E

E

E

E

E

E
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T

T

T

T

T

T

T
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大阪市北区真砂町 5番地 電話大阪 (341) 207- 8・4836- 7
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空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

工施計設

大阪市北区堂島船大工町五三器地 ( 毎 日大阪会館内)

i: u 話 大 阪 ⑩ 局 8 3 5  6  ( 代表)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 兜 町三丁目 二四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 務 地

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

社

庖

場

本

支

工

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番地( 新阪急ピノレ 8 階)

包 話 大 阪 (312) 4  5  2  1  ( 代表)

社東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地

ム
一
布
会

電気・暖冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

大 阪 電 気

大 阪 暖 房

本

商

商

設 計 施 工
生

気

7]( ・律I

房 ・換

排

冷

給

暖

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

底 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 一 丁 目 的 番 地

' i ' I 1 話大阪⑭大代表 8 2 3 1 番

東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

京都 ・神戸 ・岡山 ・高松 ・広島 ・熊本

札幌 ・仙台 ・新潟 ・富山 ・金沢 ・福井

株式

会社

本

22 大 阪 城 口 研 究 所

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・包話大阪⑬7575(代表〉

京都市東山区大和大路正面上ノレ電話京都⑨4945( 代表)

神戸市生田区下山手通六ノー ・電 話 神 戸 @5 8 9 2  

平庸口城代表取締役

暖冷房・換気・空気調和

病院諸機械・給排水・衛生

斎 藤 省 三 商 庖

庖 東 京 駅 前 丸 ピ ル 6 階 6 7 6 区

包 括 東 京 (201) 3761・3762 ・3763 ・3764

大 阪 市 西 区 土 佐 郷 通 大 同 ピ ル 714 号

氾 話 大 阪 ⑪ 1568 ・1569 ・2 5 9 4

札幌市北四条西16丁目 l 務地高問屋 ピノレ二階

!日 話 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0956 ・③ 4661

名古屋市中区南大津通一丁目千代田 ピル522号

話中 局 ｾ 1  7  6  6  

底

所

創 業

大正二年

支

出張

水道 ・衛生 ・暖冷房 ・其イ也管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式ノレーフドレイ Y 製造販売

( 旧斎藤久孝事務所. )

広

庖

式

社

京

株

会

東

幌

阪大

キL

2

-
'

aも

a

u

R

d
勺

，

p

z

j

勺

'

q

o

Q

d

4怯

Z

・

3

A

U

a

a

-

-

A

n

u

-

2

2

5

7

 

+

占

館

3

8

引

}

地

番

2
一

沢

井

松

山

4

3

5

7

吐

金

福

高

岡

戸

究

者

ゆ

付

結

町
商

務

話

刊
剛
山

1

M

8

'

'「

也

九

電

電

電

'戸、、

1

A

e

a

F

ノ

報

担

t

町

口

口

ご

宏
一

L

払

R

M

l

H

Y

F

U

-

J

4
5

m
瓶

一

九

%

↓
D

5

E

O

司

高

木

東

区

品

約

制

一

一

桁

4

4
一

化

4

千

骨

1

城

市

供

些

市

:

⑭

千

野

可

市

2
日

山

口

市

阪

都

t

f

J

一

い

阪

大

京

金

禰

高

岡

欠

話

東

田
町

大

匂

羽

m

庖本

名 古 屋 庖

所

所

所

所

決

張

張

張

営

出

出

出

沢

井

松

山

金

箱

高

岡

須 式 会 社株業工賀

建 築 設 備 ・金 属 製 建 具

荷役運級機械 ・環境衛生施設

化学 ・鉱山機械

機 工 業 大 阪 支 庖 衛 生 設 備空 気 調 和

工

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 14 沼話 441ー5171

文 庖 一 一 東 京 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

施計設
山 田 熊 男

池 田 英 太 郎

大阪市寅区北浜2- 22( 三井信託ピル〉電話大阪(202)代表3071

本 庖 東 京 都 千 代 田 区 有 楽 町 1 す 目 1 0 番 地

支庖 ・出張所 名古屋 ・福岡 ・礼幌 ・広島 ・仙台 ・富山・金沢 ・静岡

六 郷 ・中 山 ・高 槻

取 締 役 社 長

取締役支庖長

空気調和装置・熱風乾燥装置

設 計 施 工

見
エ

材 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北区 中ノ 島二丁目 ム( 新朝日ピノレ 5 階)

i白話大阪⑫6041 ・⑫7046(代)

東京都中央区八重洲三丁目七

名 古 屋 市 中 区 菅 原 町 2 了旬

( センターピ J レ)

広島市基町一( 朝日ピノレ)

建

式

社

株

会

給 ・排 水 ・衛 生 ・消火 ・暖 冷房 設備

22 西原衛生工業所大阪庖

本社及東京支庖

営 業 所

所絡連

大阪市大淀区中津南通 4 丁目 44 電話大阪⑮3531番

2  
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暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 代表 (341) 7  0  3  1  

東京都千代田区小川町 2丁 目 l 桧 ピ ル (201)  7751- 3  

福 岡 市 養 巴 町 22 (  74 )  1  1  5 8  

名古屋市中区新栄町 2 丁目 1 ( 97)  1  8 2  0  

福 井 市 宝 永 上 町 1 0 5 ( 2 ) 1 5 9 6  

松 江 市 東 本 町 4 丁目 147 5 0 9 8  

広 島 市 紙 屋 町 8 ( 2 ) 4 5 3 7  

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施

業 株 式

株式会社工

社

庖

出張所

本

支

社

本 社 大阪市西区京町掘 1丁 目62 電話 ( 441) 代表2613 ・代表9431

出張所東京都北区上十条 1丁目 10 電 話 (911) 3  9  4  1  

名古屋市中村区牧野町l の6 包 括 (54) 0  9  6  6  

神戸市生田区北長狭通7丁目 l の 1 電 信 ( 4 )  1778 ・必86

広 島 市 中 町 2 番 地 の 4 電 信 ( 2) 7575 ・7588

. d.  

' ;XJ;'  エ回山

生

置

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

暖

| 度 冷 房 ・水 道 術 生 工 事

設 計 施 T

栄 興 商

取 締 役 社 長 中 山 敏 正

広 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁目 - iJj:"w!

む話大阪⑪ ＳＳＹＱｾＵ 蒋

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 務 地

包 括 (351) 2  1  7  7  - 8 務

神戸市生m区下山手通八丁 目三三 電車可元町0 3035帯

仙 台 市 東 四 番 丁 四 五 電 精 ② 5136l!1'

A

令

官

株式会社

業 社

大阪市北区中之島4- 39 電⑭ ＶＶＷＱｾＵ

東京支社東京都港区芝浜絵町2- 7 電(431)7341- 5

支 底 北 海 道 ・ 仙台 ・名古屋 ・広島 ・福岡

工日朝
式

社

株

会
《診

庖

本

支

神戸出張所

仙台出強所

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市北 区 制 IUI 30 'L! J : 謡大阪⑩ ld読まJmL。

本 社 東 京 都 千 代 同 区 丸 ノ 内 2 - 10 

電 話 (281) 2  6  3  1 ー 5

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

電 話 ① 2 8  9  3  

温湿度調 整 ・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 一

日 本 管 工 業 株 式 会 社

市

京都市中京区両替町通 リ曲|υl、防上ノレ

電 話 @( 代表 ) 7975 ・( 夜間専問 ) 5532

大阪市北区天満縞筋1-37( 天満橋北詰〉

電 話 ⑮ 8 8  2  9  

四日市市浜田西末広岡I 電話7503・3665

津 市 栄 町 2 - 111 電 話 3 6 1 0

ＱＴｦｾ＠繁JII 代表取締役

社本

大 阪 営 業 所

四日市営業所

津 営 業 所

l ⑨ 

仙 台 支 ! 出

名古屋出張所

暖 房 ・ 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

熱 工 業 株 式 会

取締役社長 嘉 幡 政 四 郎

阪 大 阪 市 北 区 万 才 町 四 三 浪 速 ピ ノレ六階

包 話 大 阪 ⑩ 直 通 2 0 8 5 ・5 7 2 5

( 代) 9851 - 9 ・9951 ｾ＠ 9  

東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 町 一 ノ 八

電 話 東 京 (291) 8  0  0  2  - 3  

愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

⑤ 時 空 気調 和 環 境衛生 工事 一切

.:& ｾ ｉＧ＠ b也 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

大 阪 市 北 区 万 才 町 50 北大阪ピル

電 話 大 阪 ⑪ 8 6  7  1  

東 京 支 底 東 京 削 ; 千 代 田 区 神 田 和 泉 町 1

fE 話 (866) 51 5 6- 8 ・2 5 9 4 ・0 4 0 8

名 古 屋 市 中 区 域 代 町 7

7E 話・③ 4 6 9 0 ・3 5  2  0  

営業所・出張所 下関 ・金沢・藤沢 ・新潟 ・八幡 ・京都

社最大

大

京東
名古屋支庖

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

鋼 機 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 京 発 IlJ I ]  ( 大ヒソレ)

也 大 i奴 代 (44f) 8  '6  '2- 1 務

東 京 都 北 区 事1
1

谷 3 の 10 の 3

m 東 京 代 ( 901) 3  1  9  1 祷

東京都港区芝佐久IWUII 1 の46 ( 大同ピノレ〉

電 * 京 代 ( 501) 3  1  5  6 孫

名 古 屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡

出強所

冷房・暖房・温湿度調 整 装 置

換 気 ・給 排 水 ・ 衛 生 設 備

投 計 施 工

理 研

大阪営業所

3  

本社・工場

本社・分室

所書提営

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 |以 1 / 了北区 天 満 橋 筋 4 ー 7 1  

7U 話 ⑩ 2.8 0 8 ・2 8 0 9 ・2 8 0 0 ・2 1 3 4

東 京 俗 文 京 区 必 UIJ 2 γ 目 1 7 接 地

m 訴 (811) ( 代表) 6  2  9  4  

支庖出張所 お古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

ネ土本
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社

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

A: : = 

ヌL

取締役社長 浅 海 正 雄

社 大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

t言 語 大 阪 ⑫ 5 2 7 3 - 5 ・54 5 1 - 2

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 l

' i R話 (481) 8  6  2  1  - 4 ・3 5  7 3  

名 古 屋 ・札 幌 ・旭 川|・福 岡

A

Q

2

 

式株浅 海 電

電 気 工 事 設 計 施 工

本

社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 六 九

電 話 ・大 阪 ⑩ 2 8 9 1 - 5 務

東 京 支 広 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 二 丁 目 十 二

信 話 (551) 8 ‘ 3 3 0 ・8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・福 岡

. A.  

ｾ＠式株

ｾ＠

ヌL電藤エ

東京支社

営 業 所
所業営

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工電 気 工 事 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社
社

. A.  

ｾ＠式株業エ原栗

騰

大 阪 市 北 民 梅 ケ 校 町二五番地

電 話 大 阪 代 表 ⑭ 8 1 3 1 - 7

東京都港区金杉町二丁目十三番地

名 古 屋 ・ 新 宮 ・御 坊

村
ム-，取締役社長

ネ土木

英

大阪市北区永楽町 81'害地 ( 日産生命館)

電 話 大 阪 ⑩ 代 表 1 2 3 4 - 9

支 社 東 京 ・ 名 古 屋

出張所 舞鵠 ・広島 ・八幡 ・福岡 ・富山

-一=ロ{

 

原栗取締役社長

東京支庖

営 業 所

.d蜘

ｾ＠

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

商

太

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (341 ) 代 3 0  5  6  

東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁目 4 番 地

全国燃料会館 607号室 電話東京(5 41)7464 

大阪南・北海道名古屋 ・四日市・福山相同

. e: : " 

ヌLト 電マヤ株式会社

龍本山取締役社長

社

東京営業所

本
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置

置

び

作
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装

装
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製
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=
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取締役社長 山 本 博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 品 三 丁 目 三 朝 日 ピ ル 6 階

包 括 大 阪 日 @ 9 5 3 1 (大代表〉

営業所 大 阪 市 西 区 土 佐 姻 通 リ 四 丁 目 八 番 地

m宮 大 阪 局 ⑪ 5 2  0  1 番( 代表) - 3

出強所 京 都 市 右 京 区 西 院 今 問 町 六 番 地

包 括 京 都 応 @ 3  4  8  1 番

エ

施

気

計

電

設

電陽朝

社

電 気 工 事 設 計 施 工

宝 電 機 株 式 冨

取 締 役 社 長 認 納 伝 三

社 大 阪 市 北 区 紛 笠 岡T五 o ( 笠ピノレ 三 階 )

1'[ Ui (312) I  4  7  I  ( 代 )

庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 掘 四 丁 目 十 t縄問ピル三階)

電 話 (551)  5 5 9 0 - 2  

営 業 所 名 古 鹿 市 北 区 城 見 通 二 丁 目 二 O 帯 地

電 話 (98) 2 3 6 - 7  

小 松 市 符 部 町 才 四 四 ノ 三

電 話 ( 粟津) 2 3 7  

1  タ ザ 市 三 室 町 七 丁 目 三 六 九

支

。

電気工事・設計・施工事 設 計 施 工電 気 工

取締役社長 猪 飼 孝 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁 目 72

電 話 ( 716) 4  0  3  5  ( 代) - 8  

東 京、都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

電 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

社

4 与

' : D;  式

日月正

株

本中

気一

取締役社長

電本中社
. A.  

ｾ＠式株

ｾ＠

ヌL電東j工

大 阪 市 城 東 区 里 子 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

話 大 阪 (931) 代 表 7 3 4 1 - 5

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町 三 丁 目 一一三

包 話 (931) 2  1  9  3  

社本

社

本

支

機器工場

資材倉庫

出廷所
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電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町

包 話 大 阪 ⑭ 6531 ( 代) - 5  

支 庖 名 古 屋

出ｾ所 東 京 ・ 岡 山 ・門 司

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区高麗橋五丁 目二八番地

屯話 大阪 (202) 0 3 2 5  - 9  11f 

'" 、. .;: -:1 

社 寺 数 寄 屋 用 瓦 … 大 併 瓦

耐 風 雨 緩 勾 配 用 瓦… 大 和 瓦

美術建築内外装用タイル… 大偽タイル

京 都 市 東 山 区 今 熊 野 池 岡 町 ( 6 ) 3 5 5 5  

大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 1 - 1 3 (941 ) 0 9 7 5  

名 古 屋 市 瑞 穂 区 堀 田 通 1 丁 目 (88) 2  7  0 3  

PA I NTI NG CONT R ACT OR  

塗 装 工 事 請 負

株式

会社 林 塗 装 眉

TEL . 大阪 -@ 1756- 7・東 京 ⑮ 1335

電 気 工 事 設 計 施 工

メ 株 式 会 社 三 輿

取締役社長 坪 井 大

本 祉 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 50 (堂 ビノレ7 階)

m 話 ⑮ 2 1  3  8  ( 代) - 9  

支 宿 東 京 都 中 央 区 日 本 編 箱 崎 町 3 丁 目2 務地

包 括 ・ @ 1  4  7  8  ( 代) - 9  

出張所 堺 ・ 下 関

社

エ レ ベ ー タ ・ コ ン ベ ヤ ー ・ リ フト

エ ス カ レ ー タ ・ホ イ ス ト ・ク レ ー ン

N ・T - E 型オート パ ーキ ン グステーショ ン

股 計 ⑥ 製 作

白 本 エ レ ベ ー タ 工 業 株 吠 曾 社

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 情 筋 6 ( 天六 阪屯・ピル)

明E 郎 ( 351)  4  9  ｾ＠ 7 代 表 7 0 7 1 交 換

東 京 営 業 所 東 京 都 台 東 区 長 者 町 2 ー 7 ( 盟 ロ ビル)

電 量首 ( 831)  7949直 通 ( 866)  5276 交換

来 謎 川 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 小 絞 中 通 5 - 6  - 2  

市 .11; . (381)  0  3  6  ｾ ・ Ｔ 5  8  8  

前管・線五 't ューム苦
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t
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製図 ・トレース ・複写写真

大阪市北区堂島北町16 T E  L ⑩ 9055 (代表)

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理屈 株 式 会 社 金 剛 商

大阪市西淀川区野里町1231 阪神国 道 野 星 電 停 前

製造 元 東 京サンヒッ ト商 会 電 大 阪 ⑪0417・4091
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何 よ りも安心で きる 年 限 仕 様

ω  

地 区

近

薗量

11阪

不

同

)  

東

海

北

陸

中

国

四

国

九

列'1

組 .g. .Q 名 f主 戸斤 1・E J 孟

( 株) 久 {呆 I商 J;1! 大 阪 市 北 区 兵 砂町 5 大 阪 (341 )0207- 8・4836- 7

( 株) 木 下 議 三 脳 出 大阪市西区江戸堀南通 5 ノ35 大 阪 (441 ) 5408 ・5486

( 株) 井 上 j争 失 揃 l占 大阪市西区江戸堀下通 1 / 7 大 阪 (441 )'8531- 5  

( 株) 大 和 尚 ｾ＠ 大阪市南区両津田14 番 了73 大 阪 (631 )6221 - 4  

( 株) 石 田 建 中イ J，t; 大阪市東淀川区元今里北巡り 1 ノ31 大 阪 (301)3340 ・3505

内 外 工 業 株 式 会 社 大阪市阿倍聖子区旭 町 1 ノ 51 大 阪 (631) 3434- 6  

旭 化 建 工 業 株 式 会 社 大 阪 市北 区 茶 屋 町38 大 阪 (371)6555- 7  

日 本 渡 iT 工 業 ( 株 ) 大 阪 支 J;5 大 阪 市北 区富田 町40 大 阪 (341) 1804  

石 井 建 材 有 限 会 社 神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1 丁目 神 戸 ⑤2140 ・2697

( 株) 中 出 尚
42弘"、

神戸市兵庫区上沢 通 6 / 9 神戸 ⑤4630

タ ア
ノミ

ヤ 二/ 商 庖 京都市下京区四条大宮南入学校前 京 都 ⑮0871- 2  

間 島 応 用 化 工 ( 株 ) 大 阪 出 張 所 大阪市西区京町堀 l ノ74 大 阪 (441) 5951代 炎

1附 田 建 材 株 式 会 社 名古屋市西 区桜 木 町 3 ノ 8 名 古 屋 ⑪7461τ 3

( 株) 名 建 商 f!< 、
名古屋市 中 区 宮出 町41/ 2  名 古 屋@ 1329 ・2817 ・2106

お
ｪ 、 ｫ 何 ｾ

建 キイ 府 名古屋市 中 区 材 木 町 1 ノ 12 名 古 屋 ⑫3295

北 川 工 業 株 式 会 社 金 沢市 西側 町 8 金 沢 吾)4552- 3  

北 川 工 業 ( 株 ) 富 山 出 張 所 富 山市奥田新田123 2草 山 ②2218 ① 1014

北 川 工 業 ( 株 ) 福 井 出 猿 所 福 井市大和 中町 70 福 井 ②4532

( 株) 島 工 務 I苫 ｉｾｾｓ 問市大坪 旭町 Ｒ 丁目 Ｓ Ｒ Ｏ 1  高 間 ③2463

( 株) 小 向 工 務 底 富 山 営 業 所 富 山 市や'" 呂田1 3 区 1003 富 山 ②8221

Jf 盛 建 材 株 式 会 社 広 J22市 鉄 砲町 108 中 ② 2281- 4  

，' f 感 建 材 ( 株 ) 阿 山 営 業 所 問山市東田町 3 間 山 ②7911 ・8169

( 有) 里T 益 j商 J苫 1M] 山 市内山下 30/ 10 | 向山②4272

( 株) t兵 原 E量 正日 J;t; 尾 道 市 古和田T新浜 尾 道 2760

( 株) 浜 原 登 街 J;5 防 府 支 府 防府市 大 林 寺 防 府 ②3611 - 2  

古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 ，{，' j松 市 宮脇田1960 向 松 ③5034

d二 和 商 事 株 式 会 社 松 山 市 1 番 町21 松 山② 8161- 5  

，' 1 盛建材( 株) 福 Il f. J 営 業 所 相 問 市 万1i 寺 前 町14 I巨 ③ 1225- 6  

高 稲 工 業 株 式 会 社 長崎市大橋 町 138
長 崎 ④1726

日 稲 工 業 ( 株 ) 小 倉 営 業 所 小 倉市西本 IHT 2  小 倉1白i)6177

建設省阪建22号認可 出 資 金 6 0 0 万 円

星
西日本アスフ到し卜事業協同組合

大 阪 市 西 区 京 町 掘 1 ー 7 4

東 京 連 絡 所 東 京 都 千 代目l区神 田岩本町 13 ( 田島応用内)

北 陸 ・東 海 ・近 畿 ・r! ' 国 ・四 国 ・九 州

T E L ⑪ 代 表 5951

T E  L (866) 代表 6101

9  



雨の多い日本には… . . . . .

雨 仕 舞 の 良 い 気 密 な 窓 を

錆びない・軽るい・精度が高い

マミJ 予二J の S K式 軽 量 鉄 骨 天 井 下 地

燃 え な い

1王わない

取 り つ け 易 い

MA N⑥T E N 

10 

s u「マ豆町

発 売 元 住 友 商 事 株 式 会 社

製 造 元 株 式 会 社 満 点 製 作 所

東 京 出 張 所 東 京 都 江 東 ! K ((J. 戸 IUf 2 r  Ｑ ｾ Ｑ Ｑｬ Ｔ＠ ( 新協和 ピル 内} 浴 話 点 京 ( 681) 8425 



Ｗ ＷＧｾＷＧ端ード
( 法 定 不 燃 材 ・ 軽 量 石 綿 耐 火 板 )

完全耐火性

経主t ・断熱性・吸音

ｾ形Ｈ［ＱＺ全くない

木材と同桜の加工が出来る

主I打ち・針'i Iき・孔あけ等

トムレ ' vI I X
(吹付石綿・責任施工)

l吸 音 ・ 断 熱 ・ 結 京 防 止

耐 火 ・ 耐 娠 動 ・腐 食 防 止

繰 ｾ
日 本 ア ス ベ ス ト 株 式 会 社

本 社東京都中央区銀座西 6 の 3 電(572ω21 ・ω31(札

大阪支底大阪市南区鹿町通 4 の2 5  電船場 2 5 1 5 4 9 1 - 8

名古屋支官 名古屋市中区下前泊町 117 電 由 3 2 1 6 5 9 1 - 5

九州支匝福岡市藁院大通り 2の8 1  電福岡 741) 1747 . 2827

I l . I 見出張所 1I般市北三条西 2 了目西向 電 ¥2嗣 72 .3.520 151湖

オ ー ト メ ー シ ョ ン で ボ ン デ ー 並 び に 完 全 焼 付 塗 装 に 依 る

。帥E'

b i! T. K.(5 

錆じない一三三濯1 ; 冨宅

スチールザッシ・ドア田・シヤ'Yタ・

Ｓｴｾ レ・タ・・ドアー ｉ ，ンヵー

アルミサ' " シ・ドアー

警 言 三 憲 製 作 所 |

本社工場 尼ケ l崎市神崎五反田 280 電 話 大 阪 ( 4 01) 6 1 5 8 ・615 9

11 



12 

X奈乞なも1参ず ss る い 暮 し

， 

石 綿 セ メ ン ト ボ ー ド 協 会

波 形 石 綿 ス レ ー ト 協 会

建築基準法定不燃材料

フ レ シ キ ブ ル 板

平 板 ・ 軟 質 板

パ ー ラ イ ト 板

孔 あ き 板

サンドイ ツチ パ ネ ル

小 波 板 ・ 大 波 板

( 着 色 ・ 化 粧 板 他 )

告 種 加 工 品 あ り

美 し い カ タ ロ グ 封 送 り し ま す

東 京 都 中 央 区 銀 座 ワ- 3 朝 日 石 綿 ピ ル

電 話 ( 5 ワ 1) 1  3  5  9 ・6 9 1 4

古きｾｾ夫ヒ斬新な技術を誇る大銀製品

スチールナマf

7 ルミ ， I  

営 業 品 目

ステンレス製品

美 術 金 物

金庫金庫室扉

株 式 @ 曾 枇

大阪鉄 ｉｾ パ
取 締 役 社 長 富 田 豊 松

大 阪 市 西 区 本 田 町一 丁 目 四 四 番 地 電 話 大 阪 (531) 1254 ・4615 (541) 0910 ・0919

津 守 工 場 大 阪 市 西 成 区 千 本 通 七 丁 目 二 四 番 地 電 話 大 阪 (661) 1  4  18  

千 舟 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区f岡田T四 丁 目 五 七 番 地 電 話 大 阪 (471) 0 4 2 0  
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音
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の 新 建 材

g ・"
プリ ン ト 合 板

ピ 弔 オ

量

も

ｾ＠

九 t章 夫 弁 弘

美 猿 ， 、 本 "

'1 ￃ ι 守吻ｾ

叉 - J て- ; 1: ョイナー

Zスロシqイ比

牛

ム

4

A

1

 

会

叩
削

式

的

山

株

町

板

一
一

則

合

間

山

速

で

浪

⑥ 

ff:Jヲz- J ，

涜し台・調理台

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 l

電話 (531) 1003- 5  

大阪市東住吉区桑津町 3 丁 目 59

電 話 大 阪 (741) 1 2 9 6 - 7  

和 歌 山 市 新 編 6 丁 目 13

話 和 歌 山 (2)0298 ・9435

キ土

出 張 所

本

東邦商会

臼41) 8731- 3

じ

大 阪 市 東 区 北 浜 ・屯 ⑫ o1  4  1  

13 
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網入光り波型ガラス( 万二[ 建) 長サ 9開 聞 協

.，.，."..，..，.，州、，、向..，.，.，..向"、，..師、，..師、，.".ー，、，.，..内，、内旬、，、向、，、向師、，..旬、，..州内向州、，、̂'"、，..州、内向師、向師、向師、，..州、，明品，、，.

ダ イ ニ チ ・ ア ー 毛 ラ イ ト 波 板 ・平 板

( 硝子繊維強化ポリエステノレ板〉 各種波，寸法( 長尺物有)

司脳、，、仰 ω 、，、 ｎ 内，、～ＧＢ、 ｎ 内，、伊 ､ 、ＢＮ内，、ＧＢ内，、，ＮＮ除，、，ＮＮ、，ＮＮ供ｾ 、 が Ｔ ‘， 、 ，頃 ヘ， 、，Ｎ，Ｎ，ＮＮ肺 Ｔ 、，ＮＮ 除ｾ、ＧＢ肉，、，、例 ､ 、，脳内，、～Ｇ肉，、～ＧＢ、，、 ｎ 内，、～Ｇ‘

⑮ 製 造 販 売 犬日本硝子工業株式会社

.・

大阪支庖 大阪市北区玉江町 2 ノ 4 ( 三菱倉庫 ピノレ) 電⑩1389 ・3389

本 社 神 奈 川 県 相 模 原 市 小 山 字 久 保 224 電⑦3101 - 4  

N. G. C武

ュ ラ イ ト 工 事 責 任 施 工

メ タ リ ヤ ン メ ッ シュ D . M38 番 責 任 施 工

米 国 パ ブ コ . コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 亮

内外Z 業株式会結

脇 山 静 夫

本 社 大 阪 市 阿 倍 野 区旭町一 ノ五一 電話 (641) 3  

岩 元 式

|スカイライト並宇野史べンチし+I

寄 木 H占 床 板

フ ロ ー 1) 
ン グ :ot!i 工 5青 負

ブ ロ -ノ ク

ベニヤフラッシュドアー 造 作 取 イサ

グ ラ イ ン ダ ー 床 商1]

6 日 寄 木 商

営 業 所 大 阪 市 東 区 横 堀 6 - 4 9  

電 話 (251) 373 1  .  3  !! 6  0  

工 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 l

14 

A

Z

 

， 

サッシュ、ドア一、シャッター

伸縮扉、オペレーター、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

カタログ進呈

4

ム

4

A

・

会

川

引

式

明

日

件

派

来

日

i

t
区

、

山

業

献

則

f

(

 

E

阪

話

回

-

大

電

一

冗

柑

山

宥



建築基準法にフリーパ司のガラス屋根

l  内タt Tー-ター.-'
内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

工場 ・プラ ッ トホーム ・

体育館 ・アーケードに最適

電 気 扇 付 屋 上 強 制 換 気 装 置

内 外 建 材 株 式 会 社

旧 名 ( 株 ) 内 外 土 木 建 材 社

大 阪 市 西 区 土佐堀船田T23 ( 大 阪 商工 ピ ル ) T  E  L  (441) 3983 

工 場 大 阪 市 城 東 区 天 王 田 町 l の 141 T  E  L  (981) 1149， 

内 外 式

コンチニアスベンチレーター

筒 型 各 種 ベ ン チ レ ー タ ー

設 計 施 工

議 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 ー アスファノレ ト防水 工 事 E

S  ~ ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスファノレ トタイノレ工事 E

議耐酸モ ノレタ ノレ工事 ・ 各 種 床 工 事 置

大 阪 耐 臣 会 Z 業 PK

大阪市北区浮田町82番 地 電話大阪 (371 )1333番

鋼 製 建 具

製 作 ・ 販 売

⑩ 
栄 進 鋼 業 株 式

d .  

社コｾ

大阪市城東区野江西之町2- 2 電話 (931) 8261- 3 ・9586

支 庖 ・ 福 岡 営 業 所 ・ 広 島 ・長 崎

防水に耐酸に・・・

ド イ ツ と 技 術 提 携 に よ る 国 産 化 完 成

製 造 元 タ キ ロ ン 化 学 株 式 会 社

耐酸化学工業株式会社

電 話 大 阪 ⑩ 178 ( 代 表) 4161 ⑩ 4957- 8  

レオｊＢｾノール ｏｒｇ

・ 各種の酸、 ア ル カ リ に 対 し

て 強 い

. - 3 0・C + 1∞・C に耐え，る

・伸 長 性 に 宮 み 老 化せ ない

・ 化 学 工 場 床 、排 水 灘 、 電 解

槽 、 耐 酸 防 護 を 必 要 と す る

構 築 物 に 最 適

レオＯｾノー ｊ レ ｂａ

. 陸 屋 根 、 地 下室 の 防 水 、 伸

縮 継 手 、 簡 単 な 耐 酸 周 と し

て 使 用 さ れ 冷工 法 で施 工 容

易

15  



アルミニウム 東 京 カ ー テ ン オ ー ル 工 業 株 式 会 社

( 旧社名東京鋼板工業株式会社)

ス テ ン レ ス カーテンウオール 本社及工場

大 阪 支 底

名古屋支活

福岡出張所

ブ ロ ン ズ

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0 0 0  

電 話 (891) 8  1  3  1  ｾ＠ 8  

大阪市 北 区絹笠却 ＱＸ Ｑ 寄地Ｈｾ 稽ピ ノレ Ｓ 階Ｉ
電話ｾ ＹＱＵＴｾＷ＠

名古屋市東区久屋町5の9 ( 住商ピノレ) @  ＲＵＷＸｾＹ＠

福岡市橋口町15番地の1 ( ナシピノレ3階) @8825 

言宣 言十

'

J

J

・

守

山

・

.

一

四

日

句

関西腸; 工業稼業制

.  
-

Ｚ・Ｎ｟ＮＭＮＺＮＮｾ・ＮＮ . . ・ 1・. ・. .・i . ;  .- ｾＮＮＮ・ ・ ・ Ｑ ・、 ζ ・ ＮＺ ＮＡＮマＮ・てｾ : - : ・""・ : : : '  .- . ・" " " ・・. - . : " . : ・" ""・・ ， Ｎ ・ ヒｾ . . . . _ ＮＭｾＮＭＢ， ・ ｉＭｾ ' : 号、. .・ 1 ・・・'.f ｾ・・ ＺＮＺＺι ，

丹箆形トeラ錠m決定数H

デ ラ ッ ク ス { カ タ ロ グ 崎 皐 乞 御

1 品 積 住宅玄関 ・事務所刷、 IUI 仕明用 、廊下通 路則 . j l 措

せる間仕切用、 倉庫用 . 学校病院用、出口単刷、

ピル玄関通路J 1 J . 浴車ートイレ y トm

2 材 質 ステンレス、砲金、

S 形 説 広角盟、問重型、

ス タ ン ダ ー ド

包

-
n

過駅用明仕

m

 

m
ム

所

一

務

ユ

事

-

一之

、

川

t

a

m

一

関

ル

玄

ア

角

毛

質

住

噌

広

橿

置

状

回

曲

材

副

m

'φ内，.。

黒川金物株式会社

本 壮 大匝市博I区高岡田町 1 0 書丁 1 9 暑地 T  E L t t mi 抑制 - . 曲目

骨量所 東京都江東区深川清檀町2 T O9番地 T  E  L  (641)  7  2  5  0  

工鳩術良 州北首埴田曹芝町別所 ＱＰｾ 番地 ｔ E  L  ("flll) 1  0  9  

16 

@  

石 綿 セ メ ン ト の

最 高 水 準 を 行 く . イ/

アスベスト ｊｾｉＮＩ ヤ
Asbest o.  Barr i ev 

( 硬質石綿板)

建物内外壁 、間仕切、 天井扉、電気室

発電所、配電室、製鋼、ガラス工場

の壁、製糖、製油製薬工場の床スカ

ー ト壁などに最適

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 間 心 町 l の 1 1  

電 話 ⑮ 3 4  4  2 ・4 0  7  8  

( 呈カタログ)
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令 井 田 商 事 株 式 会 社

大阪市浪速区西円手町一0 一七番地 湊町駅貨物八号門前

電 話 匂62) 0  8  0  O.  0  8  0  8  - 9  

製 造 発 売 元

ア サ ヒ カ ラ コ ン 株 式 会 社

大阪市此花区四賞品旭町 1- 3 T  E  L  (461)  3  5  9 4  

工 場 大 阪 市 此 花 区 四 賞 品 旭 町 1

超 硲 ! 竹 材 に 顔 料 、 薬 品 等 を 配 合 し た 粉 末 刑 で そ の 他

水 練 り 、 金 銭 仕 上 げ の 為 特 に 技 術 を 聖 書 せ ず 、 色 ム ラ 、

/ 口 汚 れ 等 の 減 点 が な い 耐 踏 粍 性 特 に 強 大 、 表I飼 滑

ら か で 楽 し < i¥' i潔 、 耐 水 性 に 岱 み 価 格 低 廉 で あ り ま

す 。 ( 坪 当 り 材 料 代 ￥ 950) 仕 上 り 厚 さ 約 2 市 程 度

学 校 、工 始、 病 院 、 事 務 所 、 商 底 、 ガ レ ー ヂ 、 ガ ソ

リンス タ ン ド 、 住 宅 の 玄 関 、 流 し 、 浴 室 、 プー ル 等

にf政 治 で あ り ま す 。

( カタログ進呈)

綜合建築設計への道

1. 各 般 鉄 すi ・ 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

建 築の 設 計 監 理

2. ダ イ ヤ モ ン ド ト ラ ス ・ジ グ ザ グ

. トラス ・平 行 ト ラ ス 等

各千. f ¥大張 IUl 鉄 骨 造 の 殺 宮十億 理

政官十部

ｾ可
1 . 耐 渓 耐 風 木 村 接 合 金 具 の 製 造 販 売

P A T .  0 式 ( 織 本 式) ヂベノレ及クランプ

2  鉄 筋 の 後 手 及 末 端 定 沼 金 具

P A T . パ コ 及 バ ス ト

令、

諸 官 庁 御 指 定

吹 付 及 び 掻 落 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン )

床 材 ( 合同リグノイド ) マ グ ネ シ ー ト 〉

外壁シリコン防水・ゴーレジン樹脂防水)

特 許 建 材 工 業 株

取 締 役 社 長 山 下 謙 治

大阪市東住吉区回辺東之町3 - 193 電 大 阪 ⑩ 9086・821 9

大 阪 市 東 住 吉 区 駒 川 町 3 - 54 電 大 阪 ⑩ 4370 ・6760

広 島 市 比 治 山 本 町 11 8 0 m広 島 ④ 4 9 6 7  

東 京 都 新 宿 区 花 園 通 4 6 m東 京 (351) 5298 ・5264

ポ ー リ ン グ 建 築 物 基 礎 工 事

の為の土質問司査

地 質 部

織 本 建 築 事 務 所 所長織本 道 三 郎

( 旧総本雄築設計々算事務所 ・総本特殊構造研究所 ・合体)

東京都中央区日本航かきがら田T 3 の 2 電 話(671) 6. . 3 ・7007 ・7062

株式会社

17 
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55 5  ナイロンベ、ア リ ン グ ? 扉 の 開 閉 が 軽 快 グ

ｾｩｦｴ ・リトビシ明
日l 議 7 ロアーヒ= ，! 努

三栄建材工業株式会社

大阪市立肝区袋矢柄町一五一番地

大 阪 (741) 4655 (716)  0188 ・0189

ネヨマEPテスト三' : : :Lート

圏 ポンデライジングにｻ去る完全防 ｪｾｩ )JII 工 品

特 徴

圏 回転軸t到; にナイロンベアリングを採閉した耐久品

築炉並に建築用煉瓦積工事 ・装飾用化粧煉瓦積工事

コンクソートノマイル・コンクソートブロック

助管・煉瓦・とューム管・衛生均器

モ ｉｾ 守 ｉｴ 歎 Ｑ ＧＰ ＢＱ ヲ ・ 文句吋・各種コシヴリート焔ＭＣ｟

⑪森延窯業株式会社
取 締 役 社 長 森 下 延 幸 ・専 務 取 締 役 船 津 稔

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町 三 一 電 話 (671 )2420 ・

浪建式

アルミサv シュ・ドアー

スチールサ，' }シュ・ドJ ' -

シャ，リター .it ベレーター，

lトカライジル処理I揚鵡'

a 館 地一 製造販売 ー

記血血: 孟

建霊夢【向【

浪速建枚Z業様式会社

.?  



- 優 美 な 繊 維 の 京 壁 材 一 一 砂

新 日 本 壁 iH
- 繊 維 の 床 砂 材 … ・

- 塗 り つ け る 織 物 壁 材 一 一 炉

， 
Ｔ ・・ｾ .. ・.

I  壁
‘ 一 一 ・バ J レプの日本座敷壁材

- 近 代 的 な 趣 味 の 墜 材 一 一 +

ω=歩、ぷ' かベ'

部ωすぎかべ
母 一 ・ 吹 付 の で き る 京砂壁材

- 繊 維 の 色 土 … - 一 一 + ヲE 奪回

陸屋根防水には

特許 絶 縁 工 法 を

、
、，

11. "11ト 陣 取 帯

コ- 1 ¥ータイト

特 許 奥山式熱工法 ・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式倉純

- 御申越次第カタログ進呈

19 



錆ぴない 岩佐のサ・ソシ・ド7ヲー

当社の製品は ボンデライト を して焼付塗装 を して居ます

稼 式 会 討 岩伎鎖、工所

本社 ・本社工場

尼 崎 工 場

大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 東 2 - 31  

尼 崎 市 守 部 下 河 原 1 5  

電話代表 (471) 5  1  2  3  

電話代考 (401) 6  7  5  1  

写 実 は 京 師 旺 事 ピ ル

⑧大阪建制王賓室毒

本 社

名古屋営業所

東 京 事 務 所

金 沢 営 業 所

堺 市 松 屋 町 1 - 6  

名古屋市東区東新進町 2 ー 7

東京都 千代田区平河町 l ー 2

金 沢 市 下 新 町 1 3  

T E L  ( 3 ) 5241- 9  

T  E  L  (97)  7  2  6  4  

T E L (却1) 1  2  4  8  

T  E  L  (  3  )3427 - 8  
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み 易 く 仮敷 も い ら ぬ ス ピ ー

デ ィ な 施 工 性 』 ど い わ れ ま

す 。 p タ イ ノ レ は と、ん な 土曇 克斤

で も 明 る い環 境 を つ く る 床

材 〔製 法 特 許品 〕 で す !マ

美 し に 、 ! は が れ な に 、 ! 傷 が

つ き に く い一一一一 P タ イ ノ レ に

関 し て の 一 一 致 し た 意 見 で す

玄 人 筋 か ら は 「柔 軟性 で 木

や コ ン ク リ ー 卜 の 床 に も 期iI

(

送

料

共

)

(  8  6  6  ) 代: 6  1  0  1  

( 4  4  1  ) 代 5 9 5 1  

電 話 大 阪 ( 231 )9648 ・9649 ・9640

4辰 替 口 座 大 阪 3 9  9  7  5 番

田島応用化工K K安 委長 j F E田妄Z T行TJf J  ft 

ご 入 会 の お 申 込 は ・・・ ・

「建 築 と 社 会J 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市 東 区 北 浜 3 一一37
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